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１　研究の背景
　1912 年（民国元年）1 月 1 日，孫文＊ 1 は南京で初代の中華民国臨時大総統に就任した。
南京を「民国の開基」と称し，中華民国の国都と定めた。同年の 2 月，わずか 2 ヶ月の時
間で，孫文は臨時大総統の職務を辞去し，袁世凱＊ 2 に位を譲った（正式解任は 4 月 1 日）。
3 月 10 日，中華民国の首都は，袁世凱は就任するとともに，国都を袁の勢力基盤である北
京に置かれ，北京政府（北洋軍閥＊3 政府）が成立された。
　しかし，中華民族にとって，近代は決して安泰な時代とは言えない。戦乱と紛争がつづき，
内外時局が絶えず揺れ動いていた。1927 年（民国 16 年）4 月 18 日に，蒋中正＊ 4 を中心と
した南京国民政府が成立された。15 年の歳月を経ち，南京は再度と首都となった。1949 年
台湾へ遷都するまで，中華民国の正統な政府として存在していた 1)2)。
　1927 年，南京に奠都した後，国民政府がただちに首都の発展に切り出した。翌年に，南
京を特別市と定め，孫科＊ 5 を責任者とした首都建設委員会が設立された。委員会に属する
「国都設計技術専員辦事処」（処長：林逸民）を設け，首都の発展と建設を推進するための
都市計画案の編制に切り出した 3)。1929 年，中国初の近代都市計画――「首都計画」が国
民政府により正式に公布された。それから10年あまりを渡り，首都の全面建設が盛り上がっ
ていた。時代と政局などさまざまな原因で，建設は中断されたが，都市の主要な構成や道
路系統，公共建築などは，後の都市発展に大きく影響を与え，未だに重要な機能を果たし
ている 1)。
　「国都設計技術専員辦事処」は，「全部計劃皆為百年而設，非供一時之用」という長期的
な建設を目処に，米国籍の建築家 Henry Killam Murphy＊ 6 とエンジニア Ernest P.Goodrich
＊ 1- 孫 文（そん ぶん，1866 年 11 月 12 日 - 1925 年 3 月 12 日）：中国の政治家・革命家。「中国革命の
父」，中華民国では国父（国家の父）と呼ばれる。初代中華民国臨時大総統。中国では孫文より孫中山（そ
ん ちゅうざん）と呼ばれるのが一般的。
＊2-袁 世凱（えん せいがい，1859年9月16日 - 1916年6月6日）：中国清朝末期民国初期の軍人・政治家。
第 2代中華民国臨時大総統であり，初代中華民国大総統である。一時期中華帝国皇帝として即位。
＊ 3- 北洋軍閥：袁世凱が根拠としていた軍事力を起源とし，袁が亡くなった没，後の北京政府（北洋政府）
を支配し，政権を争った中国の地方軍閥の総称。
＊ 4- 蒋 中正（しょう ちゅうせい，1887 年 10 月 31 日 - 1975 年 4 月 5 日）：蒋介石と呼ばれる。孫文の
後継者として北伐を完成させ，中華民国の統一を果たした最高指導者。国共内戦で毛沢東率いる中国共産
党に敗れて1949年より台湾に移り，その後大陸での支配を回復することなく没した。中国では蒋介石（しょ
う かいせき）の名称が一般的。
＊ 5- 孫 科（そん か，1891 年 10 月 20 日 - 1973 年 9 月 13 日）：孫文の子。国民政府において要職を歴任。
＊6-Henry Killam Murphy(1877-1954)：米国籍の建築家，1899 年イェール大学卒業（建築学）。20世紀前半，
中国において，雅礼大学（現，中南大学湘雅医学院），清華大学，金陵女子大学などの数多くの大学キャ
ンパスを設計した。
＊ 7-Ernest Payson Goodrich（1874-1955）：米国籍の都市計画家とエンジニアリング， ミシガン大学卒業
（土木工学）。
＊ 8- 呂 彦直（りょ げんちょく 1894-1929）：中国籍の建築家，1918 年コーネル大学卒業（建築学）。
1918-1921 年，Henry Killam Murphy の助手を担当した。 代表作は，南京中山陵，広州中山記念堂など。
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＊ 7 を顧問に迎え，米国での留学経験を持つ中国人建築家呂彦直＊ 8 などを補佐に招いた 3)。
計画は，当時において先進的な都市計画思想と理論を取り込んだ。「欧米の科学的な原則
に基づき，中国の美術的な長所を取り入れる」を方針とし，人口，用途地区，道路，交通，
水道，電力，住宅，学校，工業などの項目に分けて系統的に制定された。
　1933 年，「首都計画」に従って最初に開拓した住宅地が，山西路と頤和路あたりで建設
され始めた。当時，計画とおりに完成した唯一の住宅地でもある。36ha の敷地を占め，3
つの住宅区の中で最も等級の高い「第一住宅区」に属する。「首都分区条例草案」により住
宅の格式が高く決められ，一流の設備が完備されたため，高級住宅地として扱われていた。
高官や富豪などの上流階層がその地に集まり，「公館」と呼ばれる庭付きの高級邸宅を設け，
最盛期は 287 カ所の公館が並び立っていた 4)。それ故，「頤和路公館区」と通称されている。
　さらに，高級住宅地に引き寄せられたのは，中国の上流社会だけではなかった。多くの
外国使節も公館区の優越な環境と施設に目を向いた。彼らは，多くの場合，既存する公館
を租借する形で，公館区で駐中華民国外国公館を開設した。公館区は，南京市における外
国公館が最も集中していた地域ともなっていた。また，公館区の外にも，外国公館が設け
られていた。それらは，外国により自主建設されたものと租借したものがある。
　公館でも，外国公館でも，ほとんどは欧米様式の建物が建てられ，独立している庭と外
部空間を有する。だが，中国では，民国時代の公館の建築と外部空間に関する専門的な研
究がまだ少ない。それ故，多くの著作では，それらの建築と庭園は，欧米住宅の様式を模
倣して造られた，あるいは「民国風」などの曖昧な記述が用いられている。
　ここで，幾つかの疑問が浮かび上がった。
　・「民国風」とはいったい何か？
　・「民国風」の公館は，どのような外部空間を持っているのか？
　・何千年も続いた中国人の住文化は，たった何年間の建設活動で一変できるのか？もし
伝統的な文化と習慣が残されていたなら，欧米様式の公館の外部空間ではどのように表さ
れている？
　それらの答えに近づく手がかりを探るために，以下の背景にたどり着いた。
　＜思想と文化が衝突する時代＞ 2)5)-8)
　中国の近代史は，清朝とイギリスとの間で行われたアヘン戦争＊ 1 から始まる。中国の伝
統的な文化の存続，また伝統文化と西洋の外来文化の間の関係は，近代の全体を渡り，重
大な課題であった。
　アヘン戦争とアロー戦争＊ 2 の失敗により，中華民族は社会と軍事において，欧米諸国と
の異同と優劣を痛感した。その時，魏源＊ 1 は「海国図志」＊ 2 において，「師夷技以制夷」
＊ 1- アヘン戦争（1840 年 - 1842 年）：1840 年から 2年間にわたって清とイギリスとの間で行われた戦争。
＊ 2- アロー戦争（1856 年 - 1860 年 )：清とイギリス・フランス連合軍との間で起こった戦争，第二次ア
ヘン戦争とも呼ばれる。
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＊ 3 の主張を提出し，中国伝統文化と西洋文化の関係を解決する先駆けとなった。その後，
馮桂芬＊ 4 は「校邠廬抗議」＊ 5 において，「以中国之倫常名教為原本，輔以諸国富強之術」
＊ 6 を主張し，初めて「中体西用」＊7 の概念を述べ，異文化間の関係をさらに明瞭化した 5)6)。
1860 年代，清王朝を内憂外患の存亡危機から救い出すために，洋務派は西洋の長所を学ん
で国力を強める「洋務運動」＊ 8 に取り掛かった 7)。1898 年，張之洞＊ 9 は「勸学篇」＊ 10
において，運動のスローガンである「中学為体，西学為用」について系統的な論述を行った。
一方，守旧派がそれを断固に反対し，両方は西洋に学ぶべきかどうかについて激しく論争
を行っていた。
　ただ，中国の君主制社会では，儒教の中華王朝は世界の中心であり，「華夷思想」＊11 を尊び，
古くから観念形態に深く根付いていた。この運動においては，西洋の先進的な技術は，あ
くまで清王朝の軍事力を強化し，皇帝専制の政治体系と古き価値観を堅持する手段であっ
た。つまり，中国と西洋の文化を融合する必要は当然にあるが，中国の伝統的な思想と文
化は「本」・「体」であり，西洋の文化と技術は「末」・「用」である 5)。しかし，「用」の変
化とともに「体」を変化しなければ，両者の矛盾を尖る一方であった。洋務運動は，1895
年日清戦争の失敗につれ，破産を告げた。
　洋務運動の挫折は，変革の終わりではなかった。洋務運動の限界を見据えた人たちのな
かでは，西洋の政治制度を学び，国の体制を大改革する呼声が高まった。1898 年，光緒帝
の支持のもと，康有為，梁啓超，譚嗣同らの変法派は戊戌の変法＊ 1 を起こした 6)。変法は
＊ 1 - 魏 源（ぎ げん，1794 年 4 月 23 日 - 1857 年 3 月 26 日）：清の思想家。「夷の長技を師とし以て夷
を制す」と述べて，外国の先進技術を学ぶことで外国の侵略から防御するという思想を提唱。
＊ 2-「海国図志」：1842 年初版。清末の魏源が著した地理書。19 世紀前半の西洋諸国の情勢を説き，近代
的軍備と殖産興業等による中国の富国強兵を訴えた地理書。
＊ 3-「師夷技以制夷」：西洋人の進んだ技術を用いて西洋人を制する。
＊ 4- 馮 桂芬（ふう けいふん，1809 年 - 1874 年）：中国清朝末期の政治家，学者。洋務運動推進を唱え
た 1人。著書として『顕志堂稿』。
＊ 5-「校邠廬抗議」：1861 年初版。馮桂芬の代表作である。清咸豊時代以降の社会変動，および当時清朝
の科学・技術水準は西洋より立ち後れている状況に対し，権力者に改革案を進言進した政論集。
＊ 6-「以中国之倫常名教為原本，輔以諸国富強之術」：中国の倫理を基本として，諸国の富強の技術で補う。
＊ 7-「中体西用」：中学為体，西学為用。19 世紀後半 , 中国で展開された洋務運動のスローガン。中国の
儒教を中心とする伝統的な思想や制度を主体に，国を振興する手段として西洋の技術文明を利用すべきだ
と主張。
＊ 8- 洋務運動：中国の清朝末期（1860 年代前半 - 1890 年代前半），ヨーロッパ近代文明の科学技術を導
入して清朝の国力増強を目指した運動。清朝の高級官僚であった曽国藩・李鴻章・左宗棠・劉銘伝・張之
洞らが推進者。
＊ 9- 張 之洞（ちょう しどう，1837 年 - 1909 年）：清末の政治家洋務派官僚として重要な役割を果たした。
曽国藩，李鴻章，左宗棠とならんで「四大名臣」とも称される。
＊ 10-「勸学篇」：1898 年張之洞により発表。中国の伝統的な史学（史記など）と経学（儒教思想を中心に）
は学問の元であることを主張・強調する作品。全編において，「中学為体，西学為用」の思想について論
述した。
＊ 11- 華夷思想：中国が宇宙の中心であり，その文化・思想が神聖なものであると自負する考え方で，漢
民族が古くからもち続けた自民族中心主義の思想。
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すぐに保守派の西太后により扼殺されたが，近代中国の改革運動を推進し，民国時代の一
連の思想と文化の変革運動の展開に伏線を敷いた。
　辛亥革命＊ 2 後，古代より続いた君主制が廃止され，中国の歴史上で初の民主共和制国家
――中華民国が成立された。しかし，政権は袁世凱の手に落ち，再び独裁的な政権になり，
民主的な国家ではなかった。封建的な制度と思想の復辟を防ぐため，新文化運動＊ 3 が展開
された。儒教を代表とした中国の伝統的な道徳と文化を批判し，西洋の民主と科学を推賞
し，西洋文化を模倣して新な文化を作ることを提唱した 2)6)8)。
だが，第一次世界大戦後の 1919 年に発生した五四運動＊ 4 から，変革運動は 3 つの流派に
分かれた。
　（１）新文化運動と変わらなく西洋文化を移植することを主張する。
　（２）欧米文明に謹慎的で批判的な態度を持ち，無条件で西洋文化を受け入れるではなく，
中国と西洋の文化を融合することを主張する。
　（３）マルクス主義を用いて中国を改造し，ソ連のような社会主義制度を設立することを
主張する 6)。
　一次大戦によるヨーロッパの荒廃から衝撃を受け，1919 年以降，梁啓超＊ 5 は自らの過去
の主張を変え，西洋文化に疑問を持ち始めた。それから，中国の伝統的な思想と文化の再
評価に注目し，物質主義的な西洋文明と中国の伝統的な文化と思想との融合を提唱し，文
化の新な発展方向を提出した。そして，多くの学者は梁の主張に呼応した。彼らは中国の
伝統的な文化と思想を熟知し，中の多くは欧米での留学経歴を有する方であった 6)。欧米
の科学的な方法と思想を用いて中国の伝統的な文化を再研究・再構築することを提唱し，
1930―1940 年代の思想文化に大きな影響を与え，当時の重要な思潮を生成した。
　＜革新と調和を模索する建築家＞ 9)10)11）
　近代の租界では，外国人により数多くの西洋式建築が建造されたが，中国の建築様式は
ほとんどその影響を受けなかった 9)。五四新文化運動をきっかけに，民族意識が再度に目
覚めた。建築においても，中国の伝統的・民国的な建築様式への探索と実践が始まった。
　海外での留学を終えて帰国した中国人建築家たちの多くは，アメリカでの留学経験を有
＊ 1 - 戊戌の変法：清王朝時代て 1898 年 4 月 23 日から 8 月 6 日にかけて，光緒帝の支持のもとで，変法
派の康有為・梁啓超・譚嗣同らによって行われた政治改革運動。
＊ 2- 辛亥革命：1911-1912 年にかけて，中国で発生した民主主義革命である。結果として，アジアにおい
て史上初の共和制国家である中華民国が誕生した。
＊ 3- 新文化運動：1910 年代の中国で起こった文化運動を指す言葉。中心人物は，陳独秀。
＊ 4- 五四運動：1919 年パリ講和会議のヴェルサイユ条約の結果に不満を抱き発生した，中華民国の北京
から全国に広がった抗日，反帝国主義の市民運動。抗日・反帝国主義だけではなく，封建主義を反対する
の側面もあった。
＊ 5- 梁 啓超 ( りょう けいちょう，1873 年 2 月 23 日 -1929 年 1 月 19 日 )：清末民初の政治家，ジャー
ナリスト，歴史学者。変法自彊運動に参加，『時務報』を発刊し，湖南変法運動を指導し，変法を推進し
たが，失敗して日本に亡命。辛亥 (しんがい )革命後，帰国して立憲党を基盤に進歩党を組織。
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し，復古主義と折衷主義の建築思潮に影響を受けた。長年の社会と文化の変革を経験した
近代の建築家たちは，伝統と欧米との間に調和を模索し，中国伝統的な建築様式の革新を
求めていた 11）。中国の固有な建築様式が，自発的に外来の建築文化を吸収・融合し始めた
9)。その時代の代表作と扱われているのは，呂彦直氏が1925年に設計した南京中山陵である。
また，呂彦直，趙深，楊廷宝，童寯などの欧米留学経験を持つ著名建築家たちを中心にして，
さまざまな近代建築の代表作が設計された。
　建築家たちの試みと探りにより，近代中国の建築様式は 3つの動向に導かれた 10)：
　（１）中国の伝統的な宮殿式建築様式をそのまま利用した全体擬古模式。
　（２）建築全体は欧米の近代建築様式を用いた上，局部に中国の伝統建築の屋根，楼閣な
どを加えた局部擬古模式。「首都計画」で言及された「中国固有形式」の表しである。
　（３）建築全体は欧米の近代建築様式を用いた上，局部に中国の伝統建築の装飾を加えた
簡約擬古模式。
　中国民族建築様式への探索は，民国政府の首都の南京を中心にし，北平，上海，広州な
どの主要都市で実施された。南京市内さまざまな歴史建築が残されたが，当時の探索が主
に大規模な公共建築において行われた。
　＜変容と存続を並存する園林＞ 12)13)
　中国の園林について最古の記録は，西周時代（約紀元前 11 世紀 -約紀元前 771 年）の「詩
経・大雅」＊1 からの「王在霊囿，麀鹿攸伏」とされる。中国の伝統的な園林は，周文王（紀
元前 1152 年 - 紀元前 1056 年）の苑囿から始まる 12)。それから清朝まで，約 3 千年の発展
を進んできた。皇家庭園の頤和園と避暑山荘，私家庭園の拙政園と留園など，各地で数多
くの名園を世に残した。
　近代に入り，社会の変動，文化の衝突，建築の模索とともに，園林も新たな時代を迎え，
新たな方向に向かった（図ー１）。
　（１）租界における公園の建造
　外国人が近代の租界で西洋式な公園を作ったことにより，中国近代の園林は，先進的な
技術を導入し，外国の庭園文化を吸収した。天津，青島，上海，広州などの租界都市では，
多種多様な公園が作られた。特に青島では，ドイツにより植樹造林，街路樹の栽植と公園
の建造が推進された 13)。
　（２）皇家園林と官府庭園の公開
　君主制社会の没落につれ，皇家庭園の建造は途絶する方向に向かった。一方，社会と思
想の開放につれ，庭園空間は一般国民に自由に楽しめる公共な場所に転変し始めた。1878
年，甘粛省では官府庭園を一般市民に公開する例が，最初に現れた。また，1914 年（民国
＊ 1 -「詩経・大雅」：「詩経」は中国最古の詩篇である。各地の民謡を集めた「風（ふう）」，貴族や朝廷
の公事・宴席などで奏した音楽の歌詞である「雅（が）」，朝廷の祭祀に用いた廟歌の歌詞である「頌（しょ
う）」により構成される。「雅」は，小雅 74 篇と大雅 31 篇を含める。
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1840　　阿片戦争
1860　　洋務運動
1912　　中華民国成立
1915　　新文化運動
1927　　南京民国政府成立
1929　　「首都計画」頒布
1935　　「南京市内外国使館租用館址辦法」頒布
1949　　中華人民共和国成立
1898　　戊戌の変法
1919　　五四運動
1911　　辛亥革命
清朝
中華民国
中華人民共和国
西周
師夷長技以制夷
中学為体
西学為用
西洋文化侵入
伝統社会
本諸欧米科学之原則
而于吾国美術之優点
西洋建築を盲目的に模倣
民族文化に対する反省
建築と庭園様式
への模索
中国伝統建築・庭園
西洋様式の建築・庭園輸入
中国伝統園林の始まり
図ー１　近代の主要な変革年表
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3 年），王朝祭祀の中枢を担う北京の社稷壇を中山公園として開放した 13)。
　（３）伝統的な私家庭園の存続
　近代から皇家庭園の建造は衰えたが，個人に向けた私家庭園の建設は途切れることはな
かった 13)。1909 年，沈志賢氏が没落した呉氏の桃農園の土地を一部購入し，私家庭園の沈
園を建造した。1917 年，沈志賢と張伯鴻が庭園を拡張し，商業用庭園に改造した。翌年に
竣工し，杜甫の詩「戯題王宰画山水図歌」の「焉得并州快剪刀，剪取呉淞半江水」＊ 1 から
「半淞園」を名付け，一般公開した。半淞園では，敷地面積の半分を占める水面を有し，周
りに聴潮楼，留月台，鑑影亭などを設けた。
　（４）伝統と異文化の融合
　庭園も建築と同様に，異国・異民族の文化からの刺激を受け，中国伝統文化を伝承しな
がら，近代という時代と応じた庭園文化を開拓した。最初は，租界の園林を見た中国人た
ちは，自分の私家庭園の中で西洋的な要素と作法を試した。その後，帰国した留学生たち
は，外国庭園の違いと長所を自らの目でみて，母国の伝統的な園林の改革に取り掛かった。
1882 年，近代著名実業家の張叔和氏は，英国の商人から別荘を購入した。元の西洋式庭園
の上に，中西融合の私家庭園を造り，「味蒓園」と名付けた 13)。
　社会・思想・文化が揺らいで止まない時代では，個人個人の経歴，習慣，文化的素養は
それぞれである。それ故，伝統と西洋を融合した庭園でもそれぞれの特徴がある。
　１）盛り合わせ式
　1 つの庭園の中で，中国の伝統的な庭園と西洋様式の庭園が並存される様式である。同
じ庭園の違うエリアで，視野が広い芝生を中心の景観とした西洋式庭園と，亭台楼閣・築
山遣水の伝統庭園をそれぞれ設け，強烈な対比が生じる。例としては，上海の丁香花園。
　２）混ぜ合わせ式
　庭園の中にある 1 つのエリアで，複数の国の庭園要素が混ぜされた様式である。庭園全
体は統一な様式に見えるが，何回の増築を繰り返し，かつ時期が違うため，2，3 カ国以上
の庭園の造園要素が，局部で混ぜ合わせたように見える。例としては，上海の兆豊公園。
　３）飾り付け式
　庭園全体は 1 つの様式に造られ，局部的に異国の造園要素が点綴される様式である。庭
園は，伝統的な様式あるいは西洋的な様式に統一に造られ，花壇や噴水，彫刻などの装飾
性の造園要素を異なる様式にする庭園が多くみられる。例としては，広東省仏山の傅氏庭
園，北京円明園の長春園。
　４）溶け合わせ式
　外見からの庭園様式の組み合わせにとどまらず，中国の伝統的な庭園文化と西洋式な庭
園文化を調和し，異なる文化と様式の間のバランスを取った様式である。建築と庭園の配
置，庭園空間の構成，造園要素の造形と布局，植物の栽植を考慮した上，園主の精神世界
＊ 1 -「焉得並州快剪刀，剪取呉淞半江水」：並州の鋭いはさみで呉淞江の水を半分切り取ったようである。
唐の画家である王宰の優れた技法を賛賞する詩文。
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２　研究の目的
　近年来南京市において，民国建築の修復と活用が進んでいる中，建築の外部空間が重視
されず，歴史的な風貌が消えつつある。さらに，民国時代で建造された庭園空間および庭
園文化に関する研究は少ないため，修復は手をつけにくい部分でもある。
　本研究は既往研究に基づき，下記の 2点を研究の目的とする。
　（１）空間構成の研究視点から，民国時代における南京市の一般公館と外国公館を対象に，
外部空間の構成特徴を解明することを目的とする。
　（２）空間文化の研究視点から，外部空間構成の形成原因を検討し，民国時代の社会背景
と生活様式を踏まえて民国時代の住文化を考察する。
　
　研究成果は，今推進されている公館区の保護修復と近代歴史文化の研究と宣伝に有用性
が期待できる。
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３　既往研究および本研究の位置づけ
３．１　既往研究
　民国時代の文献資料が多く残されている故に，近年民国の歴史や経済などの研究は増え
ているが，民国時代で建造された庭園空間及び庭園文化，庭園史に関する研究は少ない。
さらに，南京市民国建築に関する学術的な研究の開始が遅く，出版された専門書も少ない。
３．１．１　南京市にある民国建築の外部空間
　南京市における民国時代の建築と庭園に関する資料が少なく，外部空間の構成特徴に関
する研究はまだ多く見られていない。
　2010-2013 年，千葉大学園芸学研究科庭園デザイン研究室に所属していた張清海氏は，
南京民国時代における公共建築の外部空間の構成及び特徴に関する研究を行い，2013 年に
博士論文を発表した 14）。該論文は，政府建築・大学キャンパス・中山陵の 3 種類の公共建
築に対し，庭園空間の研究視点から，外部空間について系統的な分析を行い，構成の特徴
を明らかにした。
　政府建築においては，24 ヶ所の研究対象に対し，構成要素，動線，建築との構成関係に
着目し，外部空間の構成特徴を明らかにした 15)。大学キャンパスにおいては，3 つの研究
対象に対し，入口空間・主広場空間・附属空間に着目し，構成要素，構成形態と動線構成
の 3 項目について分析を行い，空間構成の特徴を明白にした 16)。中山陵においては，空間
構成の特徴を分析し，外部空間の特徴，空間で表された寓意，および両者の相互的な関係
を明らかにした 17)。
　張氏は，この研究を通し，下記の結論を導いた：民国時代の歴史と社会的な背景により，
公共建築の外部空間は，東西折衷また西洋風の庭園へ発展していた。芝生などの明確な西
洋庭園の要素，また対称性・整然性・開放性などの特徴が見られた。外部空間は建築の軸
線を基準とし，左右相称に立体的と平面的な造園要素を配置し，また「庭園は前方，建築
が後部」という空間構成を主に用いていた。
３．１．２　中国の居住空間
　中国の伝統住宅に関する研究が多く存在し，居住空間の特徴や生活意識など幅広く研究
されてきた。陳従周氏らは「中国民居」18) では，四合院，徽派民居，江南水郷民居，土楼
などの 13 種類の中国典型的な居住様式について説明し，模式図と写真を記録した。荊其敏
氏は「中国伝統民居」19) では，中国の伝統的住宅の様式と分布についてまとめ，空間，文
化，特徴，および住宅の各部位の用途など，模式図と合わせて詳しく記述した。賈珺は「北
京四合院」20) では，中国のもっとも代表的な住宅様式である四合院に着目し論述した。元
朝から清朝までの四合院住宅の変遷，四合院の種類と空間構成を説明し，空間の特徴と作
法について述べた。さらに，有名人の住居を実例として挙げ，生活風景や文化理念などと
合わせて議論した。
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　王新徴氏が「合院原型的地区性」21) では，異なる地域の地理的特徴と文化的背景に注目し，
世界と中国各地域の典型的な合院様式の特徴，機能，空間文化を分析し，合院の普遍性と
地域的な特異性について考察した。欧米，イスラム地区，インド，日本など，異なる文化
背景における合院の様式，空間文化， 原型の特徴についてそれぞれ分析した。さらに，中
国に広く分布している典型的な合院住宅と地域性および地域文化について論述した。最後
に，中国の伝統文化に基づき，中国の合院建築を考察した。中国の伝統的な居住理念，儒
教思想や宗教文化の建築的表現，中国の合院建築の文化的意義などについて述べた。異な
る地域の地理的特徴と文化的背景に注目し，世界と中国各地域の典型的な合院様式の特徴，
機能，空間文化を分析し，合院の普遍性と地域的な特異性について考察した。
　日本では，西沢文隆氏は「西沢文隆小論文集 1 コートハウス論」22) では，コートハウス
の空間，特徴，歴史などについて論述した。世界中の数多くの事例と図面，写真を挙げ，囲っ
ている壁，囲われている空間，空間を使用する人間について述べた。また，異なるコート
ハウスそれぞれの形成原因と人間の利用を考察した。中国のコートハウスに関しては，住
宅の構成，建築室内と外部空間の特徴，室内と室外の関連性などついて記述した。
　また，上北恭史氏は「中国の住宅における空間構成原理の実続と変容　集合住宅の住ま
い方を通して」23) では，中国伝統住宅，近代里弄住宅と現代集合住宅の平面構成の特徴を
まとめ，伝統から現代の住宅空間へ至るまでの変遷と経緯を論じた。生活と社会背景から，
公的空間と私的空間の利用と住宅様式の変化にまつわる居住観を検討し，中国の住宅空間
の実続と変容を論述した。
　しかし，中国の居住空間に関する研究は上記のように，主に伝統的な住宅を中心にされ
てきた。近代の居住空間に関する研究が極めて少なく，さらに近代住宅もしくは公館の外
部空間に関する研究はまだされていない。 
３．１．３　民国建築の全体概況
　南京市では，民国時代に建てられた建物は多く残されている。そのため，建築資源の全
体状況を記述した文献は多くみられる。
　政府機関により出版された地方誌類資料，「南京建業誌」1) や「南京建築誌」24），「鼓楼
区文物誌」25）などでは，民国建築および所有者に関する情報と少数の写真が記載されている。
　南京大学出版社に出版された盧海鳴らが著した「南京民国建築」26）では，238 カ所の民
国建築の基礎情報が収録され，民国時代の写真と現代の写真 700 枚以上が収集されている。
政府・軍事機関，科学・教育・文化・衛生・体育機構，市制・交通・電信部門，商工・金融・
サービス・娯楽・休憩場所，駐華使領館，監獄，官邸・別荘・民居，陵墓および記念建築
の８章に分けて南京市の民国建築と所有者の情報を全面的に紹介する。
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　劉先覚，張复合，村松伸，寺原譲治により共著された「中国近代建築総覧・南京篇」27) では，
中国国家自然科学基金委員会と建設部の科研ブロジェクトであり，日本トヨタ財団の資金
援助を受け，日中の近代建築史研究会の共同成果の一つである。190 カ所の民国建築の情
報を収録し，近代建築概論，実測レポート，近代建築一覧表，分布図，調査結果などを含め，
民国建築の研究に参考する意義が持つ資料とみられる。
　鼓楼民国建築編委会に編纂された「鼓楼民国建築」28) は，南京市鼓楼区内の民国建築を
中心にし，民国官府建築，民国使館建築，民国公館建築の 3 章に分けて，79 カ所の情報と
写真を収録した。現状写真が充実し，立ち入りしにくい敷地の写真もかなり記録されてい
る。
　また，南京の民国建築の保護と利用について文献資料も多くみられる。「南京民国建築的
価値及其保護利用（馮春龍，盧海鳴）」29) では，民国建築の意義と価値，保護する重要性
について述べられた。保護利用に対して，専門家委員会を設立，法律を制定，保護基金を
創立，全面的な保護システムを建て，民国建築を研究する研究者を養成，保護と開発の計
画を提案する論文である。
　「南京民国建築保護与利用問題思考（李妍芬，劉正平）」30) では，南京市の民国建築に対
する保護意識が淡泊，文物保護単位以外の建築が保護されていない，都市建設と共に民国
建築の損害と違法建築の建造が酷いなどの現状が述べられた。保護不足の現状に関して，
法律が不完全，保護資金が足りない，民国建築のアピールが少ないなど，目前の問題点を
探した上，相応の解決法，保護に関する法案を強化，民国旅行を開発，市民活動を励まし
責任感を高まる提案が勧められた。
３．１．４　民国園林の特徴
　しかし，民国時代の庭園に関する研究が少なく，主に中山公園，人民公園などに集中し
ている。南京市における民国時代の庭園に関する研究はまだ行われていない。
　朱鈞珍氏が著した「中国近代園林史」 13) は，1840-1949 年の間に中国園林の発展と変遷
に関する著述である。近代における園林の発展背景，古代から近代まで園林発展の過程を
詳細に述べ，また近代園林の特徴と種類について論述した。また，論述を合わせ，公的庭
園から私的庭園まで幅広くて豊富な実例を挙げた。さらに，近代の著名人たちの造園理念
を列挙し，その理念の実践と実施についても紹介した。近代の中国園林について具体的に
記し，内容は非常に充実した本である。園林の視野から，近代における背景，発展，成果
を理解するのに重要な価値を持っている。ただ，民国時代の内容と庭園も多少含まれてい
るが，特別に論述したではなく，実例も 1912 年前のものが中心である。
　また，「民国園林特徴 ( 劉庭風 )」31) は，民国時代における庭園の全面的な特徴を紹介す
る論文である。公園の理論と実践，民国時代の私的庭園，庭園の敷地，使用功能，造園要
素などについて，歴史背景と実例と合わせて記述した。しかし，庭園の特徴について多少
に触れたが，庭園の空間について具体的な分析は行われていない。
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３．１．５　都市計画
　日本では，樹軼，石田壽一氏らは，「近代南京市都市計画策定過程と内容に関する研究」
32)-38) において，民国時代の南京市で行われた都市計画と都市の建設について研究を行った。
まず，南京近代の 7 回の都市計画に関し，成立経緯，社会構造，実施状況などについて記
述した。次に，1929 年の「首都計画」において，首都の境界線，各区画の範囲と形成原因
について研究を行った。さらに，民国時代の都市計画において，欧米の田園都市思想の導
入とその成果について議論した。また，南京市の古代から近代までの都市変遷の流れにつ
いて記述した。その研究の最後に，南京近代都市計画ではもっとも重要な道路とみられる
「中山路」において，場面構成の要素と継起の変化について研究を行った。また，近代南京
における街路パターンの形態構成などにも研究した 39)。これらの研究は，ただの文献資料
を要約した概説にとどまらず，都市計画と都市の形態について，具体的かつ科学的な分析
し，大量な資料に基づき考察を行った。
　中国では，蘇則民氏は「南京城市規劃史」40) を著作し，古代から現代に至る南京の都市
計画の歴史と変遷について全面的に記述した。南京の地理と地質の特徴から着筆し，原始
集落の形成，秦漢六朝時代の発展などの古代の変遷を経って，民国時代の中西融合と中国
改革解放まで論述した。南京の近代都市計画においては，都市の近代化と欧米都市計画理
論の導入について述べ，近代の都市計画案，中山陵などの詳細計画と建築設計，近代の代
表的な建築師などについても詳細に記載した。南京の都市，変遷と都市計画史を理解する
ための重要な著作である。
３．１．６　公館の保全と利用
　民国時代における南京市の公館，また公館区に関する研究は，主に保全と資源の再利用
にとどまっている。
　許峰氏は「基于文物法規的南京頤和路民国公館区保護研究（2012）」41）において，頤和
路公館区の形成を述べ，現在の状況を調査した。また，南京市規劃局により公表された「頤
和路民国公館区歴史風貌保護規劃」で用いられた保全方法について論述し，改造の問題点
と改造後の状況を調査し，反省と今後に対する提案を提出した。
　その他，于立凡，鄭暁華氏らは「保存城市的歴史記憶−以南京頤和路公館区歴史風貌保護
規劃為例（2004）」142) において，頤和路公館区の現状を分析し，保全の原則と目標を述べ，
空間の計画，風貌の保護，具体的な方法について詳しく述べた。
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３．２　本研究の位置づけ
　上記の既往研究から，公館における外部空間の構成特徴について，まだ研究されていな
いことがわかる。今までの研究は，主に南京市民国建築と頤和路公館区の概況，保護利用
である。これらの研究は，既往研究と既存資料のまとめ，建築の基本情報と現状保護再生
の呼びかけなどを述べたにすぎない。また，公的な外部空間の特徴と民国庭園の特徴に関
する既往研究が存在するが，いずれも私的な外部空間成に触れていない。特に，公館は居
住空間として，どのような外部空間の特徴を有するかについてまだ研究されていない。欧
米の住宅様式を輸入して中国で公館を建てた際に，そのまま移植した欧米住宅の外部空間
特徴と，中国人の住生活に合わせて改良した空間の特徴は，まだ注目されていない。
　本研究は，公館の外部空間について分析し，民国時代の上流階級が生活していた外部空
間の構成特徴を明らかにする。中国の居住空間において，民国時代の空間特徴を補足する。
さらに，外国から輸入した住宅様式に変えても，生活習慣と居住観に即して変えられない
空間特徴を明らかにすることで，民国時代の住文化を考察する位置づけを担う。
　また，張清海氏は「南京民国時代における公共建築の外部空間の構成及び特徴に関する
研究」14) で提出した庭園の分類を用いる。まず，民国時代の庭園は，公的庭園，私的庭園，
公園，施設の 4種類に分けられる。さらに，公的庭園を政府建築（政治，軍事機関），科学・
教育・文化・衛生・体育施設，陵墓・記念的な建築に，私的庭園を外国公館・公使館，公館・
住宅・別荘・邸宅に，施設を市政・交通・電気通信施設，商工業・金融・サービス・娯楽
施設に細分する。本研究の研究対象は，公的庭園の公館・住宅・別荘・邸宅，外国公館・
公使館の 2項目に属する（表ー１）。本研究は張氏の研究では対象とされなかった公館の外
部空間の構成特徴について研究を行い，中華民国時代の庭園に関する研究体系を充実させ
る。
1）政府建築（政治、軍事機関）
2）科学、教育、文化、衛生、体育施設
3）陵墓、記念的な建築
4）駐中華民国外国公館
5）住宅、公館、別荘、邸宅
6）公園
7）市政、交通、電気通信施設
8）商工業、金融、サービス、娯楽施設
公
的
庭
園
私的
庭園
公園
施
設
庭園デザイン研究室に所属していた
張清海氏は民国時代の学校・霊園・政府
機関の庭園について論文を発表した。
今研究の研究対象
庭がないため、研究対象としない
今後の研究対象
表ー１　本研究の位置づけ
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４　研究対象
４．１　対象エリアーー頤和路公館区
　頤和路公館区は「首都計画」により完成した唯一の住宅地である。また民国時代の公館
が最も集中するエリアでもある（図ー２，図ー３，図ー４，図ー５）。当時建造された 287
カ所ある公館のうち現在 225 カ所が保存されている 4)。その中で，省レベルの住宅類 2 件，
外国公館 1 件，南京市レベルの住宅類 22 件，外国公館 13 件を有する 43)。公館区内にある
公館の保存状態が良好で，民国時代の公館の建築的特徴と風貌が適切である。全体の保全
状況と資料の公開状況も市内の他地域よりも優れている。頤和路公館区を本研究の対象エ
リアとする。
図ー２　南京市城市建設檔案館で収蔵されたいる南京市軍用地図（推定 1946 年）44)
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４．２　研究対象
　公館においては，2013 年研究を開始した時点で，保存状況が良好で，所有者の履歴が明
確であり，考証可能である 17 カ所を研究対象とする。
　外国公館においては，2014 年調査した時点で，入手できた権威性がある文献資料 24)-26)
から，民国時代に存在した外国使館 30 カ国 51 カ所をまとめるができた。そのうち，外国
人が設計し建設したものを除き，さらに，「南京市内外国使館租用館址辦法」25) により開
設し現存している 21 カ国 27 カ所を分析の研究対象とする。
　公館の比較研究においては，資料の公開状況は 2013 年と 2014 年より進んだため，研究
対象について再検討を行った。比較しやすい視点から，資料により外部空間が判別できる
ものであり，公館区内の文物保護単位である公館，自主建設にされた区外の外国公館，合
計公館 22 カ所と外国公館 17 カ所を研究対象とする。
　頤和路公館区の街区構成においては，資料により 1930-1949 年に建てられた建物と敷地
をふるい分けて作成した復元地図により，敷地範囲が明確で，改造が少なく，住宅であっ
た 200 カ所を研究対象とする。
図ー５　頤和路公館区の街路写真
図ー３　李 子敬公館写真
＊南京民国建築網　www.njmgjz.cn に参照
図ー４　ローマ公使館
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５　研究方法
　本研究では，資料調査，現地調査，基礎資料の作成，分析，考察を行う。
５．１　資料調査
　中国と日本の図書館，本屋，資料館などにおいて，公館に関して調査を行い，図書や，文献，
資料などを入手する。さらに，論文検索システムにおいて，「南京」，「民国」，「近代」，「公館」，
「外国公館」，「住宅」，「公館区」など，本研究と関わりがあるキーワードで検索し，既発表
の論文を収集する。また，インターネットにおいて，本研究と関連するあらゆる記事や情
報などを検索し，現地の最新情報を把握する。集めた資料を整理し，現地調査の根拠や研
究の背景となる基礎資料を作成する。
５．２　現地調査
　本研究において，公館，外国公館，公館区に対し，2013 年から 2016 年までに渡り，合
計 6回の現地調査を行った。
　（１）第 1回目：2013 年 3 月
　中国第二歴史檔案館，南京市檔案局，南京市城市建設檔案館，南京市図書館，市内の大
型書店において，資料の調査と収集を行った。
　南京市城市建設檔案館から，頤和路公館区にある保全修復を行った 25 カ所の公館の平面
図と立面図を入手した。南京市檔案局から，7 カ所の民国時代の公館に関する公文書を入
手した。ほか，南京にある民国時代に関する図書を扱う専門店において，南京市の古地図，
「首都計画」，「鼓楼区文物誌」なども入手した。
　また，南京市全域を範囲に，公館について所在と現状の調査を行った。市レベル，省レ
ベル，国レベルの文物保護単位に属する 31 カ所と，非文物保護単位の 53 カ所に対して調
査を行った。南京市文物保護単位になった公館（41 カ所）の中の 22 カ所，江蘇省文物保
護単位公館（14 カ所）の中の 9カ所，合計 31 カ所に対して調査した。
　現地調査において，民国公館に関する公文書と記録が少なく，公開程度が低いという現
状を確認した。南京市公文書館の役員によると，国民党が南京から台湾に移遷した時，住
宅の営造に関する公文書もまとめて運び出したため，残存した少数の資料は現在南京市公
文書館に保存されている。しかし，残された公文書は少なく，一般公開されていない。当
時の公文書を査閲すると，建築の設計図が記録されているが，庭の平面図は記載されてい
ないことが判明した。また，民国時代以後，保存状況の良い公館の多くは政府と軍隊の住
宅にされたため，敷地に入ることが難しい。
　（２）第 2回目：2013 年 5 月
　前回の現地調査で得られた資料をまとめ，現地の状況と文献資料を整理し，公館に対し
て 2 回目の現地調査を行った。保存状況が良好で，所有者の履歴が明確であり，考証可能
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であることを条件とし，南京市頤和路公館区内にある市レベル以上の文物保護単位の 19 カ
所に絞り，調査を行った。
　19 カ所の中の 2 カ所に立ち入ることができなかった。それ以外の 17 カ所の公館に対し，
現状写真と分析要項の写真を記録し，基礎資料を収集した。民国時代の庭の様子に関する
資料が不完全であり，現状から元の様子と変化を検証することが難しいと判断される。
　（３）第 3回目：2014 年 3 月
　前 2 回の調査経験を踏まえ，事前に民国時代の駐中華民国外国公館に対して情報と資料
を整理した。基礎資料に基づき，南京市全域において，まとめた 40 カ国，73 カ所の外国
公館に対して現地調査を行った。所在と現存状況を確認し，建物・外部空間・敷地の現状
について確認および資料収集した。
　現地調査から，現在出版された図書と資料では，情報の欠失が多く，くい違いも何箇所
がみられた。外国公館の情報を，専門的・全面的に記載した参考文献はみられなかった。
都市の開発と建設とともに，民国公館の境遇は決して良いとは言えない。特に，まだ文物
保護単位とされていない外国公館は，混乱な環境にあり，保全と修復活動は実施されてい
ない。文物保護単位とされたものと比べ，建築の老朽と外部空間の損壊はかなり進行され
ている。所在と現状の確認も相対的に難しい。
　（４）第 4回目：2015 年 2 月
　2013 年と 2014 年の資料を踏まえ，今まで特に意識的に調査していなかった頤和路公館
区の全体に対して現地調査を行った。公館の外部空間構成から着手し，公館区の街区構成
を分析するため，区内にあるすべての敷地を調査対象とした。
　外部空間と街区構成の両方に着目し，敷地の外部空間，敷地内への入り口，敷地内部と
外部の境界，街路の様子，街路の構成，道路の幅，道路間の連接方式，区外部から区内部
へのアクセスなどについて，調査を行った。また，区内に改造された箇所も存在するため，
敷地現在の用途と民国時代に建てられた母屋の現存状況についても調査した。調査では，
できるだけ敷地の内部に入り，現状写真を記録した。立ち入ることができなかった敷地に
おいては，外部からの状況を写真に残した。
　また，前の調査から，公館区では，敷地住所の乱れや番号の不正確さがみられる。200
カ所以上の対象地において，資料の整理整頓を順調に行うため，公館区内にあるすべての
敷地に対して住所の確認と調査を行った。
　（５）第 5回目：2015 年 8 月
　2015 年 7 月，インターネットの記事により，「南京鼓楼旅遊諮詢服務中心」が新たに頤
和路公館区において開放されたという情報が入った。建築を含む公館区全体の模型が展示
されている。立ち入ることが難しかった敷地の基礎情報と写真が公開された。
　今まで，揃えなかった情報を収集するため，「南京鼓楼旅遊諮詢服務中心」の資料を中心
にし，公館区について現地調査を行った。調査から，公館区の模型の精度が欠けているが，
区内の敷地に関する情報は揃えていることが判明した。得られた情報を整理し，今までの
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資料を補足した。
　（６）第 6回目：2016 年 8 月
　研究の進行とともに，南京市における民国時代の資料の公開と，民国時代に関する考証
も年々進んでいる。それ故，公館に対して，再調査と資料の再収集を行った。最新の文物
保護単位リストをまとめ，それに属する公館を整理した。足らない資料と情報に対して，
調査を行った。得られた資料を現有資料に加えて整理した。
５．３　基礎資料の作成
　資料調査と現地調査で収集した資料を整理し，分析を行うための基礎資料を作成する。
　南京市城市建設檔案館で館蔵されている「南京市の軍用地図（推定 1946 年）」44) （図 １
−２），公館出版された「1948 年南京市地図」45)（図ー８）からベースマップを作成する。
さらに，南京市規劃局，南京市城市規劃編制研究中心のより編制した「頤和路歴史文化街
区保護規劃（公衆意見征詢）」46) に基づき，公館区の地図，建築年代図，建築階数図など
を作成する。民国時代から現在に至るまで，公館区の街路と街区が改造された可能性があ
ると考え，1946 年地図と現在の地図を一致しているかどうかを確認する。1946 年地図と合
致していない部分を調整し，公館区のベースマップを作成する。
　公館に関しては，上記のベースマップから平面図を切り取り，資料写真と対照しながら，
平面図を作成する。また，上記の情報から平面図が得られない場合は，中国国家測絵地理
信息局により監督，国家基礎地理信息中心により出版・公開されたベクトル地図である「天
地図」47) （図ー６，図ー７）から，図面情報を収集する。各研究対象の資料写真と合わせ，
敷地平面図を作成する。
図ー６　フィリピン公使館 図ー７　ポーランド大使館
＊天地図　www.tianditu.cn に参照 ＊天地図　www.tianditu.cn に参照
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図ー８　1948 年南京市地図 45)
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５．４　分析方法　
　まず，基礎資料を用い，各章の内容に合わせ，外部空間にある，かつ外部空間を構成す
る項目を検討する。つぎに，決めた項目に対して基本集計を行い，集計表を作る。
　得られた基礎データの用い，階層クラスター分析，または決定木分析を実施する。公館，
外国公館における外部空間の構成特徴，公館区内の敷地における外部空間の配列に対し，
階層クラスター分析を行う。公館における外部空間の比較研究に対し，決定木分析を行う。
　（１）階層クラスター分析について
　階層クラスター分析においては，まずテータを数量化する処理を行う。外部空間を表現
するデータのほとんどは質的データのため，カテゴリーの性質を有するかどうかにより，
「有する」には「1」，「有しない」には「0」を与える 48)。こうして得られたサンプルスコ
アを用い，階層クラスター分析を行う。クラスター間の距離の測定方法は，明確なクラス
ターを作り，特徴を区別するため，Ward 法となる。個体間の距離の測定方法は，平方ユー
クリッド距離を使用する49)。分析項目の分類を基礎データとし，サンプルスコアが得られる。
クラスターの数は一定している類似係数の広い範囲内のある点で，数少ない基準でデンド
ログラムを切り分けることにより分類する 48)50)。
　（２）決定木分析について
　一般公館と外国公館における外部空間の比較研究においては，分析手法としてはグルー
プ間の区別を識別し，関係を発見することが特徴となる決定木分析を実施する 51)52）。
　決定木分析は，注目する属性値に関するデータの分類，モデリングおよび予測の手法と
して利用されている。注目する属性に関する知識と法則（ルール）は，木構造における根ノー
ドから終端ノードに至るまでの選択ルートの組み合わせで表す。終端ノードは，そのノー
ドに分類される属性値からラベル付けされる。終端ノードことに，割合の大きい属性のラ
ベルを付け，該当属性に対応するグループとする 53)54)55)。
　集計で得られたデータを用い，集計項目を条件属性（独立変数）にし，研究対象の類別
（一般公館と外国公館）を目的属性（従属変数）として決定木分析を行う。外部空間の構成
特徴における一般公館と外国公館の関係を探る。分析には C&RT を利用し，不純度の測定に
は Twoing を用いる。研究ケースの数により，親ノードの最小ケースと子ノードの最小ケー
スを設定する。また，過剰適合を防ぐために，剪定を行う 52）。
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６　研究の構成
　本研究は，空間構成の研究視点から，民国時代における南京市の公館を対象に，外部空
間の構成特徴と文化的な特徴を明らかにする研究である。研究成果は，南京市における民
国時代の公館の保全活動に役立つことが望まれる。
　研究の構成は以下となる（図ー９）。
　第１章では，民国時代で行われた都市計画活動と都市建設活動について記述し，民国の
歴史街区に対して実施した・実施している保全活動について議論する。民国歴史街区の遺
存状況，歴史街区に対する保全・修復活動の内容と特徴ついて全面的に把握する。
　第２章では，南京市にある民国時代の公館に着目し，公館の平面構成，建築附属空間，
動線の 3 点について検討し，外部空間の構成特徴について分析を行う。また，民国時代の
社会と建築における思潮と背景から，公館の外部空間を，中国の伝統的な住宅様式である
四合院と対照しながら考察する。
　第３章では，南京市にある民国時代の駐中華民国外国公館に着目する。現在，出版・公
開されている文献資料では，外国公館についての情報が不十分であるため，まず調査で得
られた外国公館の現存状況と分布を紹介する。つぎに，外国公館の規模，平面形状，配列，
エントランス，緑地，動線の 6点に着目し，外部空間の構成特徴を明らかにする。
　第４章では，第２章と第３章を踏まえ，民国時代の一般公館と外国公館は外部空間にお
いてどのような類似点と相違点を持っているかについて，比較分析を行う。敷地の規模，
平面構成，エントランス，動線の 4 部分に関して基本集計を行う。決定木分析により，一
般公館と外国公館の外部空間の構成の異同点を探る。
　また，第５章においては，頤和路公館区の全体を研究対象にし，区内にある敷地の外部
空間の配列から街区構成の特徴を考える。公館区の立地，街路と街区，敷地と建物について，
基本情報を記述する。改造されていないすべての敷地に対して，門から母屋入り口までの
外部空間の配列を集計する。敷地の配列パターンから，公館区の基本構成と合わせ，街区
構成の特徴を導き出す。
　最後に，第６章では，前５章から民国の公館・外国公館・公館区の外部空間について，
得られた知見をまとめる。それらにを基づき，序章であげた 3 つの疑問点に戻り，総合考
察を行い，本研究の結論を得る。また，今後の研究課題について検討する。
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図ー９　本研究の研究構成
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第１章
南京市にある公館
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１　民国時代における南京の都市計画
　南京は，古代から中国の重要な都市の一つである。三国時代の呉 (222AC) から中華民国
時代 (1949) まで 10 代の王朝や政府の首都として，設立が繰り返された都市である 1）。な
かでは，六朝，南唐，明朝，中華民国は南京古代と近代都市計画史上最も重要な時期である。
歴代の城壁，堀，水系，道路などは残された。
　南京における都市の近代化は，工業と交通の変革と伴って始まった。「洋務運動」にお
いて，西洋の先進的な工業技術を学び，1865 年金陵製造局の建設を始めとし，金陵火薬局
（1881）や浦鎮機車廠（1908）などの近代工業施設が次々と着工された 2)。また，工業地区
の発展と近代交通手段の導入に対応できる埠頭，道路と鉄道なども建設された。しかし，
1927 年南京国民政府が設立されるまでの建設活動は，いくばくかの地区に限られ，正規的
な規定や計画方針に従ったものではなかった。正規的かつ全面的な都市建設の始めは，南
京国民政府が成立されてからである。南京の都市計画も，ようやく中国都市の伝統的な模
式から近代化の歩みが始まった。
　1927 年以前は，南京の都市発展に対し，「実業計画（1919）」―「新建設計画」，「南京北
城区発展計画（1920）」と「南京市政計画（1926）」において，3 回の計画構想が制定され
たことある。1927 年，首都を再び南京に置いた後，「首都大計画（1928）」，「首都計画（1929）」，
「首都計画の調整計画（1930）」と「南京市首都計画大綱（1947）」などの計画を制定した 1) 
（表 １−１）。
１．１　1927年以前の都市計画 1)-4)
　（１）「実業計画」――「新建設計画」
　1917 年，孫文は中国の実業を発展するために「実業計画」に着筆した。1919 年，孫文は
上海で「建設」を創刊し，「実業計画」を連載し始めた。「新建設計画」は，その中の一部
内容であり，「孫総理新建設計画」とも呼ばれる。　
　「新建設計画」は，南京市を全面的に計画したでなく，長江と港町の建設を中心にした内
容である。長江の沿岸地区建設，航路の浚渫，現有埠頭の移転，港町の建設，長江の南北
を繋がる隧道の建設，浦口地区の建設など内容が言及された。
　（２）「南京北城区発展計画」
　1920 年，下関商埠局は，下関地区を含めた南京市の北部を発展するために，「南京北城
区発展計画」を制定した。該計画は，南京市初の近代的な都市計画であり，下関地区と中
心市街地の空間関係を強め，北部の建設を加速することを主な目的とする。
　「南京北城区発展計画」では，現有の用途地域の上に調整を行った。住宅区，公園区，工
業区，墓地，埠頭など，一部の地域は新たに計画された。また，道路は，幅を基準にして
5つの等級に分けられた。2つの幹線道路が計画された。
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　（３）「南京市政計画」
　「南京市政計画」は，1926 年に南京市政籌備処により制定された。旧市街地の改造を通
して都市環境の改善を図り，都市全体の構成を考えた計画である。また，実施の過程，必
要な資金と人手なども考慮した。
　該計画では，交通，工業，公園，住宅などを言及した。交通計画では，幹線道路の修整
と新設，電車と駅の建設，河川の浚渫などについて計画した。工業計画では，工業を発展
するためにまず水陸の交通を確保すべきだと提言した。公園と風景名勝の計画では，既存
の古跡，公園と自然資源を利用し，5つの公園と5つの名勝の建設を提案した。5つの公園は，
明故宮の遺跡から東城公園に，貢院と夫子廟から南城公園に，清涼山と古林寺あたりの自
然風景から西城公園に，鼓楼から鐘楼，北極閣あたりまでを北城公園に，静海寺の背後に
ある三宿岩の風景から下関公園に活用・建設される。また 5 つの風景名勝は，秦淮河，莫
愁湖，雨花台，玄武湖，三台洞である。住宅計画においては，現有の市街地以外に，新た
に住宅地を開発することを提案した。また，図式の統一，宅地の分譲，街路樹の栽植，資
金の合弁などが要求された。
１．２　1927年以降の都市計画 1)-4)
　（１）「首都大計画」
　中華民国の首都を再び南京に定めた後，南京国民政府が首都の建設を始まった。1928 年，
南京市工務局は「首都大計画」を編成し始め，３回の修整を経て，同年 10 に公布した。計
画では，農村化（田園化），芸術化（民族化），科学化（近代化）を目標とした。
　「首都大計画」では，用途地域を旧城区，行政区，住宅区，商業区，工業区，学校区，園
林区の 7 つに分けた。道路計画においては，初めて中山大道の概念を提出し，今後孫文の
霊柩を中山陵に迎えるために造られた「中山路」の依拠となった。また，4 つの道路等級
と 6 つの幹線道路を提出した。この計画で提出された道路計画は，民国南京の道路構成の
基本となり，「首都計画」における道路系統の骨組みともなっていた。
　（２）「首都計画」
　1928 年，首都建設委員会が設立され，その下に「国都設計技術専員辦事処」（処長：林逸民）
が設けられた。米国籍の建築家 Henry Killam Murphy とエンジニア Ernest P.Goodrich を
顧問に迎え，中国人建築家の呂彦直を補佐として招き，「首都計画」を編成し始めた。1929年，
国民政府により正式に公布された。計画は，当時の先進な都市計画思想と理論を取り込み，
「欧米の科学的な原則に基づき，中国の美術的な長所を取り入れる」を方針とした 5）。
　「首都計画」は，南京に対する全面的で系統的な都市計画である。人口規模と推定，首都
境界の設定，用途地区の設定，建築様式の考量，市内の道路系統，外部との交通経路，公
園と並木道，水道電力などの社会基盤，浦口地区の建設，実施のための法律と条例，実施
過程の想定などについて，細かく計画された。提出した「首都分区条例草案」では，首都
を公園区 1 つ，住宅区 3 つ，商業区 2 つ，工業区 2 つ，合計 8 つの用途地区に分け，詳細
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図 １−１　「首都計画」で制定された首都城内分区図 5)
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な建設条例が記述された（図 １−１）。現在，南京市に残された多くの公館は，この「条例
草案」に従って建てられた。
　（３）「首都計画の調整計画」
　1930 年，蒋中正により「行政区域は明故宮に決めた」という指示が下られたため，南京
市工務局は「首都計画の調整計画」を制定した。この修正案では，中央政治区を明故宮地
区に修整し，軍事区と機動用地を増加し，中山北路の両側をグリッド状に規定するなど，
用途地区，道路系統，社会基盤についてさらに具体的に計画・規定した。
　（４）「南京市都市計画大綱」
　1947 年，南京市都市計画委員会を成立し，「南京市都市計画大綱」を制定した。今後詳
細な計画内容を補充するために制定した綱要であり，実際に行われなかった。綱要では，
都市の範囲，国防，政治，交通，文化，経済，人口，土地などの項目について，今後の方
針を提出した。
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２　公館の建設と現存状況
２．１　建設状況
２．１．１　一般公館の建設状況
　中華民国が成立した後，南京市の人口は 1912 年の 26.9 万人から 1926 年の 39.6 万ま
で増加した。1927 年南京国民政府が成立してから，さらに急増し，1930 年は 57.7 万人，
1936 年は 100.6 万人まで上昇した。それに応じて，新たな住宅地の需要は差し迫っていた。
また，南京に遷都し，かつ住宅不足のため，上海で邸宅を設け，上海と南京の間を駆けず
り回っていた高官は少なくなかった 6)。
　住宅問題を解決するため，「首都計画」により，3 つの住宅区が計画された（図 １−２）。
第一住宅区は，官僚などの上流階層に向ける高級住宅地であり，山西路，頤和路あたりに
位置する。第二住宅区は，一般公務員が住む住宅地である。第三住宅区は，さらに 4 つに
分けた。中の 3 つは既存市街地から離れた郊外にあり，1 つは下関地区に位置する棚戸区
である。そのほか，既存の住宅地はそのまま保留する 6)。
　従って，富豪と公館の邸宅である「公館」は，主に第一住宅区である山西路・頤和路エ
リアで建設された。1949 年，合計約 70 万平方米の高級住宅が建てられ，平均の敷地面積
は 400 平方米である。中心地から離れた第
一住宅区の高級住宅には施設が完備され，
当時稀少な水道も開通された。一方，一般
市民は簡易式住宅に住み，売店で水を買う
生活を送っていた。このように都市は階級
化され，第一住宅区が上流社会の象徴に
なった 6）。
　当初は，山西路の住宅地は 4 期に分けて
建設する予定であった。1937 年，日中戦争
まで，現在の頤和路公館区である第 1 区で
287 カ所が建設された。第 4区では，295 カ
所が計画されたが，戦争のために中止され，
実際にごく一部しか着工しなかった。第 2，
3区は未建設であった。
　ほかの地区でも公館が建てられたが，全
体の規模は頤和路公館区に及ばなかった。
鼓楼，新街口，大行宮，傅厚崗，百子亭な
どの地域，国民政府に近い梅園新村，桃源
新村，板橋新村などの住宅地に散在する。
図 １−２　一般公館の建設状況
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２．１．２　外国公館の建設状況
　南京に外国公館を開設し始めたのは，1895 年（光緒 21 年）の日本駐江蘇省江寧領事館
からとされる。清朝末期，下関を商埠として開設したため，日本，英国と米国などは南京
に領事館を置いていた。当時の領事館は，中心市街地から離れた下関通市に位置していた 7)
（図 １−３）。
　中華民国が成立してから 1927 年南京国民政府が成立されるまで，首都はほとんどの時間
では北京にあったため，南京に外国公館をおいたのはごく一部の国しかなかった。1927 年
以降，外国公館の多くはまだ北京と上海に位置していたが，徐々に南京に移転する傾向に
あり，慈悲社，高楼門，鼓楼あたりなどでの開設が見られた。1935 年，管理を規範化する
ため，南京市政府が「南京市内外国使館租用館址辦法」を公布し，それからの外国公館は
統一の規定に従って開設された。1935 年「辦法」を公布するまでに，南京に公館を開設し
た国はわずか 6 カ国である。1936 − 1937 年間，増加がみられるが，大部分の外国公館はま
だ上海と北平に集中していた。しかし，1937 年日中戦争が勃発し，日独以外の外国公館は
陪都の重慶に移転した。
　1945 年，終戦後，首都は南京に戻るに伴い，外国公館は相次ぎと南京に移し，南京に公
館を開設する潮流が見られた。外国公館は主に南京市の西北部に位置する。1948 年 6 月ま
で，80% 以上の外国公館は鼓楼区に位置し，
ごく一部は玄武区と下関区にある。さらに，
この 80% の公館の大部分は，山西路と頤和
路あたりの住宅地に開設された 7)。また，
それらの 6 割以上は第一住宅区にあり，そ
の他は公園区と第二住宅区 5）に分布する。
　生活上必要な施設が整えられ，騒々しい
中心街区から離れ，著名人の私邸が集中し，
社会地位のシンボルのような高級住宅区が
出現し，各国使節の関心を引き寄せた。そ
れ故，住宅区にある邸宅を租借し，外国公
館を開設したと考えられる。
　また，租借した住宅の元所有者の当時の
経歴から，外国に私邸を貸し出すことは，
所有者の当時の経歴にも関わっていたこと
がわかる。記録がある 23 人中 11 人は租借
時に南京の邸宅に居住していなかった，1
人は死去したため財産が没収され，1 人は
停職し，1 人の女性は翌年アメリカに移住
図 １−３　外国公館の建設状況
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した（夫が前年で死去）。その他の 9人は政府重職を担当していたことがわかる。無作為に
場所を選んだのではなく，留守の住宅や，処罰されたなど，訳あって外国に自宅を租借し
た様子が理解される。
２．２　住宅様式
　公館の建築様式は，欧米諸国の住宅様式を模倣したとされる。18 世紀後半にはフランス，
ドイツ，イタリア，ロシア，アメリカに広がっていたベイ・ ウィンドウとバルコニーを有
するゴシック・リバイバル建築や，玄関ポーチ，連続したベランダが配置されるイギリス
のクイーン・アン様式などがみられる 8）。また，20 世紀初頭，アメリカ建築家フランク・
ロイド・ライトの住宅設計にも影響されたではないかと考える 9)10)。
２．２．１　 アメリカの近代郊外住宅の外部空間
　公館区が計画された「首都計画」は近代アメリカの都市計画に大きく影響され，顧問の
二人もアメリカ人の建築家とエンジニアであった。また，19 世紀末 -20 世紀初頭にかけて，
アメリカでは，都市の混雑と騒音から離れた郊外で中流階級向けの住宅地の建設が発達し
ていた。それ故，アメリカの都市計画とアメリカの郊外住宅地（図 １−４，図 １−５，図 
前庭
道路
裏庭
図 １−４　アメリカの近代郊外住宅
図 １−６　リバーサイド（米国イリノイ州）   
    1869 年に計画された郊外庭園住宅地
図 １−７　リバーサイドの航空写真
図 １−５　リバーサイドの街路景観
＊参照：http://www.riverside.il.us/
＊参照：https://www.google.co.jp/maps/
              place/Riverside,+IL+60546
＊参照：https://www.google.co.jp/maps/
              place/Riverside,+IL+60546
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１−６，図 １−７）は，公館区の構成に影響を与えたではないかと考える。アメリカ郊外
住宅地の住宅の中でも，前庭や裏庭，中庭などさまざまな類型の外部空間が含まれており，
参考文献に基づき，近代の計画では普遍とみられる１種類を例として検討する。
　アメリカの郊外住宅地では，母屋は道路に面し，前庭や裏庭が備えられ，道路と敷地の
間に塀が設けられず，道路から前庭と母屋が見え，街路景観の一部となる 11）12） 。生活の
中心は母屋となる。
　しかし，乱れた時局から安全とプライペートを守るため，ほとんどの公館は欧米近代住
宅と違い，塀で敷地な内部空間を外部と分けている。特に，  頤和路公館区は，戦時中に国
際安全区とされ，南京市にいる外国人とその家族たちの安全を守っていた 13)。塀と建物の
外壁により囲まれた外部空間を有する公館は，コートハウスに分類できる 10)。
２．２．２　中国伝統住宅の外部空間
　中国伝統住宅では，さまざまな種類が含まれており，なかでは合院式住宅は長い歴史を
持ち，一番広く分布していた。さらに，中国のコートハウスである三合院は中国の南部で
多く分布し，四合院は最も熟知されている。四合院は，単進四合院，二進四合院と三進四
合院などさまざまな種類がある。本文の構成と３種類の利用者から考えると，三進四合院
は中流階級や上流階級の邸宅と言われ，本文の公館区の所有者の階級と近いではないかと
考えている 14）。（図 １−８，図 １−９，図 １−１０，図 １−１１）
居間•
主人の寝室
中庭
付属建築
私的•内
裏庭•補助空間
中庭•主要空間
前庭•過渡空間
使用人部屋•応接間•門屋
居間•主人の寝室
女性家族部屋
長男部屋
入口
過渡
公的•外
図 １−９　三合院の鳥瞰模型 14)
図 １−１１　四合院の鳥瞰模型図 14)
図 １−８　三合院
図 １−１０　三進四合院
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　三合院と四合院のいずれも塀と建物に囲まれた外部空間を持ち，敷地内の空間は外部か
ら遮断される。三合院（図 １−８，図 １−９）では，塀に設けられた門から敷地に入り，
中庭を通って母屋や付属建築に至る。敷地内と外は分割され，塀や建物の屋根，樹冠（樹
木が植えられた場合に限る）が街路景観の一部を構成する。三進四合院（図 １−１０，図 
１−１１）では，塀の代わりに道路と敷地の間に，使用人部屋や応接間として使用される倒
座房が配置され，倒座房に設けられた通路を介して敷地に入る。中に前庭と中庭順番に接
続され，中庭母屋や各建物に入る。中庭にはさらに通路が接続され，母屋後ろの女性家族
が使う裏庭に至る。倒座房には小さい窓と門が配置される。また，門しか設けられない場
合もある。道路から敷地への視線は完全に遮断され，領域性が強まる。道路からは中の様
子が伺えず，倒座房と開口部が街路景観の一部を構成する。三合院も四合院も生活の中心
は中庭にある。
２．３　現存状況
　南京市では現存している民国建築は，約 900 カ所あまり，1500 棟以上とされる 15)。民国
建築に関する基礎調査と研究はいくつか存在するが，著作により収録される建築数が違う。
また，現存している建物の詳細な数字は，政府により正式的に公開されていない。特に，
現在多く公館は，住宅として使用されているため，保存状況がそれぞれで，取り壊しと建
て替えもみられる。
　保存状態が良い，価値が高い建物は文物保護単位と指定される。何年か 1 回に文物保護
単位が更新されたり増加されたりする。現
在，民国建築に中，国レベルの住宅類 1 件，
外国公館 2件，江蘇省レベルの住宅類 14 件，
外国公館 3件，南京市レベルの住宅類 62 件，
外国公館 19 件がある 16)。
　また，民国時代の街区の保全活動も進ん
でおり，保全地区も増えてきた。2012 年
に公布された「南京歴史文化名城保護規劃
(2010-2020)」17) では，新たに設立した 41
カ所の歴史的保全地区の中，24 カ所は民国
時代に建てられたまち並みである。この 24
カ所のなかでは，14 カ所は住宅地であり，
あるいは住宅の機能を有していた。公館が
並び立つ頤和路公館区，公館と住宅が建設
された百子亭（図 １−１２），梅園新村，桃
源新村なども中に属する。
図 １−１２　百子亭地区の保全計画平面図 18)
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３　保全と整備
３.１　上位保全計画　
　南京市は三国時代の呉 (222AC) から中華民国時代 (1949) まで 10 代の王朝や政府の首都
として設立されていた。なかでは，六朝，南唐，明朝，中華民国は南京古代と近代都市計
画史上最も重要な時期である。歴代の城壁，堀，水系，道路などは残された 19)。
　南京市に現存している伝統的なまち並みと建築は，主に清朝末期から民国時代までのも
のである。特に，1927 年に民国政府が「首都計画」を公布した。それに従って作られた道
路や街区は，現在でも都市の骨格となっている。また，まち並みや，公共建築や戸建て住
宅なども多く残されている。しかし，老朽化や増改築などの原因で，民国の歴史的景観は
失われていた。近年来，南京市政府はそれを重視し，保全条例や保全計画を制定した。そ
れ故，民国の歴史的景観と建築の保全と修復活動は大幅に進んでいる。
３.１.１　1982 年 -- 国家歴史文化名城の指定
　1982 年，中国国務院は 24 の都市を第一回目国家歴史文化名城に指定した 19)（表 １−２）。
南京はそれらの一つである。それをきっかけとして，市政府は文物保護単位などを指定し，
文化財の保護活動に着手し始めた。
３.１.２　1984 年 --「南京歴史文化名城保護規劃方案」20)21)
　1984 年，南京市都市計画局により，最初の保全構想「南京歴史文化名城保護規劃方案」
が編制された。「方案」では，南京市の「山 •水 •城 •林」の都市構造の特徴から，自然風
景と近代以前の古跡が集中している地域の 9 つを，重点保全地区を指定した。また，明朝
の城壁，歴代の城と堀，自然地形，景観道路を骨組みとした保全系統を定めた。
３.１.３　1992 年 --「南京歴史文化名城保護規劃」20)22)
　1990 年代に入り，都市の発展は加速し，建設と保全の間に矛盾と問題が生じた。それら
の問題点と向き合い，「方案」は完善および更新され，「南京歴史文化名城保護規劃」が編
制された。都市全体の構成と風貌，歴史文化の保全地区，文化財と古跡の 3 つの保全等級
が設定された。古代都市の遺跡の保全に関しては，1984 年の上にさらに重視され，詳細な
保全計画を立てられた。民国時代の景観に関しては，重要な建築の保全が要求された。
３.１.４　2012 年 --「南京歴史文化名城保護規劃 (2010-2020)」17)20)
　部分の歴史的地区に対して保全措置がないため，景観と構造物が損壊され，消失した状
況がみられる。実施中の保全計画の不完全な点に対して，再び「規劃」の改正に着手した。
2012 年，「南京歴史文化名城保護規劃 (2010-2020)」が公表された。歴代の「規劃」の内容
をさらに改善した上，民国時代の歴史的景観に対する内容が増やされた。
　今までの 3 つ保全上位計画をまとめることで，最初の 2 つは古代の都市構造と古跡に重
石を置いた。民国時代の重要な公共建築以外のものに対する保護と修復が不完全であった。
現在実施中の「規劃 (2010-2020)」では，民国時代のまち並みに関した内容は加筆され，
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さらに明確な保全措置が求められることがわかる。
　都市の骨格においては，明朝または歴代の城，城壁，堀のほかには，民国歴史軸が設定
され，沿線の建築の保全と風貌の統一が求められている。また，民国時代も含めて，41 カ
所の歴史地段が設定され，保全措置が定められた。歴史文化街区（9カ所），歴史風貌区（22
カ所），一般歴史地段（10 カ所）の 3 段階に分られる（図 １−１３）。歴史文化街区と歴史
風貌区に属する 18 カ所の民国まち並みは，すべて個別に詳細な保全計画が制定された。
３.１.５　ほかの条例 15)
　上記の「保護規劃」以外にも，南京市都市計画局によりいくつの条例や方針が制定された。
1998 年の「南京近現代優秀建築保護規劃」，2006 年の「南京市 2006-2008 年民国建築保護
和利用三年行動計画」など，近代と民国建築の保全を中心としたものである。
３.２　「南京歴史文化名城保護規劃（2010ー 2020）」における詳細保全計画
　現在，南京の歴史的景観の保全に関する研究は，主に都市の構造と古代の遺跡に関する
内容である。民国時代の景観の保全活動と保全手法に関する研究はまだされていない。今
まで南京市で行われている民国時代の歴史的景観に関する保全活動について検討する。
年代 事跡 特徴
1982 年
1984 年
2012 年
2013 年
・「文化財と古跡の保全、山水城を保護」が
強調された。
・自然風景と文物古跡の保護。
・明朝の城壁、歴代の城と堀に
  重点が置かれた。
・近代の代表的な建築に少々触れた。
・1984 年「保護規劃」を更新、完善。
・明朝の城壁、堀、古代都市の骨組みの保
護についてさらに明確に強調された。
・近代建築と住宅地の保護要求が
  提出された。
・山水、環境風貌保護区、歴代都の構成の
保護以外、民国歴史軸線が計画された。
・19 カ所の近代歴史保全地区（全 33 カ所）
が設立された。
・南京市都市計画局により公表され、順次
に実施されている。
1992 年
中国国務院が
24 カ所の国家歴史文化名城を公布
南京都市計画局が
「南京歴史文化名城保護規劃」
を制定
南京都市計画局が
「南京歴史文化名城保護規劃
（2010-2020）」を制定
南京都市計画局が
19 カ所の近代歴史保全地区の
明確な保全計画を制定
南京都市計画局が
「南京歴史文化名城保護規劃」
を更新・修正
表 １−２　上位保全計画の年表
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図 １−１３　歴史保全地区の分布図
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　まず，資料調査と現地調査を行い，保全活動に関する情報と文献を収集する。次に，
1984，1992，2010 年に公布および更新された「南京歴史文化名城保護規劃」において，南
京市で行われた歴史的景観の保全と整備活動をまとめる。民国時代の歴史的景観，建築お
よび文化の保全にめぐる内容を整理する。また，現在進行されている 18 つの近代歴史街区
の保全計画の内容を整理する 23)24)。なかでは，景観と文化に関する保全手法の特徴を明ら
かにする。最後に，民国時代の歴史的景観の保全活動に関して考察を行う。
　18 カ所の民国時代歴史的まち並みの保全計画をまとめ，手法と特徴について検討する（表 
１−３）。検討の結果，以下のことがわかる：すべての計画では，歴史と文化の保全と利用，
環境とインフラの改善などが目標とされる。価値評価が行われた上，詳細な保全方針が定
められる。
　場所の価値評価においては，まず，歴史，文化，建築，観光，景観上の価値，または教
育，工業，政治，交通などの土地利用の特徴を評価する。次に，歴史的と文化的な資源に
ついて調査する。文物保護単位とされる建物，重要な歴史建築，歴史街路，古木，構造物，
無形文化遺産などの数量や内容がまとめられる。さらに，現状調査が行われる。建築の現
状について，年代，質量，風貌，階数，用途，総合などの項目に分けて，細かく評価する。
また，樹木や環境について評価を行う対象も４つみられる。
　それらの調査と評価を行った上，歴史文化的な遺存の保全について計画する。建築に関
しては，18 つの中の 16 の計画では，建物を文物保護単位，歴史建築，風貌建築，一般建
歴史
文化
機能
建築
文物保護単位
まち並み
空間
道路
環境
樹木
構造物
交通
インフラ
人口
価値評価 現状調査
歴史遺産
の保全
保全計画
土地利用 空間 ほか
 *  ◯ 1-5    ◎ 6-10    ● 11-15    ◉ >15 件 
文化資源
●
●
●
●
◯
◎
◎
●
●
◯
◎
◎
◎
◉
◯
◯
◯
◎
◎
◉
◉
◎
◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯
●
◎
◉
◎
◎
◎
◎
◎
◎
表 １−３　保全計画の特徴
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築に分けて，保全方針を定める。また 17 の計画では，さらに建築の保護，修復，整備につ
いて詳細な要求が言及されている。一方，環境，街路，空間，樹木などについて述べたも
のは少ない。８つの計画では，無形文化遺産の保全計画についても言及している。
　歴史的構造物を保存する以外には，用地計画，空間計画，インフラにおいても言及する。
用地計画においては，13 つの計画では緑地と景観について，6 つのオープンスペースにつ
いて方針を定める。空間計画においては，17 つの計画では建築高度について，13 つの計画
では建築の風貌について制定する。さらに，10 つの計画は空間フレームについて，8 つの
計画はまち空間について言及している。また，9つの計画では交通と道路について，9つの
計画では給水排水や電力，通信，ガス，防災，衛生などのインフラについて言及する。6
つの計画では，人口容量について討論する。
　これらのことから，現在実施されている計画では，歴史的なまち並みを保存するために，
文化財，建築，空間，インフラなどの多方面で議論し，計画している。まち並みを構成す
る要である建築に特に注目している。まちの空間と景観に関する項目もみられる。だが，
景観についての内容の割合は，建築と比べてまだ相対的に少なく，詳細ではない。また，
庭園空間や建築の外部空間について触れていない。
　2009 年から，頤和路公館区の東側にある第十二片区に対し修復活動を始めた。しかし，
修復した後の様子からみると（図 １−１４，図 １−１５），建物以外に民国時代の面影がほ
とんど消失した状態となった。民国時代の公館の外部空間特徴が，喫茶店や広場などの現
代の空間と用途に一新された。
図 １−１４　頤和路公館区第十二片区の改造後の風景
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４　まとめ
　本章では，1982 年から南京市で行われてきた民国時代の歴史的まち並みに関する主な保
全計画についてまとめた。計画 2010-2020 では，民国時代のまち並みと建築の保護はより
重視され，多方面で系統的に保全計画を制定した。景観に関する部分，特に庭園空間と建
築外部空間に関しては，まだ不十分だと考えられる。今後の保全活動では，建築と合わせ
た民国時代的な景観と庭園空間の保全と修復が期待される。
図 １−１５　頤和路公館区第十二片区の改造後の風景２　黄 仁霖公館・スイス公使館
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第２章
一般公館の外部空間の構成特徴
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１　研究背景と目的
　1912 年から 1949 年まで，中国大陸が中華民国に支配されていた時期は，中華民国時代
と呼ばれる。中国が政治，経済，建築などの多方面で，急速に欧米文化を吸収した時期で
もある。
　阿片戦争後，租界の設立と共に，西洋様式の建築が大量建造されたが，欧米から留学し
てきた建築家たちは，中国と西洋文化を融合し，互いに補足する理想を抱いていた。それ故，
1929 年 12 月，国民政府は米国籍の Henry Killam Murphy と Ernest Payson Goodrich を顧
問に迎え，「欧米の科学的な原則に基づき，中国の美術的な長所を取り入れる」ことを　方
針とする「首都計画」を策定した。それから，10 年以上に渡った首都建設の繁盛期を迎え，
南京市は現在の都市構造を築き上げた 1）。
　この時期，多くの高官や富豪が南京で「公館」と呼ばれる庭付きの高級邸宅を設けた 2）。
本研究において，駐中華民国外国公館と区別するために，居住機能のみ有する公館を「一
般公館」とする。「首都計画」によると，頤和路周辺では，上流階級の一般公館が集中して
分布する住宅区である「第一住宅区」3）( 現在「頤和路公館区」) が建造された。当時の欧
米都市計画思想を手本として建設された公館区は，街構造と公館において欧米文化の影響
を受けている。特に，一般公館の外部空間の構成から，さまざまな変化と新たな特徴が生
じた。
　しかし，南京市民国建築に関する学術的な研究の開始は遅く，出版された専門書も少な
い。既往研究には，南京市民国建築の全体概況 4）5），民国建築の保護利用 6），頤和路公館区
の概況及び保護利用 2）7）における研究がある。しかし，これらはただ歴史文献と一般公館
の現状に基づき，一般公館の基本情報または将来への保護再生策を述べたもので，建築空
間特徴と外部空間の特徴の研究とはいえない。また，民国園林の特徴 8）と公的庭園の外部
空間の特徴 9）に関する既往研究も存在するが，一般公館の外部空間のような私的庭園の外
部空間の構成特徴については，まだ研究されていない。
　本章では既往研究に基づき，民国時代における南京市の一般公館を対象に，外部空間の
構成を分析することにより，西洋文化の影響を受けた時期に建造された一般公館にある外
部空間の構成特徴を明らからかにする。さらに，民国時代の特殊な社会背景から，特徴の
形成原因について検討し，当時の建築と庭園文化を明らかする。
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２　研究対象
　南京市民国建築の全体概況 4）5）によれば，南京市頤和路公館区は，民国時代の一般公館
が集中するエリアである。当時建造された 287 カ所の公館のうち現在 225 カ所が保存され
ている。その中で，省レベル文物保護単位では3カ所 11），市レベルでは38カ所である12）13）（図 
２−１）。区内一般公館の保存状態が良好で，民国時代の一般公館の建築的特徴と風貌が適
切であると考えられるため，頤和路公館区を本研究の研究地域とする。
　保存状況が良好で，所有者の履歴が明確であり，考証可能であることを条件とし，本章
は頤和路公館区内にある省レベルと市レベルで保護されている一般公館の 19 カ所から，資
料を収集できた 17 カ所を研究対象とする（図 ２−２）。研究対象の建造年代は 1920-1930
年代であり，所有者または住居者は民国時代における社会的な著名人である。対象一般公
館はどれも主たる建物（母屋），附属建物（車庫，警備員室など），庭，塀，門で構成され
ている。本章では，一般公館とは邸宅全体のこと，主たる建物の特定ではない。
図 ２−１　市レベル文物保護単位　３番　閻 錫山公館 4)　 
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図 ２−２　研究対象とする一般公館の位置
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３　研究方法
　「南京民国建築」4）に記載された南京市民国時代の一般公館に対し，頤和路公館区で現地
調査を行った。また，南京市公文書館や南京市都市建設公文書館，南京市図書館などで，
資料を調査収集した。
　本章は一般公館の平面構成，建築附属空間，動線の 3 方面より，外部空間の構成特徴を
明らかにする。歴史的な文献資料にて庭についての記録がほとんど残存されていないこと
と，現在の一般公館はほとんど私人住宅のため，現地調査が困難であることから，本章は
庭の詳細な景観要素についての分析を行わない。
　研究方法としては，まず現地調査の現場記録と文献資料などを整理し（図 ２−３），研究
対象を確定し，母屋の方位，庭と建築附属空間の位置などを明確にした上で，平面図（図 
２−４）と立体図（図 ２−５）を作成する。次に，一般公館の平面構成，建築附属空間の
配置類型および種類を含め，動線の配置から，一般公館の外部空間の構成について分析し，
考察する。客観的に一般公館の外部空間の構成特徴を把握するため，上記の 3 つの分類結
果に基づき，クラスター分析を行い，一般公館外部空間の構成特徴を明らかにする。
図 ２−３　参考文献により収集した公館写真　５番　蔣 緯国公館 4)
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6 陳 誠 公館
7 馬 鴻逵 公館
8 黄 仁霖 公館
9 湯 恩伯 公館
10 竺 可楨 公館
11 薛 岳 公館
12 胡 璉 公館
13 鈕 永建 公館
14 朱 家驊 公館
15 鄭 介民 公館
16 汪 兆銘 公館
17 ジョージ・
マーシャル公館
N
図例
塀
周辺住宅
付属建築
母屋
庭
建築付属空間
道路
門,母屋入口
    1  鄒 魯 公館  
公館番号 公館名
各公館平面図の方位
図 ２−４　研究対象となる一般公館の平面図
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1 鄒 魯 公館
2 顧 祝同 公館
3 閻 錫山 公館
4 周 至柔 公館
5 蒋 緯国 公館
6 陳 誠 公館
7 馬 鴻逵 公館
8 黄 仁霖 公館
9 湯 恩伯 公館
10 竺 可楨 公館
11 薛 岳 公館
12 胡 璉 公館
13 鈕 永建 公館
14 朱 家驊 公館
15 鄭 介民 公館
16 汪 兆銘 公館
17 ジョージ・マーシャル公館
  P —玄関ポーチ B —バルコニー       
  V —ベランダ   T —テラス
B(2F)
V(1F+2F) V(2F)
P(1F) B(2F)
P(1F)
P(1F)+B(2F)
V(1F+2F) B(2F)
P(1F)
P(1F)+B(2F)
P(1F)×2
P(1F) V(2F)
P(1F) V(1F+2F)
P(1F) V(2F) B(3F)
B(3F)
P(1F) T(1F) B(2F)
P(1F)+B(2F)
P(1F)
P(1F) B(1F) B(2F)
          B (2F)
建築付属空間の種類（階数)
図例
母屋
  床
門
動線
塀
庭
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
N
建築付属空間
  床
＊注：
図 ２−５　研究対象となる一般公館の立体図
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４　一般公館の外部空間の構成要素
　外部空間とは，建築の内部空間に対応するものである 14）。本章では，一般公館の外部空
間を庭と建築附属空間の 2部分に分ける。庭は，母屋と附属建物で囲まれ（建築と塀の間，
建築と建築の間の細長い空間を除く），日常生活に関わるさまざまな活動の場として利用さ
れる外部空間である。建築附属空間は，日常生活の場として利用され，建物の内部空間に
附属する外部空間の形で，母屋と庭を繋ぐ空間と定義する。一般的にバルコニー，テラス
などと呼ばれる部位であり，また附属空間は門から母屋への人の動線を誘導するものであ
る。
４．１　一般公館の平面構成
　「首都計画」の「首都分区条例草案」によると，「第一住宅区」の設計と建設についての
詳細が記載されている 3）。区内道路が中山北路（西北 -東南）と平行または垂直に配置され，
一般公館も各所在道路に対し垂直に建設された（図 ２−２）。建坪率，高さ制限などについ
ても，「第一住宅区内の各敷地の面積は 540m2 以上のこと，母屋と附属建築の総面積は該当
敷地面積の 40％を超えないこと」のように規定された 3）。一般公館の営造と外部空間の平
面構成が多くの影響を与えられたとみられる。
　一般公館の母屋は住居者が起居する主な場所であり，一般公館において特色が出る部分
である。南京市民国建築の全体概況 4）5）と南京市規劃局の資料 10）を参考に，公館区平面図
C：連続 S：分離
C1：連続&二面隣接
　　C2：連続&三面以上隣接
131,2,5,10,11,15
3,46,12 7,8,14
16 9
17
母屋 庭通り道塀
付属建築
門
図 ２−６　一般公館の平面構成
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と各一般公館の立体図を作成し（図 ３−５），母屋と附属建物と庭などの位置を明確にした
上で，庭と母屋の隣接関係から庭の平面構成を捉える。
　まず，庭空間が連続するか否かによって，庭の平面構成を連続型と分離型に分ける。連
続型（C）は，庭空間が相互に繫がり，一体とみられるものである。分離型（S）は，庭空
間が平面上で相互に隔たり，室内空間で繫がるものである。次に，庭と母屋の隣接する面
の数により，連続型を連続＆二面隣接型（C1）と連続＆三面以上隣接型（C2）に分類する（図 
２−６）。
　連続＆二面隣接（C1）と連続＆三面以上隣接（C2）は 17 カ所のうちの 14 カ所を占め，
分離型（S）は 3カ所を占める。連続＆二面隣接型（C1）の庭は，連続の形で母屋の 2面と
隣接している。中には，母屋の曲がり角のところで，庭が収束する例もみられる。連続＆
三面以上隣接（C2）の庭は，連続の形で母屋の 3 面，または 3 面以上と隣接する。連続＆
二面隣接型（C1）と類似し，母屋の曲がり角で収束する例もみられる。分離型（S）の庭は，
母屋の 2 面か 3 面と隣接するが，母屋正面の庭と裏の庭が分離する形である。この 2 つの
庭は，室内，または室外にある通路で連結される。
　中国の伝統的な住宅にある建物に囲まれた軸対称の庭と違った平面構成が表れる。例え
ば，四方の建物に囲まれた庭を持つ軸対称の四合院は（図 ２−７），周囲の建物に取り囲
まれた天井＊ 1 を庭とする徽派民居である 15）。だが，一般公館の平面構成は，庭園が建物を
包囲する欧米住宅の庭を模倣する上で，中国の伝統的な住宅にある庭の構成特徴も取り入
＊ 1 - 天井：中国の住宅建築では，小さな中庭を中心に四方部屋を配し，あるいは一方が壁となった中庭
の三方に部屋を配して，周囲につながった屋根を作る場合がよくあり，その時に庭の上にできる屋根のな
い四角い空間を「天井」とよぶ。
　四合院平面図
　四合院における建物と庭の位置
図 ２−７　四合院の平面構成
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れたとみられる。図 ２−６によると，連続型では母屋が庭に囲まれている欧米住宅の平面
構成特徴が顕著にみられる。一方，分離型では母屋が庭に囲まれている割合が少なく，庭
が母屋と附属建物と塀に取り囲まれている中国の伝統的な住宅の平面構成の特徴がみられ
る。具体例として，図 ２−４の 17 番公館の母屋は庭に囲まれているが，庭に焦点を当てる
と，庭は母屋と附属建物と塀に囲まれることがわかる。タイプにより西洋と中国伝統住宅
の特徴の割合が異なる。
　これらのことから，民国時代の一般公館は，中欧融合の建築様式を用いたのみならず，
中欧融合の庭の平面構成も用いたと判断できる。それに対し，連続型庭は欧米住宅により
近く，また庭が建築を囲む面が多いほど，その傾向が明らかである。分離型庭は中国の伝
統的な住宅の平面構成に一層近い。
４．２　建築附属空間の配置
　民国時代に建造された大部分の一般公館が欧米住宅様式に模倣した建築様式を用いたこ
とによって，母屋に附属している建築附属空間も変化した。生活娯楽空間，または入口と
して使用されることで，中国の伝統的な住宅における建築附属空間が有する機能も変化し，
配置と種類，構造や材料も変えられている。
　建築と外部空間に関連する参考文献または既往研究には，「外部空間」に関する研究が多
くみられるが，「建築附属空間」についての研究はあまりないため。本章における「建築
附属空間」は，日常生活の場として利用され，建物の内部空間に附属する外部空間の形で，
母屋と庭を繋ぐ空間と定義する。建築附属空間は建築の一部分であり，間取りによって位
置される。本章にて建築附属空間は，建築の一部分でなく，室外にある外部空間の一部分
と取り扱われる。また，間取りに関する研究は，公文書と資料の公開程度に次第，今後の
研究課題となることを期待する。
４．２．１　建築附属空間の配置
　「首都計画」により，「第一住宅区」内にある建物の高さは3階以下に制限された 3）。それ故，
建築附属空間の分析対象とされた 17 カ所一般公館の母屋，12 棟は 2 階建て，5 棟（2，4，
12，13，16）は 3 階建ての建物である（図 ２−５）。そのうち，3 階に建築附属空間を備え
る母屋は 2棟（12，13）しかない。また，7棟の母屋は数量単一の建築附属空間を持ち（1，4，
7，8，13，15，16），7 棟の母屋は 2 つの建築附属空間を有し（2，3，6，9，10，11，14），
3つを有する母屋は 3棟がみられる（5，12，17）。
　上記に着目し，建築附属空間の数と階数を検討した結果，建築附属空間の配置類型は 4
種類に分けられる（図 ２−８）。複数単層（DO）の建築附属空間で構成される母屋が 6棟で
一番多い。次は単一単層（SO）の母屋が 5 棟，単層と複層を備える複数混合（DM）の母屋
が 4棟，単一複層類型（ST）の母屋が 2棟である。
　これらのことから，建築様式が変わったことにより，建築附属空間も相応して変化した。
なかでは単層の建築附属空間が配置される傾向が多いことがわかる。単層と複層の建築附
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属空間を組合わさる形はその次に多く配置され，1 つの複層の建築附属空間は一番少ない
配置類型とみられる。
４．２．２　建築附属空間の種類
　本研究に関わる建築附属空間はバルコニー，ベランダ，玄関ポーチ，テラスの四種類で
ある（図 ２−９）。玄関ポーチを持つ母屋が 13 棟，バルコニー 10 棟，ベランダ 5棟，テラ
ス 1 棟である。建築附属空間の機能，配置類型の変化に応じて，種類も伝統住宅（図 ２−
１０）と異なる様式に変化している。
　（１）玄関ポーチ
　屋根についた開放された屋外空間である（図 ２−９−１）。ガラス窓で囲われることもあ
る。ステープということもある。独立柱とか，壁付柱で囲われる屋根のある歩行空間のこ
とをポーチコという。玄関ポーチは，機能的にはバルコニー，玄関ポーチ，ベランダ，テ
単一複数
母屋
床
図例
DO
複数単層
(3,6,9,10,12,17)
SO
単一単層
(1,4,7,13,16)
ST 
単一複層
(8,15)
DM
複数混合
(2,5,11,14)
単
層
複
層
建築付属空間
床
図 ２−８　建築付属空間の配置
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図 ２−１０　四合院の回廊
図 ２−９　一般公館の建築付属空間
図 ２−９−１
図 ２−９−２
図 ２−９−３
図 ２−９−４
図 ２−９−１　玄関ポーチ　４番　周 至柔公館 4)　
図 ２−９−２　バルコニー　１番　鄒 魯公館
図 ２−９−３　ベランダ　２番　顧 祝同公館 4)　
図 ２−９−４　テラス　１４番　朱 家驊公館
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ラスと違いますが，同じく建物の内部空間に附属する外部空間であると考えられます。ま
た，玄関ポーチとは，屋根についた開放された屋外空間であり，バルコニーと同じ住宅外
部デザインの役割を持つとみられる。
　ポーチコ：建物の玄関に導く，あるいは柱列として拡がるポーチであり，柱で支えられ
るか壁で囲まれた歩道上に屋根がある構造である。この概念は古代ギリシアでまず現れ，
西洋文化の大半など多くの文化に影響を与えてきた。16 世紀イタリアの建築家アンドレー
ア・パッラーディオが宗教建築の寺院正面に使ったことでは先駆者だった。アメリカ合衆
国議会議事堂， イタリアのボローニャなど。
　アメリカの西北部とニューイングランドにおけるポーチは室内を汚れないために作業服
を着替える小さな空間である。アメリカの南部とカナダのオンタリオ州南部におけるポー
チは住宅の入口にお客さんを接待すると特別な場合で人を集める為の十分な空間を保つ機
能がみられる。また，ビクトリア様式とクイーン アン様式の住宅では，建物の表と裏両方
ともポーチが備えることがみられる。
　（２）バルコニー
　建築物の床面と同じ面で外部に突き出した手摺で囲われた部分である（図 ２−９−２）。
Balcony の起源はイタリア語なので，イタリアで現れたと考えられる。ローマでは宗教儀
式の用途も用いる。
　（３）ベランダ
　家屋の母屋から外接して張り出した部分で，縁や柵で囲まれることがあり庇や軒下に収
まるもの，屋根がかかっているものである（図 ２−９−３）。最初にオーストラリアの建築
に現れ，1850 年代に初めて植民風の建物の中で広げることになりました。特にオーストラ
リアとニュージーランドの住宅やホテルなどの商業住宅が多く見られます。また，1900 年
代にベランダはスパニッシュコロニアルスタイルと合同しアメリカ合衆国西部において人
気が出ることになりました。
　（４）テラス
　家屋の母屋から突き出した部分である（図 ２−９−４）。農業におけるテラスの起源は先
史時代に遡及することができる。建築における紀元前（13000-9800BCE）で作られたテラス
が中東で発見され，また古代ギリシアでも使われたとみられる。　
　図 ２−８により，SO にある建築附属空間は玄関ポーチ（4，7，16）とバルコニー（1，
13）である。バルコニーが建築の曲がり角に位置し，玄関ポーチが建築の正面に位置する
のが特徴である。DO 類に属する 6棟の 5棟（3，6，10，12，17）は玄関ポーチとバルコニー
またはベランダの組み合わせ，ほかの 1棟（9）は 2つの玄関ポーチを持つ。バルコニーと
ベランダは建築正面の非対称位置にある。玄関ポーチが持つ 5 棟の母屋の中に，1 棟（10）
で玄関ポーチが建築正面に位置し，4棟で玄関ポーチが建築の非正面にある。2棟（9，17）
が建築の裏側に持ち，2 棟（3，6）が横側に持つ。ST 類に属する母屋の建築附属空間は，
玄関ポーチとバルコニーの組み合わせで，母屋の正面対称位置にある。DM 類には，玄関
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ポーチなしの 1棟（2，14）以外，ほかの 2棟が玄関ポーチを有する。そして，3棟（2，5，
11）では複層ベランダが配置され，１棟（14）は複層空間を占めたテラスを備えている。
　これらのことから，民国時代の一般公館における建築附属空間は，母屋入口と 2 階以上
に配置されていることがわかる。また，建築附属空間は単一または多種類の組み合わせを
行うことを重視すると考えられる。さらに，建築附属空間の様式がアメリカ式住宅に類似
するケースもみられる。例としては，母屋入口に玄関ポーチとバルコニーを結合した単一
複層の 8 番と 15 番公館（図 ３−５）は，1845-1860 年代にアメリカで現れたイタリアルネ
サンスのリバイバル様式 16）に影響されたことがわかる。その様式における建築附属空間の
特徴は，玄関ポーチにイオニア式の柱が用いられ，その上部は 2 階のバルコニーとなって
いる。8と 15番公館には柱頭飾りが使われていないが，玄関ポーチと2階にあるバルコニー
の組み合わせはイタリアルネサンスのリバイバル様式を模倣したと考えられる。その原因
の 1 つは，民国時代に呂彦直，趙深，楊廷宝，童寯などアメリカ留学経験を持つ建築家た
ちが南京と上海に集まり，民国時代における代表的な建築を多く設計したことが原因の 1
つと考えられる。
４．３　動線の配置
　一般公館外部空間における動線は，起点の門と終点の母屋入口を連接する。一般公館平
面図により，一般公館の門と母屋入口の位置と開口方向を確定し，動線の模式図を作成す
る（図 ２−１１）。
　17 カ所の中で，動線が 1 つのものは 13 カ所，動線が 2 つのものは 4 カ所みられる。門
と母屋入口の開口方向が直交する，または平行することにより，直交型と平行型に分けら
れる。さらに，人の動きの曲がり角の数により，角なし（角がない），角二（角が 2つ）に
分けられる。以上の特徴を踏まえ，動線を直交＆角一型（V1），平行＆角なし型（P0），平
行＆角二型（P2）の 3つに分類する。
　17 カ所のうち 14 カ所は平行型を有し，4 カ所は直交型を有する。一方，角一は 4 カ所，
図 ２−１１　公館の動線
V 直交 P 平行
P0 平行&角なし
(3,6,14,16,17)
P2 平行&角二
(1,2,4,5,9,10,11,14,15)
V1 直交&角一
(7,8,12,13)
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角なしは 5 カ所の一般公館を占め，角二は 9 カ所の一般公館でみられる（14 番公館は角な
しと角二の 2 つ持っているため，2 回計算され，合計 18 カ所）。平行＆角二型（P2）は 9
カ所の一般公館で見られ，一番多い。次いで，平行＆角なし型（P0）は 5 カ所，直交＆角
なし型（V0）は 4カ所の一般公館でみられる。
　これらのことから，一般公館の動線には，2つ曲がり角が付いている動線が多くみられる。
これらの門から母屋入口までの動線が，2 つ曲がり角が付いている特徴は四合院の入口の
動線（図 ２−１２，図 ２−１３，図 ２−１４）と類似する。だが，一周回る動線，曲がり
角が 2 つ以上を備える動線は見られない。欧米住宅に影響を受け，一般公館の平面構成と
建築附属空間の配置の特徴が変化した為，動線も四合院の軸対称な動線でなく，一般公館
母屋
付属建築
塀
門
動線
開口方向
図例
図 ２−１２　四合院の動線
図 ２−１３　四合院の主要庭園に入る門 図 ２−１４　主要庭園からみた門
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５　一般公館の外部空間の構成特徴
　一般公館の外部空間の構成特徴を科学的にまとめるため，比較的に近い特徴を持つ一般
公館を類型化する必要があると考える。一般公館の平面構成，建築附属空間，動線の 3 部
分の分類を基礎データとし，数量化処理を通して数量化されたデータが得られ，階層クラ
スター分析を行う。クラスターの数は一定している類似係数の広い範囲内のある点で，数
少ない基準でデンドログラムを切り分けることにより，4 つの類型が得られる 17）（図 ２−
１５）。
　3 カ所の一般公館は最も特徴が表われる二面角二型に分けられる。連続＆二面隣接型の
平面構成を持ち，複数混合の建築附属空間を備え，平行＆角二型動線を持つことがみられ
る。二面複数平行角二型には，庭が母屋の 2 面を包囲し，1 つの単層の建築附属空間と複
層のベランダを持ち，母屋入口と門が平行し，動線が 2 回曲がって複層の建築附属空間に
至ることが特徴とみられる。
　6 カ所の一般公館は混合角二型に分けられる。4 つの中で一番大きいクラスターである。
全ての平面構成と建築附属空間の類型を含める為，最も特徴が現れにくいクラスターでも
ある。14 番一般公館は平行＆角二と平行＆角なしの動線を持つ以外，他の 5 カ所は平行＆
角二を持つことがかわった。動線は 2回曲がって単層（4カ所）または複層（2カ所）の建
築附属空間に至ることがみられる。
　4カ所の一般公館は単一付属空間型である。連続＆三面以上隣接型（3カ所）または連続
＆二面隣接型（1カ所）の平面構成の特徴を持つ。単一単層（2カ所），単一複層（1カ所），
または複数単層（1 カ所）の建築附属空間の配置特徴を備える。直交＆角一型の動線特徴
を持つことがわかる。多面単一直交角一型には，庭が母屋の 2 面以上を包囲し，1 つまた
は複数の単層の建築附属空間を持ち，母屋入口と門が直交する形式が顕著な特徴としてみ
られる。
　4カ所の一般公館が分離直線型に属する。連続＆三面以上隣接型（2カ所）または分離型（2
カ所）の平面構成の特徴を持ち，複数単層（3カ所）或は単一単層（1カ所）の建築附属空
間を備え，平行＆角なし型の動線を持つ。多面複数平行角なし型には，庭が母屋の 2 面以
上と隣接し，単層の建築附属空間を持ち，母屋入口と門が平行し，動線が曲がることなく
1階にある建築附属空間に至ることが特徴とみられる。
　二面角二型にある複層のベランダは四合院の回廊のように，庭に面し，母屋入口の役割
も持つ。混合角二型は二面角二型と同じく動線が 2 つ曲がってから母屋に至る。プライバ
シーを守るために，四合院の入口にある動線の特徴を取り入れたと考えられる。単一付属
空間型の建築附属空間は建築の正面に位置し，庭に面して入口を強調する。また，門から
庭が見えるが，四合院の入口のように住居者のプライバシーを守るため母屋入口は直接に
見えないようになっている。分離直線型は直線の動線を有するが，母屋入口が他の建築附
属空間と分けられ，装飾の効果も持つが，入口としての作用しか扱われていない。また，
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分離型庭を有する一般公館は四合院のように，母屋で前後の庭を分け，庭 - 母屋 - 庭のよ
うにみられる。
　これらのことから，一般公館外部空間の構成特徴は欧米の住宅様式を模倣し，建設原則
に基づきながら，中国の伝統的な住宅の特徴も取り入れていることがわかる。特に，庭と
母屋の配置関係，または動線の配置と母屋入口にある建築附属空間の配置との関連性にお
いては，外観上は中国の伝統的な住宅の様式と全く異なる一般公館でありながら，中国の
伝統的な住宅の特徴が残されたとみられる。
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図 ２−１５　一般公館の外部空間の構成特徴
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６　まとめ
　上記までの考察により，以下 3つの結論が導き出される。
　（１）欧米住宅の「庭が建築を包囲する」形式を模倣するが，中国伝統庭園の「庭が建築
に囲まれる」特徴も取り入れられる。連続型庭は欧米住宅により近く，分離型庭は中国の
伝統的な住宅の平面構成に一層近いことがわかる。
　（２）中国の伝統的な住宅にみられる 1 つの建築附属空間が四周の建物を繋ぐ形式から，
1 つの建物に複数の建築附属空間が備わる形に変化したことにより，単層の建築附属空間
が配置される傾向が多いことがわかる。単層と複層の建築附属空間を組合わさる形と，1
つの複層の建築附属空間を配置する形とみられる。
　（３）欧米住宅の単純な動線が用いられながらも，住居者のプライバシーを守るため，1
つ曲がりまたは横に連接する動線が採用されている。四合院の入口にある動線の特徴が取
り入れたものと考えられる。またこの動線の特徴は建築附属空間の変化に合わせて変化し
たものと思われる。
　民国時代の社会と生活は西洋文化の影響を受け，住宅の様式や生活活動などが伝統から
大きく変化した。「洋服，洋飯，洋房，洋馬，洋球」は社会地位の象徴となった 18)。また，
宗族全体にとって一大行事である複雑な結婚式の代わりに，カップルのみで行われる集団
結婚式が発足した。人々の意識は，宗族優先の考え方から，より小さい家族，個人へと徐々
に変化し始め，社会性が増した。社会地位と思想解放を表すために，欧米住宅の建築附属
空間を模倣し，さらに，新たな家庭意識に合わせるために，家族全員を繋がる四合院の回
廊から，複数，複層，多種類の建築附属空間へと変化した。
　しかし，当時の人は常に西洋的な生活をしていたわけではなく，伝統的な生活を好む人
が大多数であった。日常の食事は中華料理であり，個人的な趣味は囲碁，書道，戯曲など
であった。また，娯楽は友人と茶館でお茶を飲んだり，家で麻雀を興じた。また，西洋文
化の影響で，多世代の大宗族の生活から，２世代，３世代の家族様式に変化する傾向がみ
られたが，伝統的な家族，宗族思想はそれほど変わらなかった。民国時代では，もっとも
権力を持っていたのは，蒋宋孔陳４つの家族とされ，複雑な親族関係を有した。個人では
なく，大家族として政治，経済，軍事の諸方面に強い影響力を持っていた 19)。西洋の生活
様式を取り入れつつ，中国従来の生活様式はまだ主流であった。伝統の生活様式を支えた
宗法制度や論理道徳などの伝統思想はまだ民国時代の生活を大きく左右していたではない
かと考える。伝統的な生活様式と宗族思想がまだ意識に強く残っていた中国人にとっては，
母屋が生活空間の中心として，街路から前庭が見える本物の欧米住宅は，使いにくかった
のではないかと考える。
　古来，中国人は家族と血縁関係を重視し，「尊卑有序，長幼有序，上下有分，内外有別」
の宗法制度や，「尊卑有等，貴賤有分，男女有別，長幼有序」儒教的な論理道徳を従ってき
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た。このような思想は，中国伝統住宅の四合院では空間の秩序として現れる。門から奥ま
では，公的な空間から私的な空間へと変化していく。中庭は家族生活の中心的な空間であ
り，プライベートな空間である。また，門から奥までは，公的な空間から私的な空間へと
変化していき，前庭は附属的な移行空間と使用人が使う補助的な空間である。中庭は大家
族に共有される重要な生活の場，裏庭は女性家族が使うさらなる私的な空間である。一方，
欧米様式の住宅は四合院と異なり，母屋は中心性を持っている。前庭は，家族の私的な空
間ではなく，公的から私的への過渡空間となった。それ故，従来の居住観を維持するために，
平面構成により裏庭を設けたり， 動線により奥の空間のプライバシーを守ったりする工夫
をされたと考える。
　民国時代の公館において，平面構成は，塀に囲まれて形成した空間でありながら，母屋
を囲んでいる特徴が見える。家族と血縁を重視する伝統的居住観念の影響で，中庭を空間
の中心とする特徴を持続した。また，公館において，上下関係を保つために，空間を分節
させる特徴もみられる。多面複数平行角なし型と混合平行角二型でみられる分離型平面構
成や，付属建築前の使用人が使う補助的な空間は，空間の地位を表した。
　さらに，家族と血縁を重視する思想は動線にも現れる。多面複数平行角なし型のように，
門から一直線で母屋にたどる公館もあるが，多くの公館では敷地内部空間のプライバシー
を守るために，欧米住宅の単純な動線が用いられながらも，外から母屋入り口を直接に見
えないように動線を配置している。
　これらのことから，公館の外部空間では，欧米住宅を模倣しながら，中国伝統的な宗法
制度と論理道徳が持続し，空間構成に伝統住宅の特徴を取り込んだことがわかる。
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第３章
外国公館の外部空間の構成特徴
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１　研究背景と目的
　1927 年，南京民国政府が成立し，1935 年 10 月 8 日に，南京市政府が「南京市内外国使
館租用館址辦法」1）（文中では，「辦法」と略称する。）を公布すると，すべての駐中華民国
外国公館（以下「外国公館」）は規定とおりに開設された 2）。「辦法」では，「南京市にある
土地，建築，館舎の借用を申し込む場合，地点と面積を外交部に出願し行政院による審査
を受けること。借用した館舎の賃料を全納した後，南京市政府，外交部と外国公館と会同し，
借用範囲を締結すること。借用した館舎は，職員の公務と住居の用途以外，転移または収
益と営業用にしてはならないこと。」の三点を規定した。　
　西洋の歴史主義建築が盲目的に模倣された時代（1901 − 1915 年）から，西洋様式と技
術を取り込んだ新民族様式が提唱された時代（1927 年−）3）の間に建設されたとみられる。
主にコンクリート造であり，欧米モダン建築様式を用い，庭も建築様式と合わせて設計さ
れたと見られ，当時の建築思潮をリードしたとも言われる 4）。それ故，外国公館に関する
研究が中国近代建築および庭園研究における重要な一環と考えられる。また，在外公館の
開設と分布は，社会，経済，外交関係，国際政治などとの関連性を持つことがみられる 5）。
分布の形成要因を探ることにより，構成特徴についてより一層深く理解できるのではない
かと考えられる。
　しかし，長い年月を経て，都市建設などの原因で，南京市にある民国時代の外国公館に
は取り壊されたものや，住所不明のものがみられる 4）。近年，近代建築に対する保護，修
復を重視する傾向にあるが，保存状況の悪い，老朽化の進んだ外国公館に対する保護対策
はまだ不十分とみられる 6）。また，庭園に対する保護対策がほとんどないため，当時の風
貌は既に失われつつあり，古樹や園路などでしか当時の空間を識別できない。
　地域の沿革，地理などを記した地方志 2）7）には外国公館に関する記載があり，建築の
分野においては，南京市にある民国建築の概況 3）8）9）と保護策 10）11）12）に関する研究，外
部空間の分野においては，中国近代園林の紹介 13），公共建築の外部空間の構成特徴 15）に関
する研究が行われた。しかし，外国公館における現地調査や分布特徴，外部空間に関する
研究は見られない。
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２　研究対象
　本章では，研究時点で出版された文献から記録が確定できる外国公館のみを調査対象と
する。南京市にある民国時代の外国公館に関する文献 2）4）7）-9）15）-18）により，当時存在し
た外国公館は30カ国51カ所あることがわかる。このうち，外国人が設計し建設したもの（図 
３−１）を除き，さらに，「辦法」により開設し現存している対象（図 ３−２）である 21 カ
国 27 カ所を外部空間構成の分析対象と定める（表 ３−１，図 ３−３，図 ３−４，図 ３−５）。
　近年まで，南京市では近代建築に対する保護策不十分だったため，中華民国時代の外国
公館についての統計は十分ではなかった。文物誌や民国建築に関する図書がみられるが，
内容は完全とは言えない。本によっては，記載された数や住所が違っているところもある。
 「鼓楼区文物志」：「1948 年 6 月 1 日まで，南京で開設された使館は 36 カ所である。」 2)
 「鼓楼民国建築」：「1927 年から 1949 年まで，国民政府は何十カ国と外交関係を建立した。　
なかでは，大使レベルの外交関係を持つ国は 31 カ所，公使レベルの外交関係を持つ国は
18 カ所，外国公館と公使館は 49 カ所である。南京市鼓楼区に 39 カ所の使館が設立されて
いた。」4)　
　また，インターネット上に，外国公館について情報がまとめられ，本に書いているもの
より数が多いが，正式に出版された資料と多少の食い違いがみられる。また，専門書によ
る情報の信憑性まちまちである。
　このような状況で，外国公館の研究を進めるため，まず入手した権威性がある文献資料
とネットに記載してあるすべての外国公館の住所をまとめて，リストを作る。合計 73 カ
所である。次に，リストに基づき，現地調査を行い，現状を把握し，既に存在していない
ものを確認する。文献資料に記載がある対象を研究対象にする。記載に相違がある場所を，
出版された民国地図（1898 年，1910 年，1928 年，1932 年，1938 年，1943 年，1948 年）
と公文書館から得られた民国地図（推定 1940 年代）で確認し，表示があるものを研究対象
にする。以上の方法で，記録のある全部の外国公館を，文中に述べられた「30 カ国 51 カ所」
が確定できる。
図 ３−１　外国が自主建設した
イギリス大使館（虎踞北路 185 号）
図 ３−２　公館を租借する形で開設された
イギリス大使館（頤和路 11 号）
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1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
番号 名称 住所 開設
1910
1910
1916
1935
1935
1935
1935.6
1936
1936
1936
1936
1936
1937
1937
1946
1946
1946
1946.1
1946.4
1946.7
1946.7
1946.10
1946.10
1946.11
1946.12
1946.12
1947
1947
1947.1
1947.3
1947.3
1947.3
1947.8
1947.8
1947.8
1947.8
1947.9
1948
1948.2
1948.3
1948.3
1948.4
1948.4
1948.4
1948.6
1948.8
1948.10
1948.11
1948.11
1948.11
1949.1
1938
1920s
1949
WWⅡ
1945.8
1945
1945
1945
1937
1949
1950
1949
1949
1949.12
1949.1
1949.4
1949
1950 
1949.4
1950.4
1950.3
1951.9
1949
1949
1950.12
1949.12
1951.6
1949.10
1949.1
1949.1
1949
1950
1950.4
1950
1950.2
1950.2
1950.3
1949.4
1949.4
1949.9
1949.4
1950.10
1949.6
1949.12
1949.12
1949.1
1951.1
閉鎖 現状
15)
15)
2)
4)16)
4)
18)
2)
4)
4)
2)
2)
16)17)
4)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
17)
4)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
2)
新規
新規
新規
新規
新規
新規
黄 庭光
新規
高 仰全
劉 婉如
王 哲明
賀 耀祖
梁 穎文
新規
胡 蘊華
梁 定蜀
茅 以昇
賀 耀祖
華 振麟
新規
陳 呉淑
英
周 兆棠
黄 子廉
劉 健群
欧 陽悦
張 静愚
田 聚興
童 季齢
王 昌熾
晏 瑞麟
新規
韓 文煥
張 篤倫
任 痩青
黄 仁霖
陳 張平
玉
王 崇植
李 儒勉
王 青蓮
劉 鍇
林 賢長
谷 正倫
元所有者 租借時元所有者の官職
アメリカ大使館
日本領事府
イギリス大使館
イタリア大使館
オランダ大使館
ドイツ大使館
日本大使館
アメリカ大使館
アメリカ大使館
オランダ大使館
ドイツ大使館
ベルギー大使館
フランス大使館
フランス大使館
インド大使館
トルコ大使館
トルコ大使館
フランス大使館
カナダ大使館
アメリカ大使館
ノルウェー大使館
イタリア大使館
ペルー大使館
インド大使館
シャム大使館
ローマ公使館
アフガニスタン公使館
フランス大使館
エジプト公使館
フランス大使館
ポルトガル公使館
ポルトガル公使館
ソ連大使館
ソ連大使館
ソ連大使館
メキシコ大使館
チェコ大使館
ミャンマー大使館
オーストラリア大使館
オーストリア公使館
ポーランド大使館
スイス公使館
スイス公使館
フィリピン公使館
ブラジル大使館
ソ連大使館
ドミニカ公使館
ベルギー大使館
ベルギー大使館
ベルギー大使館
パキスタン公使館
三牌楼
中正街
今虎踞北路双門楼 38 号
石鼓路鉄管巷 4 号
老菜市 8号
慈悲社 12 号
北京西路 1号
上海路 82 号
今南冬瓜市 1号
老菜市 29 号
今楼子巷交通一村 154 号
高楼門 42 号 
高云岭 56-1 号
百子亭 34 号
今江蘇路 4号
今中山北路 174 後院
今中山北路 174 前院
高楼門 56 号
天竺路 13 号
今西康路 33 号
五条巷 15 号
武夷路 13 号
陶谷新村 3号
北京西路 12 号
今麻家巷 9号
天竺路 25 号
芦席營 26 号
宁夏路 4号の一
今北京西路 9号
今金銀街 17 号
今北京西路 20 号
今童家里 5号
大方巷 64 号
今大方巷 56 号
今揚州路 18 号
天竺路 15 号
漢口路 130 号
今傅厚崗 29 号
今頤和路 32 号
今鼓楼五条巷 17 号
今水佐崗 39 号
寧海路 15 号
珞珈路 46 号
頤和路 15 号
宁海路 14 号
頤和路 29 号
赤壁路 5号
今湖南路 3号
人和街 11 号
峨嵋嶺 11 号
今珞珈路 50 号
李済深の幕僚，李 1933−1937 香港へ逃走
不明
不明
不明
1945 年国民党中央監察委員を辞職し，上海へ移転
重慶大学校長
不明
不明
中華民国教育部教授
1945 年国民党中央監察委員を辞職し，上海へ移転
1946 年 10 月国防部民用工程司司長
不明
制憲国民大会軍隊代表
不明
国民党中央委員
不明
立法委員
不明
経済部常務次長
民国政府外交部職員
不明
1947.12. 停職され，1948.10. 貴州省保安司令部副司令
湖北省政府主席
1947 年夫成済安死去、1949 年アメリカへ
聯合勤務総司令部副司令
不明
開滦集團総経理
1948 年ケンブリッジ大学へ
空軍総司令周至柔の親戚。
国際連合信託統治理事会代表，駐カナダ大使
上海沪豊面粉廠理事長
貴州省政府主席
行政院善後事業委員会主任委員等
香港
E
E
B 宿泊
E
E
C 住宅
D 政府
E
E
B 企業
E
B 住宅
B 企業
B 企業
C 住宅
A 住宅
A 住宅
E
A 住宅
B 宿泊
E
A 住宅
C 住宅
E
C 住宅
A 住宅
E
B 住宅
A 住宅
B 住宅
B 住宅
E
E
E
B 学校
A 住宅
B 住宅
B 住宅
B 住宅
B 住宅
A 住宅
C 宿泊
C 住宅
A 住宅
A 住宅
A 住宅
B 住宅
E 
C 住宅
E
C 住宅
表 ３−１　外国公館の一覧表
–  70  –
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
1617
18
19
20
21
22
23
24
25
26
2
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
中央政治区
頤和路公館区
N
主要道路
一般道路
鉄道と駅
城壁
城門
水系
埠頭
商業区
工業区
公園区
第一住宅区
第二住宅区
第三住宅区
図例
1935年までに開設した
現存の駐中公館＋番号
1936-1945年に開設した
現存の駐中公館＋番号
1946-1949年に開設した
現存の駐中公館＋番号
各年代に開設した
既存しない駐中公館＋番号
1
1
1
1  1  1
0 1km
図 ３−３　外国公館の位置 24)
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江
蘇
路
寧
海
路
北　京　西　路
江
蘇
路
中
山
北
路
西
康
路
頤
和
路
寧
海
路
寧
夏
路
20
28
31
12
19
42
43
46
47
51
44
45
36
26
39
N
0 100m
図 ３−４　頤和路公館区内にある外国公館の位置
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16　トルコ大使館
14　フランス大使館
19　カナダ大使館
15　インド大使館
17　トルコ大使館
12　ベルギー大使館
0  10    30m 各平面図方位
門塀 緑地
母屋 付属建築
22　イタリア大使館
44　フィリピン公使館
36　メキシコ大使館
37　チェコ大使館
39　オーストラリア大使館
31　ポルトガル公使館
35　ソ連大使館
49　ベルギー大使館
51パキスタン公使館
46　ソ連大使館
47　ドミニカ公使館
45　ブラジル大使館
41　ポーランド大使館
42　スイス公使館
43　スイス公使館
40　オーストリア公使館
30　フランス大使館
29　エジプト公使館
23　ペルー大使館
25　シャム大使館
28　フランス大使館
図 ３−５　分析対象とする外国公館の平面図
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３　研究方法
　資料調査により，調査と分析対象を確定し，年代や住所などの情報をまとめ，一覧表を
作成し，外国公館の類別，使用年代と現在用途を表す（表 ３−１）。調査対象の分布と現状
に関する現地調査およびヒアリング調査を行い，現存するかどうかを明らかにする。現存
する対象に対してはさらに外部空間の調査を行う。大部分の外国公館は 1946 年以降に開設
されたため，入手した 1948 年南京市地図 17）から基図を作成し，外国公館の年代，分布と
現存状況がわかるようにマッピングした地図を作成する（図 ３−３，図 ３−４）。現地調査
と文献資料に基づき，各対象の空間的特徴を把握する（図 ３−５）。改造が激しいものは，
古写真や樹木の位置などから外部空間と緑地の現状を推察する。分析対象によって，庭の
保存状況と改造状況が異なるため，本研究では庭の詳細な景観要素についての分析は行な
わない。既往研究 14）19）-21）を参考にし，外部空間の構成の骨格となる敷地の規模，平面形状，
配列，エントランス，植栽の配置，動線の 6部分に着目して分析する。
　客観的に外部空間の構成特徴を把握するため，階層クラスター分析を行うことで構成特
徴を類型する。クラスター間の距離の測定方法は，明確なクラスターを作り，特徴を区別
するため，Ward 法となります 22）。個体間の距離の測定方法は，平方ユークリッド距離を
使用する。分析項目の分類を基礎データとし，サンプルスコアが得られます。サンプルス
コアを用い，階層クラスター分析を行います。クラスターの数は一定している類似係数
の広い範囲内のある点で，また数少ない基準でデンドログラムを切り分ける。djk の範囲
8<djk<15 の階級では，範囲の幅が広く，各グループの特徴もよく現れるため，この部分を
切断箇所にし，3 つの類型が得られる。各グループの特徴を考察することで，外部空間の
構成特徴を明らかにする。
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４　外部空間の構成特徴の分類
　本研究における外部空間とは，敷地範囲内の建築の内部空間に対応するものである。近
代住宅の外部空間は鑑賞以外，日常生活に関わるさまざまな活の場として利用され，当時
の住居文化および生活文化も反映される空間である。
　対象とする外国公館の外部空間は，欧米住宅を模倣した建築様式に合わせ，主に緑地と
舗装により構成される。戦乱と紛争が多い年代に建てられ，資金や物資が乏しいため，築
山や池などの要素と施設は少ない。それ故，外部空間の構成の基本となる敷地の規模，平
面形状，外部空間と母屋の配列，エントランス，緑地，動線の 6 部分に着目して分析する
14）19）20）。対象とする外国公館の外部空間は，欧米住宅を模倣した建築様式に合わせ，主に
緑地と舗装により構成される。戦乱と紛争が多い年代に建てられ，資金や物資が乏しいた
め，築山や池などの要素と施設は少ない。調査対象とされる 51 カ所の中，噴水や池，階段
等がみられる外国公館は，わずかアメリカ大使館（西康路 33 号）とイギリス大使館（双楼
門 38 号，図 ３−１）の 2 カ所である。この 2 カ所は当時，外国により建てられたもので，
外部空間に西洋式な施設がみられる。広い敷地と特徴的な造りを持つため，現在も綺麗に
保存されている。
　しかし，本章の多くの調査対象および全ての分析対象は，外国により作られたものでは
なく，中国人により建設され，一時的に民居だったものである。これらの対象にある外部
空間には，西洋式庭園の建造物もなく，中国私家庭園の築山と池もない。主に樹木，芝生
と舗装で構成されている。また，植物の植え替えなどを確認できないため，植物について
は分析できない。
　また，要素や施設がないことも当時の庭園文化を反映しているではないかと考える。近
代は紛争が多い，太平ではない時代であり，中国でも，日本でも物資と資金は乏しい時代
であった。このような時代と社会で，いくらでも高官と富豪の邸宅としても，経済的に，
物資的には追えないことが多かった 23)。さらに，西洋式庭園に憧れ，中国式な山水ではなく，
欧米式な芝生と樹林を中心に庭を作った。庭園中に建造物を作らなかったこともありえる
と考える。
　上記のため，外部空間について規模，平面形状，外部空間と母屋の配列，エントランス，
緑地，動線の六部分を分析項目とする。
４．１　規模
　「首都分区条例草案」により，「第一住宅区内の各敷地の面積は 540m2 以上のこと。第二
住宅区内の各敷地の面積は 350m2 以上のこと。」24）と各敷地面積が規定されている。全分析
対象の規模と対象数を合わせると，集中分布が見られ，また平均的に分類できることから，
1000 m2 以下を小規模住宅（Ⅰ，10 カ所），1000 m2 − 2000 m2 を中規模住宅（Ⅱ，11 カ所），
2000 m2 以上を大規模住宅（Ⅲ，6 カ所）の 3 つに分けることができる 19） （図 ３−６）。半
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数以上が規定の 2 倍を超えている理由は，使節は外国公館で日常生活のほか，執務や接待
などさまざまな活動をする空間を必要としたからと考えられる。
４．２　平面形状
　当時第一住宅区はその範囲を規定し，住宅区内の構内道路，敷地境界も統一して計画さ
れたため，外国公館の平面形状がほぼ四角形に統一されている 27）。民国時代の地図と現在
の測量地図を照合しながら，各外国公館の平面図を作成すると，四角形の敷地平面形状 24
カ所がみられる（図 ３−７）。
４．３　配列
　「第一住宅区内，建築の横壁から塀まで 2m 以上，後ろ壁は後ろの塀まで 8m 以上，正面か
ら正面の塀まで 7m 以上の距離を置くこと。母屋と付属建築の建築面積の合計は敷地面積の
40% を超えないこと。」24）と「首都計画」により規定されたため，敷地の 60% 以上は外部空
間となっている。
　各外国公館の平面図から，外部空間と母屋との配列関係を検討し，外部空間が母屋の 3
面以上を包囲する包囲型（18 カ所），庭が母屋の 2面を包囲する L字型（9カ所）に分類す
る（図 ３−８）。全てにおいて，母屋の 2面以上は広い外部空間に囲まれており，当時の高
級住宅区内の邸宅では，建築様式のほか，建築外部の広い環境も要求されていたことがわ
かる。
包囲
(18カ所）
L字
(9カ所） 中央(C) 通り抜け(T) 外壁周り(A) 建築周り(F)
図例
母屋 　　　外部空間
図例
母屋 　　　緑地 　　　塀 　　
Ⅰ 面積 < 1000m2　            （10カ所） 
Ⅱ 1000m2 ≤ 面積 < 2000m2 (11カ所)
Ⅲ 2000m2 ≤ 面積                ( 6カ所) 四角形
(24カ所）
五角形
(2カ所）
六角形
(1カ所）
図 ３−８　外国公館の配列 図 ３−９　外国公館の緑地
図 ３−６　外国公館の規模 図 ３−７　外国公館の平面形状
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４．４　緑地
　植物の敷地内の位置を把握することで分類する（図 ３−９）。中央型（C）は植物が庭の
中央に位置し，塀や建築に接していない，花壇のようなものが多い。とおり抜け型（T）は
園路を挟み母屋まで至る長い緑地である。外壁周り型（A）は塀の周りに植物を配置する緑
地，建築周り型（F）は建築の壁周りに植物を配置する緑地である。単なる余白に緑を増
やすだけではなく，母屋の位置や向き，敷地の平面形状，人の活動空間，動線などを考え，
緑地の位置と形を設計したと考えられる。例としては，図 ３−１７にある 6 つの平面図に
みられるように，緑地は必ず母屋の南方向にある。これは南京では夏高温，強烈な日照の
ためであると考えられる。また，ポーランド大使館（41 番，図 ３−１３）では，長い敷地
を生かし，とおり抜け式緑地と婉曲したアプローチを設け，母屋周りに閑静な環境を作り
出すとともに全面的に緑地ではなく，母屋の周りに多少な空地が残され，車の出入や人の
活動場所に使われたと考えられる。それ故，緑地および緑地により生み出された空間は美
を取りいれながら，敷地の利用も含め合理的に設計されたとみられる。
４．５　エントランス
　建築の外部空間と内部空間の結合部であり，過渡空間でもある母屋のエントランスは，
階段（S，4 カ所），玄関ポーチ（P，11 カ所），玄関ポーチ・バルコニー（PB，10 カ所），
玄関ポーチ・ベランダ（PV，2 カ所）に分けられる（図 ３−１０）。玄関ポーチと玄関ポーチ・
バルコニーは大中規模の外国公館で多くみられる一方，階段と玄関ポーチ・ベランダは小
規模で多くみられる。また，27 カ所中 21 カ所では母屋入口を強調する役割がある玄関ポー
チか玄関ポーチ・バルコニーがみられる。
４．６　動線
　門から母屋のエントランスまでの動線において，方向を変える転回が何回あるかを分析
する。母屋に裏門や脇門が有する場合もあるが，外部空間の主要な特徴を明らかにするた
めに，敷地の正門から母屋の主なエントランスまでの動線だけを分析する。その結果，直
階段（S）
(4カ所）
玄関ポーチ（P）
(11カ所）
玄関ポーチ•バルコニー
（PB）
(10カ所）
玄関ポーチ•ベランダ
（PV）
図 ３−１０　外国公館のエントランス
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線（7 カ所），転回 1 回（14 カ所），転回 2 回（6 カ所）に分類できる（図 ３−１１）。直線
は小規模な外国公館で多く見られ，転回 1 は大規模な外国公館で多く見られ，転回 2 回は
中小規模な外国公館でみられる。プライバシーを守るためには，転回 1 回や転回 2 回の動
線が適しているが，多くの小規模の外国公館では敷地面積が限られているため，直線の動
線が設計されたと考えられる。
直線  (7カ所） 転回1回  (14カ所） 転回2回  (6カ所）
図例 母屋　　　 塀 　　 門 　　  動線 　  曲がり
   ＊参照：http://blog.sina.com.cn/s/
           blog_63a60aae0101j2gf.html
図 ３−１５　44 番　フィリピン公使館
図 ３−１２　19 番　カナダ大使館 図 ３−１３　41 番　ポーランド大使館
図 ３−１１　外国公館の動線
図 ３−１４　16 番　トルコ大使館
  ＊参照：http://blog.sina.com.cn/s/
          blog_63a60aae0101iy32.html
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５　外国公館の外部空間の構成特徴
　上記の 6 着目点に基づき，クラスター分析を行うことで，緑地中心型，空間装飾型，空
間活用型が得られる（図 ３−１６）。
　緑地中心型（6カ所）に属する外国公館は，すべて 2000m2 以上の敷地面積，包囲型配列，
玄関ポーチと転回 1回の動線を有する。平面形状は 1カ所以外すべて四角形である。また，
すべての外国公館で，塀と建築の周りに緑地が設けられている。緑地中心型のうち 3 カ所
は庭の中央に花壇とみられる緑地を設置している。1 カ所はとおり抜け型の緑地を有し，
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図 ３−１６　外国公館の外部空間に対するクラスター分析
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婉曲した園路によって母屋に至る。
　緑地中心型の外国公館は（図 ３−１２，図 ３−１３），広い外部空間に囲まれ，母屋に玄
関ポーチを備え，外見のバランスを取り，玄関正面の重要性を強調することで，立派で堂々
とした雰囲気を生み出す 28）。中央型またはとおり抜け型の緑地を設置することにより，さ
らに母屋の存在を強調している。しかし，門からエントランスまでの動線を一直線にする
代わりに，一回転回を入れているのは，敷地外部と距離を取り，プライバシーを守るため
だと考えられる。
　空間装飾型（11 カ所）に属する外国公館は，1000m2―2000m2 の敷地面積，包囲型配列で
ある。1カ所は五角形以外すべて四角形である。1カ所以外，すべての外国公館で塀と建築
の周りに緑地がみられる。エントランスにおいては玄関ポーチ・バルコニーが最も多く見
られ（6 カ所），玄関ポーチ（4 カ所）と階段（1 カ所）式エントランスもみられる。また，
転回 1回の動線は 5カ所，転回 2回は 4カ所，直線は 2カ所みられる。
　空間装飾型の外国公館（図 ３−１４，図 ３−１５）は，やや広い外部空間を有し，玄関
の正面を強調する玄関ポーチと玄関ポーチ・バルコニーを設けている。ただ，玄関ポーチ
とは異なり，玄関ポーチ・バルコニーにある欄干が母屋により一層優雅さを与えている
28）。敷地規模は緑地中心型と比べて狭いため，中央型の緑地を設置する代わりに，塀と建
築の周りに緑地を設け，活動空間や園路を作り出していることがわかる。また，転回 2 回
の動線が見られた 4 カ所中の 3 カ所は，トルコ大使館（16 番，図 ３−１４）のように，エ
ントランスの裏方向から敷地に入り，緑地を通って，2回曲がってエントランスに至るケー
スである。隠逸な環境を生み出しながら，外部空間にも変化を持たせたと考えられる。
　空間活用型（10 カ所）に属する外国公館は，すべて 1000m2 以下の敷地面積である。五
角形の 1 カ所以外すべて四角形の平面形状を，配列は包囲型の 1 カ所以外すべて L 字型配
列を有する。エントランスは玄関ポーチ・バルコニー（4カ所），階段（3カ所），玄関ポーチ・
ベランダ（2カ所），玄関ポーチ（1カ所）の 4種類すべてが空間活用型にみられる。直線型（5
カ所）動線が一番多くみられる。動線は転回 2回（3カ所）と転回 1回（2カ所）がみられる。
また，緑地の組み合わせは多様であるが，外壁周り型が一番特徴的である。外壁周り型と
建築周り型を両方とも有するのは 3カ所である。とおり抜け型（2カ所）と中央型（2カ所）
もみられる。
　空間活用型の外国公館（図 ３−１６，図 ３−１７）にある外部空間は，緑地中心型，B
と比べ狭く，庭や活動空間を保つために，母屋と付属建築を敷地の片方に集中して設置し
たと考えられる。それ故，L 字型の配列がほとんどである。10 カ所のうち半分は空間装飾
型と同様に建築正面を強調する玄関ポーチと玄関ポーチ・バルコニーのエントランスを有
する。残りの 5カ所のうち，3カ所は階段，2カ所は玄関ポーチ・ベランダがみられる。装
飾を抑えた造りで，機能を優先し，建築正面の連続性がみられる。緑地においては，空間
装飾型で多く見られた外壁周り型と建築周り型の組み合わせは 3 カ所しかない。これは緑
地以外に，建築周りにも活動空間を保つためではないかと考えられる。また，動線も敷地
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面積の制限から，転回 2 回と転回 1 回のように，空間を取るものより，直線型が多くみら
れる。
　これらのことから，分析対象となる外国公館は「首都計画」とおりに建造され，外部空
間には都市計画の構想と，上流階層と外国使節の住環境に対するニーズが表れたことが理
解される。緑地中心型では，社会地位や理想的な生活などが象徴されており，広い敷地を
占め，母屋を強調するエントランスや緑地を設置し，さらに，外壁周りに自然樹林を作り
注：立体図は各グループの特徴を表すための模式図であるため、必ず平面図と一する
　　ではない。
図例 門塀 緑地 母屋 付属建築 動線
0       20m
0    10m
19 カナダ大使館 41 ポーランド大使館
 16 トルコ大使館 44 フィリピン公使館
12 ベルギー大使館 46 ソ連大使館
0     20m
0        20m
0    10m
0       20m
緑地中心型
空間装飾型
空間活用型
各平面図方位
図 ３−１７　外国公館の外部空間の構成特徴
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出している。空間装飾型では，緑地中心型ほど広くないが，外部空間を活用し，同じく母
屋の正面性を強調する特徴がみられる。また，バルコニーの手摺りや，緑地に誘導された
2 回転回する動線などから，優雅さが表現される。空間活用型の敷地面積は大中規模より
限られているため，建築周りの緑地が省かれた事例が多く見られ，エントランスと動線も
簡潔なものが多い。緑地により活動空間を配分したり，動線により相対的に狭い空間でも
プライバシーを守るなどの工夫がみられる。
　全てのグループにおいて，母屋を強調するエントランスが設置され，塀と建築の周り，
特に南方向に，緑地が設置される。動線の片側か両側に緑地がみられる対象が多いが，左
右に緑地がとれない場合は，動線の先に緑地がある事例が多い。緑地と動線の設置により，
プライバシーを守りながら，豊かな緑と活動空間を設け，都心にない閑静で広い屋外環境
を生み出す工夫がされている。
　当時，中国に在住する外国人は，静寂な環境を求め，郊外に移転することが多く見られ
たが 29），本研究対象の外部空間の特徴は，密集地区の一般住宅と違い，郊外の別荘のよ
うに植物が豊かな外部空間を仕立てたことがわかる。南京に滞在する外国使節も，生活と
職務以外に，郊外型環境を望んで，住宅区に外国公館を開設したと考えられる（図 ３−
図 ３−２０　頤和路公館区の街路風景
図 ３−１８　12 番　ベルギー大使館 図 ３−１９　46 番　ソ連大使館
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６　まとめ
　本章では，南京市にある中華民国時代に存在した外国公館の調査と分析を行い，外部空
間の構成特徴について下記のことが明らかとなった。
　多くの外国公館は南京市の北部に位置し，「首都計画」により計画された第一住宅区に集
中していることがみられる。他のエリアより優れた環境，設備，邸宅であり，高官と富豪
の邸宅が並び立つ上流地区とされたことで，外国使節が一斉に視線を向けた原因と考えら
れる。
　統一規定により開設された外国公館を分析した結果，外部空間の構成特徴は緑地中心型，
空間装飾型，空間活用型の 3 つに分けられた。緑地中心型はエントランスと緑地により母
屋を強調しながら，外部から直接に室内を見られないように動線を設定する。空間装飾型
では，母屋を強調する特徴と，エントランスと緑地により外部空間を優雅にする特徴もみ
られる。空間活用型はより簡素で，緑地と動線を合理的に配置することにより住みやすい
外部空間を作り出す特徴がみられる。これらの特徴は，郊外型の屋外環境を求めていた外
国使節を魅きつけたと考えられる。
　グループと国をまとめると，当時の国力と第二次世界大戦での参与と関わりがあると考
えられる。緑地中心型に属するのは，第二次世界大戦の連合国であるフランス，カナダ，ポー
ランドなど国力が強い国である。空間装飾型に属するのは，ポルトガルやスイスなど参戦
しなかった中立国や勢力が弱い国である。空間活用型に属するのは，シャムやペルなどの
国力の弱い国，あるいはフランスとソ連のような複数の公館を持つ国である。土地や公館
を借用する際には，一定の賃金を払わなければならない。日本内閣統計局の調査によると，
1920 年代アメリカの財富総額は 762,356（100 万元），イギリスは 236,330（100 万元），一
方中国は 38,289（100 万元）である 30)。中国とアメリカの財力は 20 倍の差もある。外国
公館の借用は，国の国勢によって差がつくと考えられる。また，国勢の強い国や連合国で
ある国は，戦時中により多くの外交機能を発揮し， 国家間の交流の場ともなっていた。さ
らに，職員と自国民の安全保障や医療などの機能も果たした。外国公館には，国の地位を
象徴する外部空間，居心地がよく，かつ内部の安全性を保つ空間を設けられたと考える。　
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第４章
一般公館と外国公館の外部空間構成
の比較
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１　研究背景と目的
　1927 年，南京国民政府が蒋介石政権により樹立された後，数多くの公館が南京で建設さ
れた。多くの駐中華民国外国公館は北京から南京へ移転または新たに開設された 1)。
　一般公館は，私的な場所で，官僚や著名人が上流階級の生活を追求するために建てられ
た庭付き邸宅である。平米 28 元を支払い，土地を購入することができる。住宅の様式は工
務局の既定様式，もしくは自ら申請した様式を用い，主に西洋式で建設された2)。1933年，「首
都計画」により，一般公館が並び立つ新式住宅地である頤和路公館区が建設された。1937
年までに，公館区内の公館数は 287 件にも及んでいた 2)。
　一方，外国公館は，公的と私的な性質を兼備した場所で，他国の外交官や職員の公務と
居住のために設置された施設である。一般の公館と同じく独立した庭と西洋式の建物を有
する。公館区は西洋的な雰囲気と風景を有し，一流の設備と居住環境を備えていたため，
外国使節の注目を集めた。それ故，多くの外国公館は公館区に設置された。公館区内に開
設された外国公館に限らず，大部分の外国公館は，既存の公館を利用した形で開設された。
他にも，外国が自主建設した物と，既存の公館を大幅に増改築した物が存在する。
　外国公館の敷地を租借した際には，無作為な選択ではなく，1935 年に頒布された「南京
市内外国使館租用館址辦法」に従って立地の選定と設置が行われた。「南京市にある土地，
建築，館舎の借用を申し込む場合，地点と面積を外交部に出願し行政院による審査を受け
ること。借用した館舎の賃料を全納した後，南京市政府，外交部と外国公館と会同し，借
用範囲を締結すること。借用した館舎は，職員の公務と住居の用途以外，転移または収益
と営業用にしてはならないこと。」の三点を規定した 3)。まず，外国側が租借する地点と面
積を外交部に申し出，次に，外交部から行政院に上げ，審査を受ける。賃料を全納した後，
南京市政府，外交部と外国公館と会同し，借用範囲を定める。すなわち，外国側は自らの
使用と習慣に適合した敷地を選んだのではないかと考える。さらに，既往研究によると，
外国公館の元所有者の多くは，政府重役，海外での職務経験，留学経歴，他地域への移住
などの経歴を持っている。それ故，外国公館は一般公館を租借したとはいえ，外国側の意
思に従ったものでもあり，単純に一般公館と同一視することはできない。外国が自主建設
あるいは増改築したもの，一般公館を租借したもの，いずれの外国公館も，外国使節の使
用と居住に対する意思を反映している。外部空間の構成特徴において，外国公館と一般公
館の共通点と相違点を抽出し，それらの観点から比較，分析を行う。それぞれの空間的な
特徴を明確にすることは，外国使節の需要と空間文化を探りだす手がかりになるのではな
いかと考える。
　しかし，建物と外部空間に関しては，両者が混同されるのが現状である。また近年，両
者の外部空間の構成特徴について研究されてきたが，比較研究はまだ行われていない。特
に，外部空間において，どんな共通点と相違点を持っているかは重視されていない。現在，
公館区外にある少数の現存している外国公館は宿泊施設や企業などに使用されており，そ
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の他の一般公館と外国公館は主に住宅として使われている。多くの場合，外国公館は一般
公館と同じく，外部空間に十分な注意を払われずに，住宅用途として建物のみ修復されて
いる。南京市内の公館では，老朽化による元の風貌の損失，修復活動による空間的特徴の
変化と文化的価値の低下がみられる。本章では，外部空間の構成において，中華民国時代
に首都の南京市で建てられた一般公館と外国公館の共通点と相違点を明確にすることを目
的とする。
図例
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図 ４−１　公館区外にある研究対象の位置
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２　研究対象
　2016 年 7 月時点，南京市では，77 件の一般公館，別荘，または住宅（外国公館はこの中
に含まれていない），24 件の外国公館が文物保護単位として指定されている 4)。なかでは，
中国国務院により指定された国レベルの文物保護単位は，一般公館・別荘・住宅 1 件，外
国公館 2 件である。江蘇省政府により指定された省レベルの文物保護単位は，一般公館・
別荘・住宅 14 件，外国公館 3件である。南京市政府により指定された市レベルの文物保護
単位は，一般公館・別荘・住宅 62 件，外国公館 19 件である。一般公館とは，官僚や著名
人が居住する庭付き邸宅である。別荘とは，普段の住居とは別に，避暑，休養の目的で建
てられた第二の家である。ここでの住宅は，一般公館より階級の低い一般的な住居のこと。
外国公館とは，公共的な外交施設であり，外国使節が生活するための私的な場所である。
外国公館は，私的な一般公館・別荘・住宅と異なり，公的と私的な特徴を兼備する場所で
あるため，個別に計数する。
 また，頤和路公館区は，文物保護単位である一般公館と外国公館が最も集中する地域であ
る 5)。江蘇省政府により指定された省レベルの文物保護単位である一般公館 2 件，外国公
館 1件，南京市政府により指定された市レベルの文物保護単位である一般公館 22 件，外国
公館 13 件が公館区に位置する。また，全体の保全状況と資料の公開状況も市内の他地域よ
り優れている。
　区外にも保存状況が良い公館は存在するが，立地と建設背景が一様でなく，保全状況が
不揃いで，資料の収集と考証が困難である。それ故，本研究において研究対象は，以下の
手順から選出する：
　（1）公館区内に位置し，文物保護単位として指定された公館をまとめる（一般公館 23 カ
所，外国公館 15 カ所）。
　（2）外国により自主建設された外国公館は，外国使節の外部空間に対する需要を反映す
る点から，公館区外に位置し，文物保護単位として指定された自主建設の外国公館をまと
める（3カ所）。
　（3）上記（1）と（2）を合わせ，参考文献により外部空間が判別できるものを整理し，
一般公館22カ所と外国公館17カ所を研究対象とする。（表　4－ 1，図　4－ 1，図　4－ 2）。
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国
市
市
市
市
市
市
市
市
省
省
市
市
市
市
国
市
レベル 名称 建設年代（年）
開設年代 閉鎖年代
イギリス大使館
ブラジル大使館
インド大使館
イギリス大使館
スイス公使館
スイス公使館
アメリカ大使館
ドミニカ公使館
ソ連大使館
フランス大使館
カナダ大使館
ポルトガル大使館
メキシコ大使館
オーストラリア大使館
フィリピン公使館
アメリカ大使館
ローマ公使館
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
番号
1911
1933
1935-1936
1936
1936
1936
1936
1937 以前
1937 以前
1937
1937
1937
1937
1937
1937
1945
1946
1916
1948.6
1946.11
1946
1948.4
1948.4
1948.5
1948.1
1948.8
1937
1946.4
1947.3
1947.8
1948.2
1948.4
1946.7
1946.12
1949
1949.4
1950.4
1949.4
1949.4
1949.9
不明
1949.6
1950.1
1949
1949.1
1950
1950.2
1949.9
不明
1949.4
1951.9
敷地面積（m2）
19351.4
899.7
1484.3
1130
1146.8
1035
800
898.9
809.9
5600
2600.3
1533.33
7200
945.3
1362
42375.7
765
元の所有者
自主建設
李 儒勉
賀 耀組
劉 既漂
陳 張平玉
黃 任霖
不明
劉 鍇
王 青蓮
自主建設
梁 穎文
不明
王 昌熾
韓  文煥
王 崇植
汪兆銘 / 自主建設
自主建設
市
市
市
市
市
市
市
市
市
省
市
市
省
市
市
市
市
市
市
市
市
市
閻 錫山 公館
鈕 永建 公館
鄒 魯   公館
周 至柔 公館
兪 済時 公館
朱 家驊 公館
竺 可楨 公館
林 彬   公館
端 木愷 公館
ジョージ・マーシャル公館
胡 小石 公館
薛 岳   公館
汪 兆銘 公館
顧 祝同 公館
范 漢傑 公館
陳 誠   公館
蒋 緯国 公館
冷 欣   公館
胡 璉   公館
馬 鴻逵 公館
湯 恩伯 公館
杭 立武 公館
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
1924
1927 以前
1927 以前
1928
1928
1929 以降
1930s 初期
1935 以前
1935
1935
1935
1936
1936
1937
1937 以前
1937 以前
1937 以前
1937 以前
1930s
1930s
1946
不明
2441
989.9
776.7
1525.6
873.06
1900
1083
1166.46
766
2779.8
765.8
795.6
1542.8
2252.6
900
2250
714.4
1200
900
1708
748
1015.9
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
公
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
外
9)
9)
10)
10)
9)
9)
10)
9)
9)
8)
9)
10)
9)
9)
9)
9)
9)
9)
10)
10)
10)
10)
10)
10)
10)
10)
9)
10)
10)
9)
9)
10)
9)
9)
10)
8)
9)
9)
10)
表 ４−１　研究対象となる一般公館と外国公館の一覧表
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図例 主要道路
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図 ４−２　公館区内にある研究対象の位置
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３　研究方法
３．１　資料収集と現地調査
　公館の建設情報を把握し，図面と資料写真を入手するため，資料の収集を行う。現存状
況と所在位置の確認，現状写真の収集，外部空間の把握を目的とした現地調査を行う。南
京市における資料収集と現地調査は，2013 年 3 月と 5月，2014 年 3 月，2015 年 3 月と 8月，
2016 年 8 月の計 6回行った。
　2013 年は，一般公館を中心に，中国第二歴史檔案館，南京市檔案局，南京市城市建設檔
案館において，民国時代の公館の建設に関する公文書を調査し，民国時代の地図 6) などを
入手した。南京市図書館と書店において，地図 7) と民国建築に関する図書 8)9) などを収集
した。南京市の全域において，一般公館の現状調査を行った。2014 年は，外国公館を中心
に，上記の資料収集を繰り返し，南京市規劃局から公館区の保全計画と平面図 4) などを入
手した。外国公館に対しても，南京市全域にて，現存状況と位置を調査し現状写真を集めた。
2015 年は，頤和路公館区を中心に，区内の敷地，外部空間と街路空間に対して現地調査を
行った。2016 年は，頤和路公館区の中に位置する公館を中心に，足りない資料と写真を補
足するための資料収集と現地調査を行った。
　2015 年 7 月に，南京市鼓楼区旅遊局により「南京鼓楼旅遊諮詢服務中心」が開設され，
頤和路公館区に位置する公館の資料展示室が設けられた。区内にある公館，学校，図書館，
政府建築など，217 カ所の敷地 10) に関し，建設年代，元の所有者，敷地面積，建築面積，
間取りなどの基本情報が公開された。それまでに，正式に出版あるいは公開された公館の
情報は少なく，不完全な内容が多かった。それらと比べ，南京鼓楼旅遊諮詢服務中心では，
公館区内の敷地が系統的にまとめられ，ほかの参考文献に記載されていない箇所の基本情
報が公開された。それ故，今までの資料から確認できなかった公館の情報を補足するため
に，資料展示室において，2回の資料収集を行った。一回目は 2015 年 8 月，開館の直後に，
展示される資料の内容を把握し，資料を集めた。二回目は 2016 年 8 月，前回集めた資料を
整理した上，内容を増補した。
３．２　分析方法
　まず，上記の調査により得られた資料に基づき，研究対象の基本情報，写真と図面を整
理し，外部空間について基本集計を行う。公館区は近代の欧米都市計画を手本にしたため，
中国の伝統的なまち並と異なる格子状と対角線の街路と街区を有し，公館区内の敷地は幾
何学形の街区で細分されたものである。敷地の面積や，母屋と塀の位置関係，建蔽率など
に対し，「首都計画」によって詳しく規定された。「首都計画」の「首都分区条例草案」で
は，「第一住宅区内の各敷地の面積は 540m2 以上であること。第二住宅区内の各敷地の面積
は 350m2 以上であること。第一住宅区内，建築の横壁から塀まで 2m 以上，後ろ壁は後ろの
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塀まで 8m 以上，正面から正面の塀まで 7m 以上の距離を置くこと。母屋と付属建築の建築
面積の合計は敷地面積の 40% を超えないこと。」と記している。建物は，所有者の好みに合
わせた様式を用い，外部空間と建築様式に対応したエントランスを持つ。一方，研究対象
の庭では，築山，遣水と構築物などの景観要素がみられない。研究対象によって庭の保存
状況は異なり，現在の資料から民国時代の状態について，すべてを考証することが困難で
あるため，本文において詳細な景観要素については分析しないこととする。これらの内容
を踏まえ，当時の空間特徴を客観的に反映しつつ，外部空間の骨格となる敷地の面積，平
面構成，エントランス，動線の 4部分に着目し，集計を行う。
　次に，集計データを用い，公館の共通点と相違点を見出すための分析を行う。関連文献
11)12)13) と既往研究 14)15) を参考にし，グループ間の区別を識別し，関係を発見することが特
徴となる決定木分析を実施する。抽出したルールと含まれる研究対象の空間構成をまとめ，
模式図を作成する。公館が共通にみられるルールと，それぞれ独自にみられるルールに基
づき，両者の共通点と相違点を分析する。最後に，ルールに応じた外部空間の構成特徴を
検討し，特徴を形成させた原因を考察する。
終端ノード
終端ノード 終端ノード
根ノード
葉ノード
属性１
Yes No
Yes NoYes No
Yes No
属性 2 属性 3
属性 4
木
の
深
さ
... ...
選択ルール
図 ４−３　決定木の模式図 13)
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４　外部空間の構成要素の集計
　本研究における外部空間とは，母屋，附属建物と塀で囲まれた活動空間と緑地のことを
指す（図　４−３）。本文における活動空間とは，敷地内にある建物と植栽のない空間を指
す。緑地とは，敷地内にある植栽のある室外空間を指す。ただし，敷地内に位置する建物
と敷地の外塀の間，または敷地内に位置する建物の間に，植栽のない隙間空間がみられる
が，人が通過できず，活動もできないため，本研究では外部空間と扱わない。
４．１　敷地の規模
　「首都計画」の「首都分区条例草案」では，「第一住宅区内の各敷地の面積は 540m２以上
であること。第二住宅区内の各敷地の面積は 350m２以上であること。」などと，住宅区の
等級に応じて敷地の規模を規定している。敷地面積の階級を均等に設定するため，1000m２
間隔で規模を分ける。1000m２未満を小規模（Ⅰ），1000m２-2000m２を中規模（Ⅱ），2000m２
-3000m２を大規模（Ⅲ）に分ける。3000m２-5000m２の規模を有する研究対象はなく，5000m
２以上のものは4カ所のみであり，個体間面積の差が大きいため，5000m２以上を特大規模（Ⅳ）
に分類する（図　４−４）。
　公館では，小規模の敷地面積を有する研究対象は全体の 45.5% を占め，割合が一番高い（図　
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図 ４−３　活動空間と緑地 図 ４−４　敷地規模の集計
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４−４）。次に，中規模は36.4%，大規模は18.2%みられる。特大規模は0%である。それに対し，
外国公館では特大規模の敷地面積を有するものは，全体の 23.5% を占め，そのうち 17.6%
は外国が自主建設したものである。また，小規模と中規模の外国公館はそれぞれ 35.5% を
占め，大規模は 5.9% を占める。外国公館は公館より割合が高いのは，特大規模のみである。
小規模，中規模と大規模の割合は公館より低い。
４．２　平面構成
　外部空間が連続するかどうかによって，平面構成を連続（C）と分離（Se）に分ける。連
続する外部空間は母屋との隣接する面の数によって，片面隣接（C1），二面隣接（C2），三
面以上隣接（C3）に分ける（図 ４−５）。公館では，C3 に属する研究対象は全体の 54.5%
を占め，割合が最も高い。31.8% の公館が C2 を，9.1% が Se を，4.5% が C1 を有する。一
方，外国公館では，Se は 0% である。C3 に属する外国公館は 70.6% を占め，割合が一番高い。
23.5% の外国公館は C2 を，5.9% は C1 を有する。外国公館は公館より，C3 の割合は高いが，
C1，C2 と Se の割合は低い。
４．３　エントランス
　研究対象のエントランスは，階段（St），玄関ポーチ（P），玄関ポーチ・バルコニー（PB），
玄関ポーチ・ベランダ（PV）の 4 種類がある（図 ４−６）。公館では，P を有する研究対象
は全体の 72.7% を占め，割合が一番高い。次に，13.6% の公館が PB を，13.6% が PV を備える。
St は 0% である。一方，外国公館では，52.9% の研究対象が Pを有し，割合が一番高い。次
に，23.5% の外国公館が PB を，11.8% が PV を，11.8% が St を備える。外国公館は公館より，
PB と St の割合は高いが，Pと PV の割合は低い。
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図 ４−５　平面構成の集計
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４．４　動線
　門から母屋入口までの動線と，門と母屋入口の位置と開口方向を検討する。門と母屋入
口の開口方向により直交型（P）と平行型（V）に分ける。さらに，門から母屋入口に至る
まで曲がった回数により，平行 &直線（P0），直交 &回転 1回（V1），平行 &回転 2回（P2）
に分ける（図 ４−７）。公館では，P2 の割合が一番高く，全体の 54.5% を占める。次に，
27.3% の公館が V1 を，18.2% が P0 を備える。それに対し，外国公館では，V1 を有する研
究対象は，58.8% を占め，割合が一番高くみられる。次に，23.5% が P2 を，11.8% が P0 を
備える。外国公館は公館より，V1 の割合は高いが，P0 と P2 の割合は低い。
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図 ４−６　エントランスの集計
図 ４−７　動線の集計
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５　外部空間の構成における一般公館と外国公館の
　　決定木分析
　決定木分析は，注目する属性値に関するデータの分類，モデリングおよび予測の手法と
して利用されている。注目する属性に関する知識と法則（ルール）は，木構造における根ノー
ドから終端ノードに至るまでの選択ルートの組み合わせで表す 13)。終端ノードは，そのノー
ドに分類される属性値（本研究では，一般公館と外国公館）からラベル付けされる。終端ノー
ドごとに，割合の大きい属性のラベルを付け，該当属性に対応するグループとする 13)。
　上記の集計で得られたデータを用い，4 つの項目を条件属性（独立変数）にし，研究対
象の類別（一般公館と外国公館）を目的属性（従属変数）として決定木分析を行い，外部
空間の構成特徴における一般公館と外国公館の関係を探る。分析には C&RT を利用し，不純
度の測定には Twoing を用いる 11)。C&RT（Classification & regression trees）成長手法は，
ノード内の等質性を最大限にし，あるノードでケースの等質なサブグループが現れない度
合いを不純度で表す。Twoingは従属変数のカテゴリーを2つのサブクラスにグループ化し，
2 つのグループを最適に分ける分割が見つかる。
　本研究において，ケース数が少ないため，親ノードの最小ケースを 4 に，子ノードの最
小ケースを 2 に設定する。また，過剰適合を防ぐため，最大ツリーの深さを 4 に設定する
12)（図 ４−８）。得られたノード数は 15 ノード，終端ノードは 6，ツリーの深さは 4である。
ツリーの最大の深さ
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4
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100.0%
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図 ４−８　決定木の設定
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図 ４−９　一般公館と外国公館の決定木
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５．１　一般公館における抽出したルール
　「規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ／エントランス P・PV・PB ／動線 V1 ／規模Ⅲ・Ⅰ」で，公館に属する
研究対象は 5カ所（71.4%）となる。（図 ４−９）外国公館の割合（28.6%）より上回るため，
ルール R1 として抽出する。また，「規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ／エントランス P・PV・PB ／動線 P2・
P0 ／平面構成 C2」と「同上／平面構成 C3・Se・C1」では，それぞれにおいて公館 6 カ所
（60.0%）と 9カ所（100.0%）が見られ，外国公館の割合（40.0%，0.0%）より上回るため，ルー
ル R2 と R3 として抽出する。
５．２　外国公館における抽出したルール
　「規模Ⅳ」で，外国公館に属する研究対象は 4カ所（100.0%）となる。公館の割合（0.0%）
より上回るため，ルール R4 として抽出する（図 ４−９）。「規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ／エントランス
St」では 2カ所（100.0%），「規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ／エントランス P・PV・PB ／動線 V1 ／規模Ⅱ」
では 5カ所（71.4%）と所在ノードでの公館の割合（0.0%，28.6%）より大きくなっているため，
ルール R5 と R6 として抽出する。
　目的属性の一般公館と外国公館において，それぞれ 3つのルールが抽出できる（図 ４−８，
図 ４−９，表 ４−２）。また，独立変数の重要度から，規模（0.234）が外部空間の構成特
徴における一般公館と外国公館の区別を識別することに対し最も有効である。次に，エン
トランス（0.140），平面構成（0.097）と動線（0.092）となる。
公館
22 件
56.4%
外国
公館
17 件
43.6%
7
9
10
2
4
8
R1
R2
R3
R4
R5
R6
規模
Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ
Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ
Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ
Ⅳ
Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ
Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ
エントランス
P・PV・PB
P・PV・PB
P・PV・PB
St
P・PV・PB
動線
V1
P2・P0
P2・P0
V1
平面構成
C2
C3・Se・C1
5(71.4)
6(60.0)
9(100.0)
0(0.0)
0(0.0)
2(28.6)
2(28.6)
4(40.0)
0(0.0)
4(100.0)
2(100.0)
5(71.4)
7(17.9)
10(25.6)
9(23.1)
4(10.3)
2(5.1)
7(17.9)
根
ノード
葉
ノード
有効
ルール
選択ルート 公館
件 (%)
外国公館
件 (%)
合計
件 (全体の %)規模
Ⅲ・Ⅰ
Ⅱ
図 ４−１４　決定木の選択ルート
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６　一般公館と外国公館の外部空間構成の比較
　一般公館と外国公館から抽出されたそれぞれ 3 つのルールから，一般公館と外国公館の
共通するルール，また各自のみにみられるルールを整理する。各ルールに含まれた該当属
性の研究対象を整理し，外部空間の構成特徴を比較する。共通点を明確にした上で，外国
公館と公館を区別する特徴を明らかにし，共通点と相違点が形成された原因について考察
する。
６．１　一般公館と外国公館に共通してみられるルール（R1と R6）
　公館の R1 と外国公館の R6 は，共通の選択ルート「規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ／エントランス P・
PV・PB ／動線 V1」を持っている（表 ４−１４，図 ４−１５）。含まれる目的属性のラベル（一
般公館と外国公館）と対応する研究対象の構成特徴から，R1 に属する公館（5 カ所）と R6
に属する外国公館（5 カ所）のすべてにおいて，900m２-2250m２の敷地面積と直交 & 回転 1
回（V1）の動線が設けられている。R1 の中の 1 カ所が玄関ポーチ・ベランダ（PV）を，R6
の中の 1 カ所が玄関ポーチ・バルコニー（PB）のエントランスを備える以外，すべての研
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図 ４−１５　一般公館と外国公館に共通してみられるルール
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究対象が玄関ポーチ（P）を有している。また，R1 と R6，それぞれ 1カ所が二面隣接（C2）
の平面構成を有する以外，すべての研究対象が三面以上隣接（C3）を有している。
　R1 と R6 から，一般公館と外国公館は，面積，平面構成，エントランスと動線において
類似性（900<= 面積 <=2250・C3・P・V1）を持つ。胡璉公館（公 19，図 ４−１６）やフィ
リピン公使館（外 15，図 ４−１７）などでは，C3・P・V1 が設けられている。母屋の 3 面
以上を囲む外部空間を持ち，門から 1 回曲がって母屋にある玄関ポーチに至る空間的特徴
がみられる。外国公館が公館との共通点を有する理由は，公館を租借し開設したためと考
える。近代において，中国は欧米文化の影響を受け，住居も生活の様式も欧米を模倣して
いた。公館では，母屋を囲む外部空間と欧米様式の建物とエントランスなどを設け，欧米
化された生活空間を作り出しており家族に快適な生活環境を提供することで，社会的地位
を示していた。
６．２　一般公館のみにみられるルール（R2 と R3）
　R2 と R3 では，「規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ／エントランス P・PV・PB ／動線 P2・P0」がみられる（表 
４−１４，図 ４−１８）。これらは公館のみにみられるルールである。R2 に属する公館（6
カ所）と R3 に属する公館（9 カ所）の敷地面積は，714.4m２-2779.8m２である。これらは 4
種類すべての平面構成がみられる。中でも，二面隣接（C2）と三面以上隣接（C3）の平面
構成が，それぞれ 6 カ所みられる。次に，分離型（Se）は 2 カ所，片面隣接（C1）は 1 カ
所みられる。15 カ所の公館のうち，もっとも多い 11 カ所は玄関ポーチ（P）のエントラン
スを有する。そのほか，玄関ポーチ・バルコニー（PB）と玄関ポーチ・ベランダ（PV）は，
それぞれ 2 カ所にみられる。また，11 カ所は平行 & 回転 2 回（P2）の動線を設け，ほかの
4カ所は平行 &直線（P0）を設ける。
　R2 と R3 においては，面積，平面構成，エントランスと動線において公館の特徴（714.4<=
面積 <=2779.8・C2/C3・P・P2）がみられる。7 割以上の公館が，2 回曲がってから母屋入
口に至る特徴を持っている。汪兆銘公館（公 14，図 ４−１９）のように，直線で門から母
図 ４−１７　外 15　フィリピン公使館図 ４−１６　公 19  胡 璉 公館 8)
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図 ４−１９　 公 14　汪 兆銘　公館 8)
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屋まで至る公館もあるが，多くの公館では，門と母屋入口の間に直線に配置しないように
していることがわかる。竺可楨公館（公 7，図 ４−２０）や林彬公館（公 8，図 ４−２１）
やでは，母屋が敷地の片隅に置かれ，外部空間が母屋の二面を囲む。門から 2 回曲がって
玄関ポーチ・バルコニーもしくは玄関ポーチを備える母屋入口に至る。
　1933 年に，研究対象のなかでは面積の一番小さい蒋緯国公館（公 17，714.4m２，図 ４−
２２）の土地を購入する場合は，20,003.2 元を支払う必要がある。この額は，1933 年社会
下層の年間生活支出額（58.48 元）の約 342 倍，社会上層（251.21 元）16) の約 80 倍であ
る。より広い敷地を設けるためには，より強い財力と社会地位が必要である。地価と建設
費用が高額なため，約 9割の公館が 2000m２未満の規模を有すると考える。面積上の制限で，
母屋の 2 面を囲む外部空間や，分離して母屋と接する外部空間がみられる。一方，外国公
館と比べ，狭い敷地でありながらも，数多くの公館は，曲がりの多い動線を有する。中国
の伝統的な住宅では，母屋の入り口が門から見えないように配置され，外部空間は家族場
のプライベートな空間である 17)。民国時代の生活は，外国文化の影響で，社交や音楽，体
育などの活動が増えたが，それらは主に喫茶店やレストランなどの公的な場所で行われた。
公館のなかでは，家族と過ごしたり，読書などの個人的な趣味を楽しんだりする所であっ
た18)19)。居住者にとって私的な生活空間であるため，従来の生活習慣に配慮し，プライバシー
を保つために，より複雑な動線を設けたと考える。
６．３　外国公館のみにみられるルール（R4 と R5）
　R4 と R5 では，「規模Ⅳ」と「規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ／エントランス St」がみられる（表 ４−
１４，図 ４−２３）。これらは外国公館のみにみられるルールである。この 2つのルールに
属するすべての外国公館は，三面以上隣接（C3）の平面構成を有する。R4に属する外国公館（4
カ所）は，5600m２以上の広い敷地面積を有する。これらには，玄関ポーチ（P），玄関ポー
チ・バルコニー（PB）のエントランス，平行 &直線（P0），直交 &回転 1回（V1）の動線が
2カ所ずつみられる。R5 に属する外国公館（2カ所）はそれぞれ 898.9m２と 809.9m２であり，
図 ４−２１　公 8  林 彬 公館 10) 図 ４−２２　公 17　蒋 緯国 公館
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階段（St）のエントランスと平行 &直線（P0）の動線を備える。
　R4 と R5 から，外国公館における敷地面積，平面構成，動線の特徴（面積 >=5600m２・
C3・P0）がみられる。フランス大使館（外 10，図 ４−２４）は 1937 年に仏国により自主
建設されたもので，アメリカ大使館（外 16，図 ４−２５，図 ４−２６）は，1946 年に汪兆
銘公館の上に米国により大幅に自主建設を行ったものである。R4 に属する外国公館は，ほ
かの研究対象より，広い緑地持ちながら，曲がりのない動線を設ける。また，公館のもの
より大きい玄関ポーチ・バルコニーや玄関ポーチを設け，母屋の正面を強調して外部に呈
示する。一方，ソ連大使館（外 9，図 ４−２７）では，敷地の規模が小さいため，母屋を
門の近くに配置し，階段式のエントランスと短い直線の動線を設け，奥に広い外部空間を
図 ４−２４　使 10　フランス大使館
0 100m
N
外16 アメリカ大使館
0 40m
N
外9 ソ連大使館
番号
1
13
10
16
8
9
外
外
外
外
外
外
規模
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅳ
Ⅰ
Ⅰ
平面構
成
C3
C3
C3
C3
C3
C3
エント
ランス
P
P
PB
PB
St
St
動線
V1
V1
P0
P0
P0
P0
ルール：R4 と R5    
選択ルート：規模Ⅳ
選択ルート：規模Ⅲ・Ⅰ・Ⅱ/
            エントランス St
図 ４−２３　外国公館のみにみられるルール
図 ４−２５　外 16　アメリカ大使館
–  104  –
作り出す。
　外国公館は本国の領土と同じ扱いを受けるなどの特権を持つ。戦時中は，国際の政治と
外交関係や，外国にいる国民の安全などに対し，重要な機能を果たしていた。外交と職務
の必要上，外国公館はより簡単な動線と母屋を強調するエントランスを持つと考える。ま
た近代以来，世界では外国使節は国の代表として，駐在国では上流階級の生活水準を保つ
必要があるという共通認識ができた。外国使節の暮らしは，国の世界的イメージと強く関
わる 20)。しかし，近代の中国では衛生管理と設備が乏しかったため，外国使節にとって快
適な生活環境ではなかった。中国に在住した外国人は市街地への外出を控え，環境の良い
郊外で暮らしていた 21)。それ故，外国使節にとって外国公館は重要な生活場所であった。
さらに，他国の大使や公使を外国公館に招き，政治的な会談や個人的な付き合いなども行
われていた 21)。居住と社交上の目的で，より広い敷地あるいは母屋を囲む外部空間が必要
とされた。外国使節は，外交，職務，居住と外交の必要に応じた外国公館を求めていたと
考える。
　以上のように，外部空間の構成特徴における一般公館と外国公館の共通点と相違点がか
わった。R1 と R6 における，一般公館と外国公館は，平面構成，エントランスと動線の類
似性（900<= 面積 <=2250・C3・P・V1）を有する。R2 と R3 において，公館は 714.4<= 面
積 <=2779.8・C2/C3・P・P2 の特徴を有する。一方，R4 と R5 において，外国公館は面積
>=5600m2・C3・P0 の特徴を有する。個人住宅としてプライバシーと生活品質を保つ公館に
対し，外国公館は外交や公務，居住，社交などのさまざまな機能を持つため，公館より広
い敷地，囲む面が多い外部空間，曲がりの少ない動線と母屋を強調するエントランスを備
えたと考えられる。
図 ４−２７　外 9　ソ連大使館図 ４−２６　外 16　アメリカ大使館
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７　まとめ
　本章は，外部空間の構成特徴において，決定木分析を用い，一般公館と外国公館の関係
について明らかにした。両者の間では，規模，平面構成，エントランスと動線において類
似性がみられるが，外国公館は機能上の理由で，公館と空間的な区別を持つことがかわっ
た。
　一般公館は，外国公館より曲がりの多い動線を持つ傾向がみられる。多くの一般公館で
は，プライバシーを保つために，門と母屋入口を直線に配置しないようにしていることが
わかる。一方，外国公館は一般公館より多くの機能を負うため，より広い敷地を有する。
また，一般公館より単純な動線とエントランスを持ち，母屋の正面を強調し，外部に呈示
する特徴を持っている。
　今まで，一般公館と外国公館における外部空間の共通点と相違点に関して研究されな
かった。外部空間の構成特徴と民国時代の生活と空間文化に関する研究も少なかった。ま
た，空間保全の基礎となる研究も不足している。それ故，南京市の保全活動では，一般公
館と外国公館それぞれの外部空間特徴に対する認識，空間文化に対する保全意識は不十分
である。成果は，今後の公館に対する保全活動や保全計画に，外部空間の構成特徴に関す
る基礎知識を提供する。外部空間の保護修復と空間文化の理解に役立つことを期待する。
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１　研究背景と目的
　本章では，外部空間の配置から，公館区の街区構成の特徴と，公館区にどのような中国
の伝統的な特徴が取り込まれたかを明らかにすることを目的とする。研究成果は今推進さ
れている公館区の保護修復と近代歴史文化の研究と宣伝に有用性が期待できる。
　1929 年 12 月，中華民国の政府は米国籍の建築家，都市計画家，エンジニアリングを顧
問に迎え，中国人建築家などの協力で「首都計画」を策定した。新式住宅地の公館区は，
中国の上流階層のために建設され，庭付き高級住宅が並び立ち，当時欧米の先進的な都市
計画思想を手本とした計画の一つで，「首都計画」のとおりに完成した唯一の住宅地である
1）。
　ただ，1915 年の新文化運動の影響で，国中に「中体西用」の思潮が再び広がった。それ
をきっかけに，社会と文化の西洋化を主張する西洋主義と，中西文化の融合を主張する文
化保守主義の論争は，1940 年代まで激しく続いていた 2）。「首都計画」はまさに論争の真
最中に，「欧米の科学的な原則に基づき，中国の美術的な長所を取り入れる」の方針を打ち
出した 3）。その背景でつくられた中国人向けの公館区は，近代租界や沿海都市で欧米住宅
を模倣した外国人向け住宅地とは異なる。欧米の近代住宅地をもとに公館区を作り上げた
とはいえ，すべての敷地には中国の伝統住宅のように高い塀が建てられ，庭は道路から隔
てられている。所有者各自の好みで，多様な欧米住宅の様式を模倣する一方，中国の伝統
建築様式と欧米の建造技術を融合しながら 4）5），建物と外部空間が設計された。そうした
個性的な住居が立ち並ぶことによってまち並が形成され，公館区の独特な街路風景を見せ
ている 6）。
　公館区の保護修復 1）7），近代南京市の住宅問題 8）9），都市計画 10）11）に関する研究が存在し，
近代南京市の都市計画は田園都市思想に影響されたことが知られている 11）12）だが，いず
れも外部空間の配置，公館区の街区構成については研究されていない。また，公館の外部
空間の構成には中国伝統住宅の特徴が存続されていることが前文で明らかになった。しか
し，伝統住宅にとっては重要な空間秩序は，欧米様式の公館の外部空間において，どのよ
うに継承されたかはまだ研究されていない。さらに，外部空間の秩序は，公館区の空間に
どのような影響をもたらしたかについてはまだ解明されていない。
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２　研究対象
　本章では，「首都計画」により計画し建設された公館区を対象地とする 13）（図 ５−１）。
1949 年から近年まで，敷地内で建築が増設されたり，集合住宅に改造されたり，当時の風
貌が失われた経緯がある。これを鑑み，資料により 1930-1949 年に建てられた建物と敷地
をふるい分け 14）15） （図 ５−２），敷地範囲が明確で，改造が少なく，住宅であった 200 カ
所を研究対象とする（図 ５−３）。
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３　研究方法
　文献調査により，民国地図，公文書，出版物などを収集し，公館区の基本情報を把握す
る。次に，街区と敷地内外の空間について現地調査を行う。文献調査と現地調査の結果に
基づき，データと図面を整理する。建築年代図（図 ５−２）により 1930-1949 年公館区地
図を作成した上，階数図と 1946 年の民国地図と合わせ，拡大平面図を作成する（図 ５−３）。
図面では，民国地図をもとに塀の位置を調整・復元したものを区別するために，番号の隣
に「・」をつける。また塀と母屋に脇門や裏門が備える場合もあるが，外部空間の主要な
配列を取り上げるため，また年代が特定できないため，主な入口のみ平面図に示す。
　外部空間の配置を検討した上 16）17）18），各研究対象の街路から母屋入口までの外部空間の
配列をまとめる。配列は複数の隣り合う空間の連続とし，2 つの空間の隣接関係をカテゴ
リー変量とする。配列にある空間の隣接関係を検討し，データを得る。ユークリッド平方
距離を用い，Ward 法による階層クラスター分析を行う。グループ間距離の変化が大きく，
各グループの特徴がより理解しやすい基準で，デンドログラムを切り分けて分類する 19）
20）。各グループの特徴を分析し，欧米住宅と中国伝統住宅の特徴を踏まえて考察する。さ
らに，得られた外部空間の配列の特徴を公館区の平面図にマッピングし，外部空間の配列
の特徴からみた公館区の街区構成の特徴を明らかにする。
図 ５−４　公館区の四差路の街路写真
　　　　　　　　　　　 ＊参照：http://map.baidu.com/
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４　公館区の街区構成
４．１　都市における公館区の立地　　　　　
　国民政府が都心部の混雑，住宅不足や不衛生などの問題を改善するため，19 世紀の欧米
を模倣し，郊外の新式住宅地を解決策の一つとして建設した 12）21）。公館区は当時人口が密
集している中心部から離れた西北部の郊外に位置し，「中山北路」の西南に位置する 9） （図 
５−１）。中山北路は，西北 - 東南方向の道路で，孫文の霊柩を北京から南京紫金山にある
中山陵に移すために 1929 年に修造された。当時に多くの政府機関は中山北路の両側にあっ
た。
４．２　道路と街区　　　　　
　公館区は，19 世紀末から 20 世紀初頭にアメリカで発達した都市計画に大きく影響され
て建設された 4）12）。区内にある江蘇路は中山北路と平行し，それに直交する山西路を介し
て中山北路に接続する。区内の主要道路の頥和路は山西路の延長にある。14 本の街路は格
子状と対角線の道路網を構成し，公館区を 15 の街区に分ける（表 ５−１，図 ５−５）。区
内の道路は，幅 4m-28m に渡り，1930 年代初期に公館区の開発のために整備されたもので
ある（表− 1）。幹線道路の北平路，西康路，頤和路，寧海路，江蘇路などで歩道が整備され，
中山北路と同様にプラタナス並木が植えられている 9）22）。
　交差点には（図 ５−５）T 字路（13 カ所）27）が一番多く見られ，次に十字路・四差路
（7カ所，図 ５−４），L字路（5カ所），袋小路（2カ所），ロータリー付きの五差路（1カ所）
と六差路（1カ所，図 ５−６）がみられる。公館区の外周道路の方向は不統一であり，T字
路，L 字路，ロータリー付きの五差路と六差路が連続し，街区を取り囲む。区内と区外と
名称
山西路
江蘇路Ⅰ
江蘇路Ⅱ
西康路
北平路
寧海路Ⅰ
寧海路Ⅱ
頤和路
建造年代
1931
1930-1934
1930-1934
1930-1934
1933-1934
1934
1934
1934
全長
460m
600m
260m
630m
540m
360m
250m
580m
道幅
18m
24m/28m
18m
18m
28m
8.8m
12m
12m
22)
22)
22)
22)
22)
22)
22)
9)
番号
1
2
3
4
5
6
7
8
名称
琅琊路
天竺路
軲嶺路
莫干路
普陀路
灵隠路
珞珈路
赤壁路
道幅
6m
6m
4m
4m
4m
4m
4m
4m
9)
9)
9)
9)
9)
9)
9)
9)
番号
9
10
11
12
13
14
15
16
建造年代
1934
1934
1934
1934
1934
1934
1934
1934
全長
430m
280m
550m
260m
170m
270m
460m
270m
表 ５−１　公館区の道路
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図例 主要道路　　　　一般道路　　　　村道　　　建物　　　塀　　　水系
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図 ５−５　公館区の交差点（1946 年地図 17)）
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の連続性を確保する主要交差点には，ロータリー付きの五，六差路が配置され，街区内に向
けた放射状の道路が接続する。公館区外の道路と比べても道幅が広く，区外からのアクセ
スを保った上，区内への通行をより重視し，区内部と外部を差別化している。さらに，街
区は近隣街区と異なり，計画的な幾何学形を取り，形態上においても近隣街区と異なる領
域性を形成している。
　街区の中心部に，一見直角十字路が貫通するように見える内部街路があるが，行き止ま
りの T 字路と袋小路が設けられ，直線で通過できない街区が構成されている。道路を折れ
曲がるごとに視線が遮られ，外周道路から区内へ，区内を貫通する頤和路，寧海路からさ
らに内部の街区へと見通しの難しい街路構成となっている。さらに，街路と街区の向きの
変化により，方向感覚も失いやすい 23）24）。道路と街区の構成により区の領域を強めたこと
に加え，区内における複雑な方向性を作り出し，奥性を強める効果がある 6）。
４．３　敷地と建物
　当時は，37.78ha の用地を 287 カ所の敷地に分けられた。平均建築面積は 400m2，建築密
度は 20％以下，庭園緑化率は 64.8％に達する 6）。現在区内約 54％は民国建築で，72％は
住宅である。対象地の中， オフィス 9 カ所，学校 2 カ所以外，すべて住宅として使われて
いる。母屋は 1 階建て 3 カ所，2 階建て 103 カ所，2 階半建て 54 カ所，3 階建て 38 カ所，
3 階半 2 カ所がある。また，民国地図によると（図 ５−５），緑地は 8 カ所が計画された
が，中の 3 カ所が未建設で，住宅用地として使用されている。当時に地価とコストの高い
公館区は，少数の高官や資産家にしか手が届かず，社会地位と富裕の印となった 8）9）。現在，
区内にある小規模建築は個人所有であるが，90％の建築の所有権は公有，軍隊所有，また
は軍隊や政府が代わりに管理している 25）。それ故，公館区全体の保存状況は南京市内の他
の地域より優れている。
図 ５−６　六差路の一部の街路景観
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５　敷地内外部空間の配列特徴
　外部空間は敷地内の屋根がかからない部分と定義する。敷地内において目的のある機能
と秩序を持ち，敷地外において街区構成と街路風景の形成に関与する部分である 16）。区内
住宅の敷地は，2m 以上の塀により外界から明確に領域を分け，道路から内部を覗くことが
ほぼ不可能にしている。外部空間は塀と建物に囲まれた形で，家の内部の秩序に属し，室
内空間と同じ重要性を持つ空間である 17）18）。
５．１　敷地内の外部空間の分類
　外部空間が持つ秩序を検討するため，敷地内の建物と塀に囲まれた外部空間を空間単位
として捉える。塀に囲まれた敷地内部にさらに建物が配置されると，複数の囲まれた空間
が生じる。一つの敷地内にある空間単位の面積の大きさにより，一番広いものをメインオー
プンスペース（Om）とする（図 ５−７）16）17）18）。Om は修景用の緑地を設けて，または舗装
を敷いて主要な活動空間として使用される空間である。Om 以外の外部空間の中，D/H=1（空
間の幅 D と建物の外壁もしくは塀の高さ H の比率）は境として，D/H<1 の時には近接した
感じ，D/H>1 の時には離れた感じとなるため 20），D/H<1 で，前後二つの空間を接続する空
間をパスオープンスペース（Op）とする。また，1<D/H<2 の場合，両端に別の空間が接続
され，通路の役割を持ち，明確な空間分節が有するという 3 三つの条件を満たした空間も
Op とする。Om と Op 以外の，ほかの空間と明確な分節を持つ外部空間をサブオープンスペー
ス（Os）とする。Os は Om より相対的に小さい。植物が植えられる場合もあるが，主に舗
装空間で，入り口や建築に付属した補助的な空間である。
167 番　D-4
D/H ≤ 1
Om
Os
Op
Os
9 番　C-2
1 < D/H ≤ 2
Om
Op
Os
付属
建築母屋　塀
D/H=2
D/H=1
D/H=0.5 H
D
図 ５− 7　外部空間の分類
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５．２　敷地内外部空間の配列パターン
　外部空間の大小と類別を分け，門から母屋のメイン入口まで経過する動線に合わせて配
列を整理する。階層クラスター分析を用いて分類を行い，4 つのグループが得られる（図 
５−８）。　
　前庭型は一番戸数が多いグループであり（92 カ所），配列が一番単純である。すべての
研究対象において，Om は道路と直接に接続し，Om を介して道路から母屋へ至る。前庭型の
うち，A-1（86 カ所）の外部空間は Om のみで構成される。A-2（1 カ所）と A-3（5 カ所）で，
母屋の裏に Os も設置される。A-2 では Os と Om が建物で隔てられているが室内空間を介し
＊ 1- 図－ 6 中の各研究対象の平面図は図－ 2 に参照する。各類型図は外部空間の配列を明白に表すため，
外部空間の分節に直接な影響のない付属建築が省かれる。
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図 ５−８　外部空間の配列に対するクラスター分析＊ 1
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て接続し，A-3 では Os と Om が建物と塀により分節されて室外で繋がれる。
　Om 前置型に含まれる戸数は一番少ない（27 カ所）。すべての研究対象において，Om は道
路側に，Os は敷地の奥に配置され，Op は通過空間として Om と Os を繋ぐ。B-1（3 カ所）
と B-2（23 カ所）では，Om が道路と直接に接続し，B-1 では奥の Os から母屋に入り，B-2
では道路側の Om から母屋に入る。B-3（1 カ所）では Os が道路と直接に接続し，その奥に
Om が配置され，Om から母屋に入る。また，Om から Op を通過して奥の Os に至る。
　Os 前置型（30 カ所）の研究対象において，Om は敷地の奥に配置され，Os が道路側に配
置され，道路と接続する。1 カ所だけ（C-2，167 番）Om も道路側に配置される。C-1（12
カ所）と C-2（1 カ所）では，道路と接する Os から敷地に入り，Op を通過して Om に至り，
Om から母屋に入る。だが，C-1 では Om が母屋の裏側に配置され，C-2 は Om が Os と同じく
道路側に配置される。C-2 の Om はさらに建物と塀により分節された Os と接続する。C-3（5
カ所），C-4（11 カ所）C-5（1 カ所）では C-1 と同じ道路側に Os，奥側に Om が配置される。
C-3 では Os と Om が建物で分断されて室内空間で繋がり，C-4 では Op を介して Os と Om が
繋がる。C-5 では C-4 と同じく Op が Os と Om を繋ぐが，母屋の入り口が Op に設置される。
　倒座房型（51 カ所）は一番バリエーションの多い類型である。先述の 3 つのグループと
異なり，Om と Os いずれも道路と直接に接続しない。道路と敷地の境目に，門が敷地内に
向いている付属建築（文中「倒座房」＊ 1 とよぶ）を配置し，倒座房に門を設ける。入口は
左右の壁面に挟まれ，通過空間 Op を形成し，Op をとおり抜けて敷地に入る。D-1（2 カ所）
D-2（35 カ所）D-3（6 カ所）では，道路から順次に Op と Om を経由して母屋に入る。D-1
では Om に Os が連結され，D-2 では Op と Om だけ備えられ，D-3 では Om から Op を通って
奥の Os に至る。D-2 の中 18 カ所は，母屋が敷地の奥に面するため，道路から Op と Om を
経由し，母屋の別の面から入る。また，D-4（4 カ所）D-5（3 カ所）D-6（1 カ所）では，
Os が道路側に配置され，入口の Op と連結し，Om が母屋の裏側に配置される。D-4 では道
路から Op-Os-Op-Om を経由して母屋に入る。D-5 と D-6 では道路側の Os から母屋に入り，
D-5ではOsが Opを介してOmと繋がり，D-6では室内空間を介してOsと奥のOmを連結する。
＊ 1- 倒座房 : 中国の伝統的な建築では，正面が母屋の正面と相対し，道路に後ろを向く付属建築のこと
を「倒座房」とよぶ。文なかでは，入口は敷地内に設けられ，道路に面していない付属建築のことを「倒
座房」と略称する。必ずしも敷地境界線いっぱいを占めるではない。
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５．３　敷地内外部空間の配列特徴　
　上記を踏まえ，公館区の外部空間配列の特徴を検討する（図 ５−９）。
　前庭型（グループ A）全体においては，門から広い中庭（Om）に入ってから母屋に至る
特徴がみられる。A-2 と A-3 では補助的な裏庭（Os）も設けられている。高い塀で道路空
間と明確な境界を設け，家族向けの閉鎖的な外部空間を作り上げる。塀と樹木で囲った前
庭を道路側に配置することにより，道路と母屋の間に移行空間ができ，内部のプライバシー
と安静さを保つ。また，道路からは塀と樹木，母屋の上部が見える。母屋と庭の配置は欧
米住宅を踏襲しながら，塀による領域の分け方や，街路景観との関係は三合院に近い。
　Om 前置型（グループ B）すべての研究対象では，広い庭（Om）が道路側に配置され，そ
こから通路（Op）をとおり抜けて裏庭（Os）に繋がる特徴がみられる。敷地奥の裏庭は，
付属建築とともに利用され，私的で補助的な空間として使用される。B-1 と B-2 では，前
庭（Om）に通路（Op）が設けられ，奥にある裏庭（Os）に繋がる。B-2 では前庭から母屋
に入り，B-1 では門から玄関が見えないように裏庭を介して母屋に入る。広い前庭が道路
側に配置されることにより，塀と樹木の二重構造ができ，公私空間を隔てる緩衝が入り，
塀と樹木，母屋の上部が街路景観の一部を構成する。B-3 では前庭（Os）から中庭（Om）
を経て母屋に入り，また中庭から通路（Op）を介して裏庭（Os）に繋がる。B-3 において
は，前庭は街路から私的な領域への移行空間となる。前庭と中庭の間に建てられた付属建
築により空間が分割され，街路からの視線も遮断され，奥の空間とのプライバシーを保つ。
塀と付属建築の屋根が街路景観の一部となる。Om 前置型の母屋と前庭，裏庭の配置は，欧
米住宅との類似性がみられるが，塀によりできた領域境界，塀と前庭空間と建物の屋根の
3つの要素で構成された街路景観は三合院に近い。また，B-1 と B-3 では母屋入口を門から
見えない位置に設置する特徴は中国伝統住宅の影響を受けたと考えられる。
　Os 前置型（グループ C）では，Om 前置型と同じく前庭と裏庭の両方を有するが，面積の
小さい前庭（Os）が道路側に配置される特徴がみられる。前庭は半公的な移行空間であり，
奥の私的空間と分けて配置される。C-1 では前庭（Os）から通路（Op）を通過して奥の広
い裏庭（Om）に至ったのち母屋に入る。C-2 では前庭（Os）から通路（Op）を通過し，表
側の中庭（Om）から母屋に入る。母屋入口の方向が逆であるが，両方とも門から玄関まで
の視線が遮断されている。C-3，4，5 も C-1 と同じく，前庭（Os）と広い裏庭（Om）を有
するが，C-3 C-4 では前庭から，C-5 では前庭と裏庭を連接する通路から母屋に入る。奥に
ある空間や庭は家族だけで用いる。また，前庭が狭く，樹木が植えられる場合も少ないため，
道路から見ると C-1，3，4，5 は塀と母屋の上部が街路景観に影響する。C-2 は B-3 の場合
と同じ，塀と道路側に配置された付属建築の屋根が街路景観に影響を与える。Os 前置型は
Om 前置型と同じく，母屋と庭の配置は欧米住宅と類似しながら，領域境界と街路景観の形
成は三合院に近い。また，C-1，2，5 では門から母屋入口までの視線を遮断する特徴は中
国伝統住宅からの影響だと考えられる。
　倒座房型（グループ D）では道路と敷地の間に倒座房を配置し，建物と塀により形成さ
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図 ５−９　外部空間の配列パターン
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れた入口空間を設ける特徴がみられる。D-1，2，3 は入口の通路（Op）から広い前庭（Om）
を経由して母屋に入る。D-1 と D-3 は裏庭（Os）が設けられる。一方，D-4，5，6 では入
口の通路（Op）から狭い前庭（Os）に入り，敷地の奥に広い裏庭が配置されている。D-4 
と D-5 では前庭と接続された通路（Op）から広い裏庭（Om）に至る。また，D-4 では裏庭
から，D-5 と D-6 では前庭から母屋に入る。倒座房型では道路と敷地の境界に倒座房が設
置されているため，街路から中の様子を覗くことがほぼ不可能である。D-1，2，3 の前庭
に植えられた高木が倒座房の屋根を超えて，街路から見える場合もあるが，D-4，5，6 多
くは前庭が舗装で構成され，樹木が少なく，倒座房と母屋の上部が街路景観を構成する。
いずれの場合でも，道路に沿って続く倒座房が街路の形成に影響を与える。倒座房型も母
屋と庭の配置は欧米住宅との類似性がみられるが，倒座房が敷地内部と街路の領域を切り
分け，街路景観を形成することは，四合院に類似すると考えられる。
　欧米住宅，三合院，三進四合院の外部空間の配列と街路への影響と合わせて考察した結
果，公館区の住宅では，母屋と庭の配置は欧米住宅との類似性がみられる。一方，前庭型，
Om 前置型，Os 前置型の塀，前庭空間（植物が植えられた場合は植物の上部），建物の屋根
が街路景観の一部を構成する特徴は，三合院にもみられる特徴である。倒座房型では敷地
領域と街路空間を倒座房で分割し，倒座房の外壁が街路景観に影響する特徴は，四合院と
類似性があるものと考える。
図 ５−１０　北平路の街路景観 ＊参照：map.baidu.com
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６　外部空間からみた公館区の空間
　公館区においては，外部空間は街区を構成する重要な一部分であるため，前述を踏まえ
て，街区構成の特徴を考察する。分布特徴が明瞭に示すため，街路と塀は省略化された分
布図を作成する（図 ５−１２）。
　前庭型は区内に広く分布する型である。特に，外周道路である西康路の東側と北平路の
北側（図 ５−１０），区を貫通する寧海路と琅琊路，区の奥にある珞珈路と普陀路において
連続分布がみられる。A-1が一番多く分布しているのは，珞珈路（15カ所），寧海路（14カ所）， 
琅琊路（13 カ所）である。戸数の少ない A-2 は西康路（1 カ所），A-3 は北平路（2 カ所），
寧海路（1 カ所）， 西康路（1 カ所）に分布する。前庭型が集中している道路では，広い前
庭を敷地の表側に配置し，塀と塀を越しに見える樹冠が連続し，統一感を生み出す。また，
母屋が敷地の奥に置かれ，塀と樹木の二重構造で内と外を遮り，緑があり深閑としている
まち並みが形成される。
　Om 前置型のうち 20 カ所は道路の北側に分布し（B-2：18 カ所，B-1：1 カ所，B-3：1 カ
所），7 カ所は道路の南側に分布する（B-2：5 カ所，B-1：2 カ所）。多くの研究対象は，広
い前庭が敷地の南側（表）に，裏庭が北側（奥）に配置され，玄関が南に向く。また，連
続分布は北平路と莫干路で見られ，B-1，B-2 と前庭型との隣接分布は外周の北平路と西康
路，区を貫通する頤和路（図 ５−１１）でみられる。それらの道路では，広い庭が表側に
並び立ち，塀と塀を越えて樹冠が続き，街路景観に一体感と邸宅の荘厳感を与える。
　Os 前置型のうち 25 カ所は道路の南側に分布し（C-1：12 カ所，C-3：4 カ所，C-4：8 カ所，
C-5：1 カ所），4 カ所は道路の北側に分布し（C-2：1 カ所，C-3：1 カ所，C-4：3 カ所），1
カ所は道路の東側に分布する（C-3：1 カ所）。多くの研究対象は，狭い前庭が敷地の北側（表）
図 ５−１１　頤和路の街路景観
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図 ５−１２　外部空間の配列の分布
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に配置され，広い裏庭が南側（奥）に設け，玄関は南または北方向に向く。連続分布は外
部と連続性が良い頤和路と莫干路，区の奥にある珞珈路（図 ５−１３）でみられる。前庭
型と Om 前置型と比べ，母屋が門に近く，主要な庭が公的空間から離れて敷地の奥に配置さ
れる。そのため，外から見ると緑が少なく，塀と母屋上部が街路景観を構成する。
　倒座房型のうち 29 カ所は道路の南側に（D-1：2 カ所，D-2：20 カ所，D-4：4 カ所，
D-5：2 カ所，D-6：1 カ所），19 カ所は道路の北側に（D-2：13 カ所，D-3：5 カ所，D-5：1
カ所）， 2 カ所は道路の東側に（D-2：2 カ所），1カ所は道路の西側に分布する（D-3：1 カ所）。
D-1，2 は道路の南側に多く位置するが，そのうちの 21 カ所（D-1：2 カ所，D-2：19 カ所）
は，母屋が南側に面し，広い庭も敷地の南側（奥）に配置される。母屋北側の門から通路
を通過し，母屋南側の庭に至る。他の道路北側に位置する中，D-2，D-3 は広い前庭を表側
（母屋の南側）に設け，D-4，5，6 は広い裏庭を敷地の奥に（母屋の南側）に設ける。区を
貫通する頤和路，外との連続性が薄い赤壁路（図 ５−１４）と霊隠路で連続分布がみられる。
倒座房の外壁が連続し，街路景観に大きな影響を与える。
　これらのことから，公館区の外から奥に至る中で，違う街路では違う表情が生み出され
つつ，街路ごとに性格がつけられていることがわかる。さらに街路と街区の方向が変わり，
かつ T 字路などの交差点により視線を遮ることにより，公館区の領域性と奥性が強められ
てゆく。
　区の外周では前庭型と Om 前置型が分布されることにより，広い前庭で公館区外部の環境
から生活空間のプライバシーを守る。さらに，敷地内の奥深さを強め，深閑とした街路を
形成し，公館区の領域性を強調する（図 ５−１０）。また，前庭の奥行きを確保するために，
裏庭が設けられていない，あるいは狭い裏庭しか設けられていない。生活の中心は，敷地
の奥にある母屋と母屋周りの外部空間となる。
　区を貫通して外部との連通性が良い頤和路，寧海路と琅琊路に沿って入っていくと，前
図 ５−１３　珞珈路の街路景観 ＊参照：map.baidu.com
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庭型の連続が見えつつ，Os 前置型と倒座房型の連続が多く見えてくる（図 ５−１１）。塀
を越えた樹木や母屋が見えるが，塀と倒座房が連続し，壁面が長く続く街路景観が形成さ
れる。フライベートな空間である裏庭の面積は，外周道路にある公館より大きい。区の外
周から距離があるため，前庭の面積は外周の公館よりやや狭くても，プライベートに影響
が少ない。私的な生活活動は，敷地奥の空間で行われたと考える。
　奥にある道路へ進むと，珞珈路（図 ５−１３）と普陀路では塀と樹木が並び，赤壁路（図 
５−１４）と霊隠路では倒座房が連続し街路を形成する。道幅が狭くなり，邸宅の荘厳さも
倒座房の秩序も強まる。奥の道路に位置する公館は，区の外周からのアクセスが複雑であ
る。外部の環境から空間上に隔離され，区外周に位置する公館より安全性とフライバシー
が増す。しかし，道路の幅が狭いため，道路向こう側の敷地から距離を保つための守る工
夫が必要となる。それ故，倒座房や樹木で空間を遮断する特徴がみられる。私的な生活空
間は，倒座房を有する公館では倒座房の奥で，倒座房を有しない公館では裏庭で行われた
と考える。
　アメリカの近代住宅区では，前庭と道路の間に塀がなく，倒座房も建てられておらず，
前庭や母屋が街路景観の一部となる。一方，中国の伝統住宅地では三合院や四合院が並び
立ち，三合院の塀または四合院の倒座房の外壁によりまち並が形成し，その奥に庭を設け
る。本研究で検討された公館区は，欧米の近代住宅地から街路街区の形，建物の様式，外
部空間の配置などを模倣して作り上げたと言われている。しかし，塀や倒座房により敷地
境界を区切り，まち並を形成しているため，内部の環境や生活風景が街路景観に影響する
ことが少ない。それゆえ，公館区の街路景観の形成には，中国の伝統的なまち並からの影
響も受けたと考えられる。
図 ５−１４　赤壁路の街路景観 ＊参照：map.baidu.com
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７　まとめ
　敷地内の外部空間の配列から，公館の配列特徴を 4つのグループに分類できた。
　前庭型，Om 前置型，Os 前置型では，塀，前庭空間，建物の屋根が街路景観の一部を構成し，
倒座房型では倒座房が敷地領域と街路空間を分割し，倒座房の外壁が街路景観に影響する。
公館の家族の生活空間は住宅様式とともに母屋に変化した。それ故，公館の前庭は，四合
院の中庭が持つ性質と異なり，私的で中心的な生活空間から，生活空間かつ公的から私的
空間への過渡空間に変化した。公館の前庭は，客が訪問した際の応接空間でもあり，家族
が生活活動を行う空間でもある。一方，伝統的な宗法制度と論理道徳の思想は，まだ生活
に大きく影響していたため， 道路側に倒座房を設け，母屋前の外部空間をプライベートな
空間として扱う類型も生じた。さらに，敷地奥にある裏庭は，伝統住宅の奥＝私的な空間
の持続であり，前庭と母屋より更なる私的な空間である。
　公館区の外周から奥へ進む過程中，広い前庭を持つ前庭型と Om 前置型の分布から，建物
の壁面が近い，あるいは倒座房が連続する Os 前置型と倒座房型の分布へ変えていく特徴が
わかった。生活空間のプライバシーを守るために，公館区外の環境からアクセスしやすい
ほど，前庭で道路と母屋の間に距離を置く傾向がみられる。また，公館区の外周では，邸
宅の奥行きを強調できる外部空間を設けることで，周辺地域との格差を示したとも考えら
れる。
　中国の伝統住宅は，社会の上下関係，地位階級を重視する等級制度の思想に影響される。
階級の高い家族は自らの地位と権力を表すために，奥行きがより深い敷地を有し，広い庭
を設ける。また， 広大な邸宅を設けることが許されていたのは上流階級だけであった。民
国時代は民主共和の社会とはいえ，社会の格差が非常に大きく，等級制度の思想はまだ人々
の意識を左右していた。
　また，グループの分布と外部空間の配置から，広い外部空間を母屋の南側に設ける特徴
や，母屋入口を母屋の南側に配置する特徴がみられる。周りの環境と敷地内の構成を重視
する風水理論から影響を受けていたと考える。中国の伝統的な住宅では，門を南側に設置
することが利益をもたらすとされている。また，建物の向きも，南向きが一番いいとされる。
さらに，南京は温暖湿潤気候に属し，夏は非常に蒸し暑く中国三大ボイラー都市の一つで
ある。夏陰と通風を顧慮し，自然との調和を重視する風水理論の持続だと考える。
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１　各章のまとめ
　本研究は，中華民国時代に南京市の公館の外部空間の構成特徴を明らかにし，今後の保
全と活用に活かすことから，第１章の基礎研究と第２−５章の空間構成の研究を行った。都
市計画と住宅地の建設を把握し，現存状況と保全措置についてまとめた。その上に，一般
公館，外国公館の外部空間の構成，および外部空間からみた公館区の街区構成を分析し，
構成特徴について検討した。また，伝統と異文化との衝突と融合する際に，一般公館・外
国公館・公館区では，一体どのような空間的と文化的な変化を起こしたのかについて考察
した。各章においての分析と内容をまとめ，以下になる。
１．１　南京市にある公館
　第 1 章では，民国時代で行われた都市計画活動と都市建設活動について記述し，民国の
歴史街区に対して実施した・実施している保全活動について議論した。また，民国歴史街
区の遺存状況，歴史街区に対する保全・修復活動の内容と特徴ついて全面的に把握した。
　1912 年から 1949 年の間，南京の都市建設に対して主に 7 つの都市計画案・方針を定め
たことがある。後の都市構成にもっとも影響を与えたのは「首都計画」とみられる。計画
では，欧米の都市計画理論を取り入れ，系統的に計画を制定した。また，3 つの住宅区が
計画され，最高等級の第一住宅区は当時に建設された。山西路と頤和路あたりに上流階層
に向けて開発された「頤和路公館区」である。現在，南京に，住宅地，学校，工業地区を
含め，主に 24 カ所の民国時代のまち並みが残されている。頤和路公館区は中の 1つである。
　歴史的まち並みの保全と整備に関しては，1982 年南京は中国国務院により第一回目国家
歴史文化名城に指定された以来，3 回の「南京歴史文化名城保護規劃」を公布および更新
したことがある。1984 年と 1992 年の案では，古代の都市構造と古跡に注目していた。民
国時代の重要な公共建築にも触れたが，それ以外のまち並みについては不完全とみられる。
現在実施中の「規劃（2010-2020）」では，民国時代のまち並みついて加筆され，明確な保
全措置が下されたことがわかる。すべての時代の歴史的遺跡・まち並みにおいて，歴史文
化街区，歴史風貌区，一般歴史地段の 3 段階に分け，41 カ所の歴史地段が設定された。歴
史文化街区と歴史風貌区に属する民国時代のまち並みは 18 カ所であり，すべてにおいて個
別に詳細な保全計画が制定された。
　これらの 18 カ所の詳細保全計画について，調査と分析を行い，下記のことがかわった：
　（１）歴史的なまち並みを保存するために，文化財，建築，空間，インフラなどの多方面
で議論・評価し，計画を立てた。
　（２）まち並みを構成する要である建築に特に注目している。
　（３）町空間と景観に関する特定項目がみられる。
　（４）景観についての内容の割合は，建築と比べて相対的に少なく，庭園空間や建築の外
部空間についての保全対策がない。
–  131  –
１．２　一般公館の外部空間の構成特徴
　第 2 章では，南京市にある民国時代の公館に着目し，頤和路公館区内にある省レベルと
市レベルで保護されている公館の 17 カ所を研究対象とした。文献調査と現地調査に基づ
き，公館の平面構成，建築附属空間，動線の 3点について集計した。得られたデータを用い，
クラスター分析を行い，外部空間の構成特徴を明らかにした。
　平面構成においては，民国時代の公館は中西融合の建築様式を用いた上，中西融合の庭
の平面構成も用いた。欧米住宅の「庭が建築を包囲する」形式を模倣するが，中国伝統庭
園の「庭が建築に囲まれる」特徴も取り入れられる。なかでは，連続型庭は欧米住宅によ
り近く，分離型庭は中国の伝統的な住宅に一層近い。庭が建築を囲む面が多いほど，欧米
住宅に類似する傾向が著しいと考える。
　建築附属空間においては，中国の伝統的な住宅にみられる 1 つの建築附属空間が四周の
建物を繋ぐ形式から，1 つの建物に複数の建築附属空間が備わる形に変化した。単層の建
築附属空間が配置される傾向が多い。単層と複層の建築附属空間を組合わさる形はその次
に多く配置され，1 つの複層の建築附属空間は一番少なくみられる。また，公館の建築附
属空間は，母屋入口と 2階以上に配置され，単一または多種類の組み合わせが重視される。
欧
米
住
宅
中
国
住
宅
の
伝
統
的
な
住
宅
公館
図 ６−１　一般公館の外部空間の構成特徴
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さらに，建築附属空間の様式がアメリカ式住宅に類似する傾向がみられる。民国時代にア
メリカ留学経験を持つ建築家たちが南京と上海に集まり，民国時代における代表的な建築
を多く設計したことが原因の 1つと考えられる。
　一般公館の動線には，欧米住宅の単純な動線が用いられながらも，住居者のプライバシー
を守るため，1 つ曲がりまたは 2 つ曲がり角が付いている動線がみられる。門から母屋入
口までの 2 つ曲がり角が付いている動線は，四合院の入口の動線と類似する。一方，欧米
住宅に影響を受け，一般公館の動線はさらに簡潔な形に変化したと考えられる。
　一般公館の外部空間の構成特徴は欧米の住宅様式を模倣し，建設原則に基づきながら，
中国の伝統的な住宅の特徴も取り入れていることが考えられる。庭と母屋の配置関係，建
築附属空間の配置，動線の配置においては，外観上は中国の伝統的な住宅の様式と全く異
なる一般公館でありながら，中国の伝統的な住宅の特徴が残されたもしくは取り入れたで
はないかと考える。
１．３　外国公館の外部空間の構成特徴
　第 3 章では，南京市にある民国時代の駐中華民国外国公館に着目する。現在，出版・公
開されている文献資料では，外国公館についての情報が不十分であるため，まず南京市に
ある民国時代の外国公館に関する文献により，当時存在した外国公館は 30 カ国 51 カ所を
整理した。うち，外国人が設計し建設したものを除き，「南京市内外国使館租用館址辦法」
により開設し現存している 21 カ国 27 カ所を外部空間構成の分析対象と定めた。資料調査
と現地調査に基づき，外部空間の構成の骨格となる敷地の規模，平面形状，配列，エント
ランス，植栽の配置，動線の 6 部分に着目して基本集計を行った。客観的に外部空間の構
成特徴を把握するため，階層クラスター分析を行い，類型化した。得られた各グループの
特徴を考察し，外部空間の構成特徴を明らかにした。
　1935 年「辦法」を公布するまでに，南京に公館を開設した国は 6 カ国であった。1936 −
1937 年間に増加がみられるが，1937 年戦争が勃発した後，日独以外の外国公館は陪都の重
慶に移転した。戦争が終わった翌年の 1946 年から，南京に公館を開設する潮流が見られた。
外国公館は主に南京市の西北部に位置し，6 割以上は第一住宅区にあり，その他は公園区
と第二住宅区に分布する。当時に先進的な施設が整えられ，騒々しい中心街区から離れ，
著名人の私邸が集中した高級住宅区が，外国公館の開設を引き寄せたと考えられる。また，
租借した住宅の元所有者の当時の経歴から見ると，無作為に場所を選んだのではなく，留
守の住宅や，処罰されたなど，訳あって外国に自宅を租借したではないかと考えられる。
　外国公館の外部空間について分析した結果，外部空間の構成特徴は前庭型，Om 前置型，
Os 前置型の 3 つに分けられた。前庭型では，広い敷地を占め，母屋を強調するエントラン
スや緑地が設置された。面積が広いため，外壁周りに自然樹林を作り出している。社会地
位や理想的な生活が現れている。Om前置型では，前庭型より広くないが，外部空間を活かし，
母屋の正面性を強調する。また，バルコニーの手摺りや，緑地に誘導された 2 回転回する
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動線などから，優雅な空間が表現される。Os 前置型の敷地面積は限られているため，建築
周りの緑地が省かれたことが多く，エントランスと動線も簡潔なものが多くみられる。緑
地により活動空間を分け，動線により相対的に狭い空間でもプライバシーを守るなどの工
夫がみられる。
　全てのグループにおいて，母屋を強調するエントランスが設置され，塀と建築の周り，
特に南方向に，緑地が設置される。動線の片側か両側に緑地がみられる対象が多いが，左
右に緑地がとれない場合は，動線の先に緑地がある事例が多い。緑地と動線の設置により，
プライバシーを守りながら，豊かな緑と活動空間を設け，都心にない閑静で広い屋外環境
を生み出す工夫がされている。中心市街地の一般住宅と区別し，植物が豊かな外部空間を
作り，外国使節の需要に応じて郊外型環境生み出している。
１．４　一般公館と外国公館の外部空間構成の比較
　第 4 章では，第２章と第３章を踏まえ，民国時代の一般公館と外国公館は外部空間にお
いてどのような類似点と相違点を持っているかについて，比較分析を行った。一般公館と
外国公館に関する保全活動と資料の公開が年々進んでいるため，文献調査と資料収集を行
うことで，新たに研究対象を定める。文物保護単位であることと資料により外部空間が判
別できることを前提に，公館区内にある一般公館 22 カ所と外国公館 14 カ所，区外にある
自主建設にされた外国公館 3 カ所，合計一般公館 22 カ所と外国公館 17 カ所を研究対象と
した。外部空間の基本となる敷地の規模，平面構成，エントランス，動線の 4 部分につい
て集計を行った。決定木分析を行い，抽出したルールとグループの構成特徴をまとめ，一
般公館と外国公館それぞれが主導しているグループ間の異同を検討した。
規模
大
小
母屋の中心性
玄関正面の強調
強
弱
緑地
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機能性
空間
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図 ６−２　外国公館の外部空間の構成特徴
–  134  –
　基本集計を行うことで，下記のことがかわった。敷地の規模においては，一般公館では，
一番多くみられるのは 1000m ２以下の小規模であり，5000m2 以上の特大規模が有しない。
それに対し，外国公館では 5000m2 以上の特大規模が 4 カ所あり，小規模と 1000m2-2000m2
の中規模の外国公館はそれぞれ 6 カ所がみられる。平面構成においては，一般公館と外国
公館の両方とも，三面以上隣接の平面構成が一番多くみられる。一方，外国公館では見ら
れていない分離型は，一般公館では 2 カ所がみられる。エントランスにおいては，一般公
館では，一般公館と外国公館の両方とも，玄関ポーチが一番多くみられる。一方，外国公
館では，階段型エントランスはみられるが，一般公館では見られていない。動線において
は，一般公館では，平行 &回転 2回の動線は一番多くみられる。それに対し，外国公館では，
直交 &回転 1回が一番多くみられる。
　上記の集計で得られたデータを用い，決定木分析を行った。一般公館と外国公館それぞ
れは，3 つの有効ルールが得られた。一般公館の有効ルールにおいては，規模Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
とエントランス P・PV・PB の選択ルートが共通にみられる。一方，外国公館の有効ルールは，
違う深さの節点で分かれ，共通の選択ルートは見られない。一般公館と外国公館の属性ラ
ベルが付けされたそれぞれ 3 つのグループに対し，該当属性の研究対象と構成特徴をまと
め，比較を行った。
　（１）一般公館と外国公館は，面積，平面構成，エントランスと動線において類似性（900<=
面積 <=2250・3 面包囲の平面構成・玄関ポーチのエントランス・回転 1回の動線）を持つ。
　（２）一般公館は面積，平面構成，エントランスと動線において特徴（714.4<= 面積
<=2779.8・2 面 /3 面包囲の平面構成・玄関ポーチのエントランス・回転 2 回の動線）がみ
規模　　　　：900<= 面積 <=2250
平面構成　　：3面包囲
エントランス：玄関ポーチ
動線　　　　：回転 1回
規模　　　　：714.4<= 面積 <=2779.8
平面構成　　：2面 /3 面包囲
エントランス：玄関ポーチ
動線　　　　：回転 2回
一般公館
規模　　　　：面積 >=5600
平面構成　　：3面包囲
動線　　　　：直線
外国公館
共通
図 ６−３　公館の外部空間構成の比較
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られる。
　（３）外国公館における敷地面積，平面構成，動線の特徴（面積 >=5600・3 面包囲の平面
構成・直線の動線）がみられる。
　外国公館は一般公館より多くの機能を負うため，より大きい規模を有する。また，一般
公館よりシンプルな動線とエントランスを有し，広い緑地と単純な動線，母屋の正面を強
調し，外部に呈示する配置特徴を持っている。一方，多くの一般公館では，プライバシー
を保つために，門と母屋入口を直線に配置しないようにしている。外国公館より曲がりの
多い動線を持つ傾向がみられる。
１．５　外部空間からみた公館区の空間
　第 5 章においては，「首都計画」により計画し建設された公館区を対象地とした。1930-
1949 年に建てられた建物であり，敷地範囲が明確で，改造が少なく，住宅であった 200 カ
所を研究対象とした。文献調査と現地調査を行った上，外部空間の大小と類別を分け，門
から母屋のメイン入口まで経過する動線に合わせて配列を整理した。階層クラスター分析
を行い，外部空間の配列を分類した。さらに，配列の特徴を公館区の平面図にマッピングし，
外部空間の配列の特徴からみた公館区の街区構成の特徴を明らかにした。
　公館区の住宅では，母屋と庭の配置は欧米住宅との類似性がみられる。一方，前庭型，
Om 前置型，Os 前置型の塀，前庭空間，建物の屋根が街路景観の一部を構成する特徴は，三
合院にもみられる特徴である。倒座房型倒座房が敷地領域と街路空間を分割し，倒座房の
外壁が街路景観に影響する特徴は，四合院と類似性があるものと考える。
　前庭型は区内に広く分布する型である。特に，外周道路と区を貫通する道路において連
続分布がみられる。前庭型が集中している道路では，広い前庭を敷地の表側に配置し，塀
と塀越しに見える樹冠が連続し，統一感を生み出す。また，母屋が敷地の奥に置かれ，塀
と樹木の二重構造で内と外を遮り，緑があり深閑としているまち並みが形成される。
　Om 前置型ののうち 20 カ所は道路の北側に分布する。広い前庭が敷地の南側（表）に，
裏庭が北側（奥）に配置され，玄関が南に向く。また，連続分布は北平路と莫干路で見られ，
B-1，B-2 と前庭型との隣接分布は外周道路と区を貫通する道路でみられる。広い庭が表側
に並び立ち，塀と塀を越えて樹冠が続き，街路景観に一体感と邸宅の荘厳感を与える。
　Os前置型のうち25カ所は道路の南側に分布する。狭い前庭が敷地の北側（表）に配置され，
広い裏庭が南側（奥）に設け，玄関は南または北方向に向く。連続分布は外部と連続性が
良い道路と区の奥にある道路でみられる。外から見ると緑が少なく，塀と母屋上部が街路
景観を構成する。
　倒座房型のうち，D-1，2 は道路の南側に多く位置するが，多くの母屋が南側に面し，広
い庭も敷地の南側（奥）に配置される。母屋北側の門から通路を通過し，母屋南側の庭に
至る。D-2，D-3 は広い前庭を表側（母屋の南側）に設け，D-4，5，6 は広い裏庭を敷地の
奥に（母屋の南側）に設ける。区を貫通する道路と，外との連続性が薄い道路で連続分布
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がみられる。倒座房の外壁が連続し，街路景観に大きな影響を与える。
　区の外周では前庭型と Om 前置型が分布されることにより，塀と樹木の二重構造で敷地内
の奥深さを強め，公館区の領域性を強調する。区を貫通して外部との連通性が良い道路に
入っていくと，前庭型の連続が見えつつ，Os 前置型と倒座房型の連続が多く見えてくる。
塀を越えた樹木や母屋が見えるが，塀と倒座房の壁面が長く続く街路景観が形成される。
奥にある道路へ進むと，珞珈路と普陀路では塀と樹木が並び，赤壁路と霊隠路では倒座房
が連続し，街路を形成する。道幅が狭くなり，邸宅の荘厳さも倒座房の秩序もさらに強まる。
公館区の外から奥に至る中で，街路ごとに性格がつけられ，さらに街路・街区の方向と交
差点の配置により，公館区の領域性と奥性が強められてゆくと考えられる。
　公館区は，欧米の近代住宅地から街路街区の形，建物の様式，外部空間の配置などを模
倣して作り上げた。一方，塀や倒座房により敷地境界を区切り，町並を形成し，中国の伝
統的な町並からの影響も受けた。
奥
行
・
領
域
性
秩
序
・
奥
性
外周道路：敷地内の奥深さを強め、
　　　　　公館区の領域性を強調。
貫通道路：塀を越えた樹木や母屋、
　　　　　塀と倒座房の壁面が長く続く。 
内部道路：道幅が狭くなり、
　　　　　秩序が強まる。
図 ６−３　外部空間からみた公館区の空間
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２　総合考察と結論
　上記の第 2章から第 5章までの内容をまとめ，本研究の結論とする。
　まず，序章で言及した 3つの疑問点について，順番で答えをまとめる：
　（１）「民国風」とはいったい何か？
　本研究において得られた「民国風」とは，欧米から輸入された建築と庭園の様式と文化
を吸収し，中国の伝統的な様式と文化を混ぜ合わせた民国時代特有の様式である。
　近代では，中国は外国諸国から強烈的な文化衝撃を受けた。何千年も続いていた君主制
社会が破滅し，社会は民主共和制に転換し，思想もある程度に解放された。かつ洋務運動
や五四新文化運動などの革新運動に影響を受け，欧米から先進的な技術と文化を模倣した。
それ故，公館・外国公館・公館区における建築を庭園の様式は，主に欧米様式を用いた。
　一方，どの革命と運動においても，洋務派がいれば，守旧派もいる。改革派がいれば，
保守派もいる。近代中国において，西洋からの先進的な文化と技術を学習する主張と，中
国何千年の道徳文化を維持する主張，両者の間の論争は絶えずに続いていた。五四運動
（1919 年）では，変革の選択肢は，西洋文化の移植，中西文化の融合，社会主義制度の 3
つに分かれた。以降，建築と庭園において，伝統と異文化の間で変革の方向を模索していた。
それ故，公館・外国公館・公館区における建築を庭園の様式は，欧米様式の上に，ある程
度中国の伝統的な要素を取り入れた。
　ここで，「ある程度」は何かについて解説する。上記により，民国の社会・文化・思想思
潮は変化し続いていたことがわかる。変化につれ，伝統社会の皆が儒教を尊ぶような思想
的な拘束が無くされ，より自由になり，信仰と理念，人生観と世界観における選択肢もよ
り豊かになった。公館の所有者たちは，自らの経歴や観念，文化素養に従って邸宅の設計
を決めた。それ故，西洋様式の建物と庭園をベースに，個人個人の好みに合わせ，伝統的
な要素を混ぜ合わせた。
　これらのことから，公館における「民国風」とは，主に欧米様式を用い，所有者の経歴
や観念，文化素養に合わせて中国の伝統的な要素を取り入れ，中華民国時代にだけ造られ
た特殊な様式である。
　（２）「民国風」の公館は，どのような外部空間を持っているのか？
　公館の外部空間では，近代欧米で建てられた郊外住宅地の住宅から模倣した特徴に，中
国の伝統的な住宅でみられる平面構成と動線の特徴を融合した。
　対象地の郊外的な立地，米国籍の顧問により制定した都市計画から，近代米国と英国で
建設された郊外住宅地の様式を模倣したと考える。母屋を空間中心とした空間で，外部空
間は母屋の四周に配置する。庭園のなかでは，伝統的な遣水と築山がなく，代わりに舗装
と緑地が設けられた。また，エントランスや建築附属空間の様式は，欧米様式の玄関ポーチ，
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バルコニー，ベランダを使用した。
　一方，外部空間は，塀と母屋，附属建築により囲まれ，街路から分離された空間でもある。
平面構成から見ると，欧米住宅の「庭が建築を囲む」と，中国の伝統的な住宅の「庭が建
築に囲まれる」特徴を融合したことがわかる。外部空間は連続で，母屋を囲む面が多いほど，
欧米住宅への類似性が強い。外部空間は分離で，母屋と附属建築に囲まれる面が多いほど，
中国の伝統的な住宅類似する傾向が著しい。
　動線から見ると，欧米住宅のシンプルな動線の特徴と，欧米住宅の動線に中国の伝統的
な住宅のプライバシーを守る動線を取り入れた特徴，両方がみられる。動線の曲がり角が
増やすほど，門から母屋入口までの視線が遮られ，母屋のプライバシーが強まれる。
また，一般公館と外国公館の比較によると，ほかの要素が同じな場合では，外国公館は公
館より広い敷地を有し，より簡短な動線が設けられ，よりシンプルなエントランスが配置
される。
　さらに，上記の特徴を有する公館が並び立つ公館区でも，欧米様式に中国の伝統的な特
徴が混ぜ合わされた。公館区の街路と街区は，欧米を模倣し，格子状と対角線に街路・街
区の構成を用いる。一方，街路景観は，欧米の近代郊外住宅地でみられる前庭と母屋の正
面により構成されるまち並みと異なる。塀と塀を越えた樹冠，建物の屋根，倒座房の外壁
により形成される。区の外周では敷地内の奥深さを強め，公館区の領域性を強調する。中
に進むと，道幅が狭くなりつつ，塀と倒座房の壁面が増えてくる。公館区の領域性と奥性
が強められ，街路景観が秩序づけられた。
　これらのことから，公館は，欧米様式に統一に建てられたが，欧米様式の住宅庭園に中
国の伝統住宅で用いられる平面構成と動線の特徴を溶け込んだ外部空間を有する。公館区
も，欧米の近代郊外住宅地を手本にして建造されたが，外部空間に混ぜ入れた中国の伝統
要素の影響により，独特な街路風景が形成された。
　（３）何千年も続いた中国人の住文化は，たった何年間の建設活動で一変できるのか？も
し残されていたなら，欧米様式の公館の外部空間ではどのように表されている？
　前 2 問の答えから，民国時代に建てられた欧米様式の公館では，中国の伝統的な住文化
は残されていたことがいえる。
　中国の伝統的な住宅は，社会意識の担体であり，伝統の観念形態，社会，経済，文化に
影響されて形成した。宗法制度，論理道徳，風水理論と等級制度などの文化観念は，伝統
住宅の特徴を大きく左右した。公館・外国公館と街区の様式は，欧米様式に統一しながらも，
生活に必要な機能に合わせて造られた空間で，有意か無意かに生活習慣と住文化が現れた。
　宗法制度とは，家族と血縁関係を重視し，「尊卑有序，長幼有序，上下有分，内外有別」
を中心にした思想である。この思想は，公館と外部空間の外部空間と街路との間の境界，
外から直接に門を見えないように設置された動線で表現される。中国では，欧米の「前庭
を他人に見せる」という文化がなく，伝統住宅の庭は家族に所有される内的で私的な空間
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である。街路などの外部と区別し，外から中を見通せない塀や倒座房を建て，閉鎖的な外
部空間を仕上げた。また，敷地面積の大きい対象地では，メインとする外部空間を道路側
に設置する。敷地面積の小さい対象地では，曲がりの多い動線を設ける。プライバシーを
重視して，門からから内部の様子を伺えにくくしたと考えられる。
　論理道徳とは，儒教思想に影響され，「尊卑有等，貴賤有分，男女有別，長幼有序」を重
視し，その秩序を家宅の空間と位置で表す思想である。家屋の主人は敷地内に一番重要な
空間を占め，下のものは次となる場所を使用し，使用人などはもっとも外にある位置ある
いは片隅を使う。公館は，伝統的な院落ではないため，家主とその親族は主に母屋に住み，
１つの主要な外部空間を共有する。一方，すべての敷地においては，道路側や片辺で附属
建築が設けられている。門屋や，貯蔵室，住宅などさまざまな機能を有し，建物の数も違
いがある。補助用の外部空間が附属建築の周りに設置され，狭くて緑がほとんどないため，
観賞と娯楽の機能が有しない。これらの空間は，街路からメインとする外部空間までの過
渡空間や，メインとする外部空間の奥にある補助的な空間に使われる。
　風水理論とは，古代の中国で生まれた生活環境の設計理論である。周りの環境と敷地内
の構成を重視して家屋を営造する理論である。一方，中国の伝統的な住宅では，門を南側
に設置することが利益をもたらすとされる。また，建物の向きは，南向きが一番いいとされ，
次は北向きとなる。敷地の状況により，東や西に向く建物もみられるが，居住に適してい
ない方向とされる。公館区では，格子状と対角線の街区構成により，門の方向は多種になる。
だが，母屋の入り口を南向きに配置する傾向がみられる。第 5 章では，倒座房型のうち 29
カ所は道路の南側に分布し，門は北に向いている。そのうちの 21 カ所では，母屋を門と逆
方向で，母屋の南側に設けられ，広い庭をその奥（南側）に配置される。欧米の近代住宅
地でみられる母屋の正面と入り口が街路に面する特徴に反し，母屋の入り口を道路と逆方
向に配置した。
　等級制度とは，君主制社会の厳格的な上下関係であり，地位の尊卑により階級を分ける
思想である。等級ごとに，門の階級，院落の数，建物の規模と装飾など厳しく規制されて
いた。等級制度の思想は，外部空間では直接に表されなかったが，公館区区内と区外の境
界から捉えられる。公館区は，当時の郊外に建てられ，周りに窪地などが多く，住宅が少
なかった。新たに造られた公館区では，外より道幅が広い道路を設け，周辺地域と全く異
なった計画的な幾何学形を取り，形態上において周辺と区別する領域が形成された。さら
に，区の外周にある敷地の多くでは，主要な外部空間を街路側に配置し，塀と樹木の二重
構造で敷地内の奥深さを強めた。区外に立派な街路と，緑で深閑としている邸宅を見せる
ことにより，公館区の領域性が強調される。
　これらのことから，本研究の結論をつける。
　本研究は，民国時代に南京市で建てられた公館・外国公館・公館区に着目し，外部空間
の構成について分析を行い，構成の特徴を明らかにした。
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公館の外部空間には，近代欧米で建てられた郊外住宅から模倣した特徴と，中国の伝統的
な住宅でみられる平面構成，動線，附属建築などの特徴を融合し，外部空間と建築の位置
関係，フライバシーへの工夫，領域性と街路景観の形成などから，伝統的な特徴が見える。
　欧米住宅では前庭は街路と一体となり，庭と母屋を外部に見てるが，公館では庭はプラ
イベートな空間とされる。欧米住宅では母屋の正面と入り口が街路に面することが多いが，
公館では縁起のいい南向きの傾向がみられる。欧米住宅では敷地空間は共有の空間であり，
住宅地と周りの環境は平等な空間とされるが，公館では敷地内にはまだ主人の空間と使用
人の空間，生活の空間と応接の空間を分ける傾向が見える。また，公館区と区外地域の空
間的格差が存在する。
　中国伝統の文化観念は，伝統住宅の特徴を大きく左右した。それ故，公館と公館区の様
式は，欧米様式に統一しながらも，生活に必要な機能に合わせて造られた空間で，有意か
無意かに生活習慣と住文化が現れた。
　動線，外壁，倒座房により外から中を見通せない閉鎖的な外部空間に囲まれて内部と外
部を区別する特徴は宗法制度を，補助用の外部空間と附属建築が敷地周りに設置されて位
置と秩序を重視する特徴は論理道徳を，格子状と対角線の街区構成でありながらも，母屋
の入口を南向きに配置する傾向は風水理論を，周辺地域と全く異なった計画的な幾何学形
を取って形態上において高級住宅地を外部と区別をつける特徴は等級制度を持続していた
と考える。
　公館の外部空間特徴から，外国の文化に影響されて洋風の住宅で暮らしながら，中国の
伝統的な居住観念と生活様式を継続したことがわかった。
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３　保全への活用
　本論では，民国時代南京市の公館の外部空間構成について研究し，構成の特徴を明らか
にした。民国の社会背景と生活様式，または中国伝統的な住宅と居住観念から，構成特徴
について考察を行った。前文で解明した特徴を今後の保全活動に役立つことが期待される。
　現在，南京市の近代歴史的まち並みは，文物保護局により文化財の調査と指定を行い，
都市計画局により保全計画が制定される仕組みになっている。保全計画が正式実施の前に，
展示と公衆意見聴取が行われている。また，第２章で述べられた保全の特徴と合わせてみ
ると，保全条例と上位計画，および政府の体系は，徐々に完成してきたが，外部空間と空
間文化への意識はまだ不足している。
　これらの問題点は，まず，基礎研究が少ないため，景観と空間文化に対する認識が低い。
また，認識と理解を向上させるための，専門的で分かりやすい説明が不足している。理解
ができていないため，公衆意見聴取には，一般市民の参与がまだ少ない。上位計画が完全
になる一方，まちで生活している市民は切り離されており，市民のまちと景観への帰属意
識が低い。そのため，空間の損害と保全の不十分の悪循環に陷る。
　研究の成果は，一般市民に発信できる基礎知識を提供し，保全意識と理解の向上に役立
つことが期待できる。さらに，知識の発信，市民の共同参与，市民意見の取り入れなどの
仕組みを強化することにより，景観と空間文化に対する理解と帰属意識を高め，日常から，
みずから，空間の保全を積極的に取り組むように，プロセスの改善を期待する。
　南京市において，民国建築の老朽化や増改築が進んでいる中，近年来修復と活用が重視
されてきた。しかし，その過程では，外部空間や街区構成が重視されず，歴史的なまち並
が消えつつある。さらに，参考となる関連研究が少ないため，外部空間に対する修復は手
をつけにくい部分でもある。本研究は，公館の外部空間構成に着目し，外部空間の連続に
よりできた街区構成について分析した。研究の成果から，今後の保全活動で外部空間にお
ける具体的な注意事項は以下となる。
　（１）平面構成の特徴を保全する。修復と活用する際に，母屋を保全する以外にも，塀や
付属建築を保留する。
　（２）動線の特徴を維持する。特に，門から母屋入口までの動線を保全するために，開口
部の位置を変えないこと。
　（３）建築付属空間（特にエントランス）を保全すること。母屋を修復する際，あるいは
建て替える際には，建築付属空間を原状に修復すること。
　（４）外部空間の配列を保つ。塀，建物の外壁，壁面間距離を維持しながら保全修復する
こと。
　（５）街路の幅を変えないこと。区内部の道路が狭いが，公館区全体の空間特徴を保全す
るために，元の道幅を維持する。
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　さらに，本研究を通して民国時代の生活文化と歴史的背景，中国の伝統的な居住文化は，
公館の外部空間構成に重要な影響を与えたことがわかった。それ故，公館の外部空間に
は，当時の生活風景と文化も合わせて保全・復元する必要があると考える。今後， 頤和路
第十二片区（第１章）のような公館のまち並みを修復と活用する際に，建物を修復するだ
けでなく，外部空間構成の特徴と民国の生活様式，生活文化も修復と活用したほうが，よ
り空間的・文化的価値を保全できる。公館の建物，外部空間と生活様式を一つの全体とし
て修復することにより，民国の居住文化空間を再生させる。空間を保全した上，歴史文化
の伝承，民国生活の体験，歴史的まち並み保全の宣伝などさまざまな効果がある。さらに，
今まで民国まち並みの既定路線である飲食街化， 宿泊施設化，商業施設化から離れ，より
文化財に優しい，空間・文化価値を重視する保全活用が期待できる。
–  143  –
４　今後の研究課題
　本論においては，公館の外部空間の構成特徴に着目したが，外部空間の構成と建築内部
空間の関連性について触れていなかった。また，資料と考証上の原因で，緑地と園路など
の具体的な造園要素について分析できなかった。構成特徴を全面的に解明するには，それ
らの内容は今後の研究課題とする。
　南京市では民国時代に建造された住宅は，ほかにも百子亭エリア，傅厚崗，梅園新村，
桃源新村，板橋新村などに集中して現存している。規模と規格，保存を資料の状況などは，
頤和路公館区に及ばないが，それらの地域には公館と一般住宅の両方が建てられた。南京
市における民国時代の住宅と住宅地の全貌を解明するために，重要な一部分だと考える。
また，現行の保全活動の進行とともに，資料の収集と公開が期待できる。頤和路公館区の
住宅地を今後の研究課題とする。
　本論で言及された「民国風」は，南京を特定した言葉ではなく，中国の全域に適用できる。
同じ時期に，ほかの都市にも，公館，外国公館と高級住宅地が建設された。北京は，1912
年から 1927 年までの間，中華民国の政府とされ，外国公館が並びたつ東交民巷や，近代に
建てられた清華大学などが残されている。重慶は，戦争の間に，一時の首都とされ，公館，
外国公館と高級住宅地が建設された。青島では，別荘と高級住宅地が建設された。それら
の都市の公館，外国公館と住宅地はどのような外部空間の構成特徴を持っているか，違う
地域の「民国風」はどのような特徴を持っているか，どのような区別が有するかに着目し
たい。「民国風」のさらなる解明を今後の研究課題とする。
–  144  –
＜ 参考文献 ＞
傅 静（2004）：意識形態与近代中国社会変革：山東大学博士学位論文，242pp
李 喜所（2003）：近代中国的思想解放潮流：歴史教学：2003(480），9-14
楊 秉徳（2003）：中国近代中西建築文化交融史：湖北教育出版社，352pp
Edward Denison, Guang Yun Ren（2012）: 中国現代主義建築的視角与変革 :電子工業 
出版社，329pp
陳 従周，潘 洪萱，路 秉傑（1993）：中国民居：南天書局有限公司，320pp
荊 其敏（2007）：中国伝統民居：中国電力出版社，168pp
賈 珺（2009）：北京四合院：清華大学出版社，255pp
上北 恭史 (1997)：中国の住宅における空間構成原理の実続と変容　集合住宅の住ま
い方を通して：筑波大学博士 ( デザイン学 ) 学位論文，246pp
大西 国太郎 , 朱 自煊（2001）: 中国の歴史都市　これからの景観保存と町並みの再
生へ :鹿島出版会，374pp
西村 幸夫（2008）：西村幸夫風景論ノート―景観法・町並み・再生：
奈良大学文学部世界遺産を考える会（2000）：世界遺産学を学ぶ人のために：世界思想
社，302pp
日本建築学会（2004）: 町並み保全型まちづくり :丸善，115pp
1)
2)
3)
4)
5)
6)
7)
8)
9)
10)
11)
12)
–  145  –
謝辞
　本研究を進めるにあたり，多くの方々からご指導とご助言を頂き，心より深く感謝を申
し上げます。
　千葉大学大学院園芸学研究科庭園デザイン学研究室の指導教員の章俊華先生と同研究室
の三谷徹先生には，博士前期課程から現在に至るまでの 5 年間にわたり，研究指導やゼミ
活動，大学院での授業などさまざまな場面で，日々優しく丁寧なご指導を賜わりましたこ
と，心より深く御礼を申し上げます。
　本論文をまとめるにあたり，千葉大学大学院園芸学研究科地域計画学の齋藤雪彦先生か
らは，貴重なお時間を割いていただき，論文の構成から発表の要領までさまざまな方面で，
大変ご貴重なご指導とご助言を賜わりました。謹んで御礼申し上げます。
　千葉大学大学院園芸学研究科緑地福祉学研究室の岩崎寛先生には，本研究の内容と考察
をわかりやすく改善するため，大変ご貴重なご指導とご助言をいただきましたこと，心よ
り御礼申し上げます。
　そして，本研究の研究方法クラスター分析に対し，ご助言をいただきました千葉大学大
学院園芸学研究科地域計画学の木下 勇先生，緑地環境情報学研究室の本條毅先生に心より
御礼を申し上げます。また，決定木分析に対し，ご助言をいただきました米コロンビア大
学大学院理学修士 (Data Science) の張括氏に心より御礼を申し上げます。また，千葉大学
大学院工学研究科の鈴木弘樹先生と東京理科大学工学研究科の郷田桃代先生には、研究方
法のご指導とご助言を賜わりましたこと，心より深く御礼を申し上げます。
　　本論文は千葉大学大学院園芸学研究科博士前期課程から取り込んできた中華民国時代
における南京市の公館の外部空間構成に関する研究成果をまとめたものであります。この
5年間で，いつも丁寧にご指導とご助言を賜わり，温かく相談に乗っていただきた張清海氏，
孔明亮氏， 咸光珉氏，大野暁彦氏をはじめ，庭園デザイン学研究室の先輩方に深く御礼を
申し上げます。そして，一緒に勉強と研究をしていた同級生と，研究を行う際に協力を賜
わった研究室の後輩の方 ：々王暁田氏，趙穎氏，張亞平氏，王培厳氏，蘇暢氏，馬淵大樹氏，
三田恭裕氏，山崎ひかり氏，武者美波氏，村上小百合氏，宇都宮青流氏をはじめ，協力と
応援してくださった研究室の皆様に心より御礼を申し上げます。本論文の審査，研究活動，
学生生活などさまざまな面でサポートしてしていただいた千葉大学園芸学研究科・園芸学
部学務の皆様にも心より御礼申し上げます。
　　
　　最後に，研究活動を応援してくれた家族と友人に心よりお礼を申し上げます。特に，
学生生活を支持してくれた両親と，支え続けてくれた森内秀太朗さんに，心より感謝しま
す。
2017 年 1 月
馬　嘉
